


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次





序章


第一章　お嬢様、恋を知る。

第二章　お嬢様、恋を勉強する。

第三章　お嬢様、パンをくわえてアタックする。

第四章　お嬢様、初デートをする。

第五章　お嬢様、ラブレターを書く。

第六章　お嬢様、家出をする。




終章　　この身が朽ちるまで



あとがき









[image: 機動執事 ─とある軍事ロボットの再就職─]
















　銃じゆう弾だんと砲ほう弾だん、血ち飛沫しぶきと断だん末まつ魔まの飛び交う戦場。

　無数の死し骸がいと、ロボットの残骸に囲まれた場所に、二つの人ひと影かげがあった。一人は軍服の中年男性。今はぐったりと横たわり、その腹部からはとめどなく血液があふれ出している。その男を支えているのは、一見すると若い青年。ただ、人工皮ひ膚ふの下から覗のぞいた金属製の装そう甲こうが、彼が人間ではないことを物語る。

「とうとう、俺おれにも……お迎むかえが、来た、ようだな……」

　男は血まみれの顔で告げる。あふれる血液は応急処置をしたにもかかわらず、いっこうに止まる気配を見せない。

「隊長、しゃべらないで下さい。今、救護所まで運びますから」「必要ない、手て遅おくれ、だ……」「ですが」「いいから、聞け……」──押おし問答のごときやりとりを繰くり返したあと、隊長と呼ばれた男は、彼の胸むな倉ぐらをぐいっと摑つかむ。瀕ひん死しとは思えぬその力。

　やがて、男は胸のポケットから震ふるえる手で煙草たばこを取り出した。それは自みずからの血で染まった真っ赤な煙草だ。

「隊長、今、煙草は……」

「フ……固いこと、言うなよ……。末まつ期ごの一服、だ……」

　男は穏おだやかな目で、煙草を小さく持ち上げる。彼の意図を察した青年は、静かに指先で煙草の先せん端たんを触さわる。その瞬しゆん間かんに魔ま術じゆつのごとくボッと火が点つく。

「ふーっ……うまい、な……」

　男は紫し煙えんをくゆらせ、しばらく一服をした。煙草についた血が燃えて、鉄の焦こげたような臭しゆう気きを放つ。

「なあ、漆黒シユヴアルツ。この戦争は、もう、終わりだ……」

　隊長は空を見上げながら告げる。青年は黙だまって聞く。

「敵軍は、そ、掃そう討とう、され……、平和な時代が、やって、くる……。ただし、それは……表向きの、姿だ」

「表向き？」

「やがて、時が、経たてば……、や、奴やつらが、蠢うごめき出し……、世の、平和に……暗い、か、影を……投げかける……だろう……。そのときの、ために──」

　隊長はそこで血を吐はく。彼はそれを顔面で受けたが、決して目を閉じなかった。視界が赤く染まり、隊長の顔が視覚装置越ごしに歪ゆがむ。




「最後の命令を、与える……」




　　　　　　　　　○




　そのロボットには、二つの任務が託たくされた。

　ひとつは、戦争が終わった後も、『敵』と戦い続け、人々の平和を守ること。

　もう一つは、彼にとって最大の恩人である、亡き隊長の──




　『娘』を守ること。










　　　　　序章




　びっしりと人間たちで埋うめ尽つくされた大ホール。

　これから始まる『主人』の演説を前に、ベルンハルトはぐるりと会場を見み渡わたす。舞ぶ台たい袖そでから見える座席は放射状に広がっており、出席者のほとんどが各国の要人だ。それぞれの席には身辺警護に当たるロボットが張り付き、今の彼と同じように周囲に警けい戒かいした視線を向けている。

　──危険度判定……『Ｆ脅威なし』。

　機体認識番号ＨＺＨ‐００４‐００１・特とく殊しゆ任務用人型ロボット、登録呼称ベルンハルト・メルテザッカーは──彼の主人の呼称に従えば『ベル』は──出席者の一人一人をスキャンして、その危険度を判定する。Ｆならば脅威はなく、Ｅ以上であれば脅威あり。時おりＥ判定やＤ判定も混ざるが、それは出席者の護衛ロボットや、会場を見回る警備ロボットをスキャンした場合であり、すばやくＩＤデータと照合して身元を判別し、危険を再判定する。

　この人物もＦ。隣となりもＦ。その隣もＦ。Ｆ。Ｆ。Ｆ。Ｆ。Ｆ──

　脅威なし。

　わずかな時間で全出席者の再スキャンを終えると、ベルはすっと身を引く。数歩ばかり下がった位置には彼の主人が姿勢よく椅い子すに座っている。

　すらりとした体たい軀くに、流れる黄金の長ちよう髪はつ、サファイアのごとき青い瞳ひとみ。今は静かに目を閉じて、自分の出番が来るのを待っている。

　リーゼロッテ・ブライトクロイツ。学友からは『リーゼ』と呼ばれる十六歳の少女。共和国屈くつ指しの大だい財ざい閥ばつブライトクロイツ家の当主にして、ベルが仕える『ご主人様』だ。

「ベル、何をしていたの？」

　よく通る声で、リーゼは彼に尋たずねる。今はいつものドレス姿ではなく、明るめのブルーの上着に、少し絞しぼられた感じのスカート。国際会議の場ということもあり、耳元の小さなイヤリングを除のぞけばアクセサリーはつけていない。

「会場の様子を見ていたのです、お嬢じよう様さま」

「何か気になることがあって？」

「いいえ、何もございません」

「そう……」

　リーゼは短く答えると、自分も舞ぶ台たい袖そでの隙すき間まから会場の様子を見る。今は前の発言者が演説の締しめに入っており、少女の出番はもうすぐだ。しかし、その白い横顔には微み塵じんも臆おくした様子がなく、大きな瞳には意志の強さを示すように青い輝かがやきを湛たたえている。

「──それでは次の発言者に移ります。『国境なき平和財団』のリーゼロッテ・ブライトクロイツ代表理事、演題は『戦後国際秩ちつ序じよの変へん遷せんと人工知能兵器の実効規制』です」

　指名された少女はゆっくりと立ち上がり、力強い足取りで舞台袖から演えん壇だんへと歩いていく。

　リーゼは十六歳の若さにして、『国境なき平和財団』という世界的な規模で活動している平和運動団体のリーダーだった。戦災孤こ児じや難民キャンプの救きゆう援えん、地じ雷らい撤てつ去きよから紛ふん争そう当事者間の調停に至るまで、世界中でスタッフが尽じん力りよくしている。民間の非政府団体でありながら、その影えい響きよう力りよくは大国の首脳が一目を置くほどのもので、次の国際平和勲くん章しようの有力候補でもある。今日は各国の首脳が集まる国際平和会議の発言者として招待されたのだった。

　少女の背中を見送りつつも、ベルは再び会場を注意深く見み渡わたす。

　この間の出入りは一名──即そく時じスキャン──判定『Ｆ脅威なし』。

　そして演説が始まった。

「このたびはお招きいただきまして誠まことにありがとうございます。ただいまご紹しよう介かいに与あずかりましたリーゼロッテ・ブライトクロイツです。本日は──」

　思わず聴ちよう衆しゆうをハッとさせるような、透すき通る声が空気を貫つらぬく。それは話者本人の美しい容姿と相あい俟まって、すぐに会場を支配する。

「……つまり、人工知能兵器、いわゆる軍事ロボットと呼ばれる忌いまわしき兵器は、大多数が戦争終結にともない解体されました。ですが、開発元である軍ぐん需じゆ産業の要望、およびそれを受けた共和国政府の方針により、大戦が終わってからも活動を続けているものが多くあることは皆みなさんもご存知のとおりです。とりわけ重大な問題は、それらの軍事ロボットの少なからぬ機体が、軍隊や軍ぐん需じゆ産業のみならず、民間企き業ぎようや一いつ般ぱんの民間人に所有されていることです」

　一いつ瞬しゆん、ベルは主人のほうを仰あおぎ見た。その眼まな差ざしに気づかず、リーゼは流りゆう暢ちように続ける。

「軍事ロボットを民間にまで拡散させている背景には、共和国政府、特に国防省当局のずさんな管理体制があります。とりわけ深しん刻こくなのは、いわゆる『第八世代型』と呼ばれる、先の大戦で主力を担になった軍事ロボットの一群です。これらはロボット工学史上で最大の火力を備え、今なお多くのロボットが当時のスペックを備えたまま世界中に拡散しております。政府当局は国防を理由に『第八世代型』を野放しにしておりますが──」

　理路整然としながらも迫はく力りよくと含がん蓄ちくに満ちた演説は、ほんの十分ほどだった。だが、それが終わり、リーゼが優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをすると、席からは一人、また一人と立ち上がり、拍はく手しゆの嵐あらしが金きん髪ぱつの少女に降り注ぐ。

　──危険度判定、Ｆ、Ｆ、Ｆ……脅きよう威いなし。

　熱気に包まれた会場の中で、このタキシード姿の執しつ事じロボットだけは冷れい徹てつな瞳ひとみで警けい戒かいを怠おこたらない。舞ぶ台たい袖そでに戻もどってくるリーゼの姿を視界の端はしに捉とらえながらも、壇だん上じように接近する者がいないか、不ふ審しんな動きがないかを余念なくチェックしていく。

　お嬢じよう様さまの健すこやかなるご成長と、絶対なる安全の確保──それこそが彼の最優先任務だからだ。

「どうだったかしら？」

　一仕事を終えて、安心した様子のリーゼが彼の前で立ち止まる。その顔は少しばかり紅こう潮ちようしており、わずかな体温上昇と心拍数の増加が見られる。ベルは小さくうなずき、「問題ございません」と返す。彼はこうした公おおやけの場でリーゼが失敗するのを見たことがない。どんな大舞台でも完かん璧ぺきに物事をこなしてしまう様子は、彼女の亡き父親に似ており、凛りんとした立ち居振ふる舞まいは彼女の亡き母親の面おも影かげがある。

「そう、よかったわ。このあとの予定は？」

「官かん邸ていに移動して十四時ちょうどにマインホフ内務大臣との会談、次に、十五時三十分から上院・特別軍務委員会での意見陳ちん述じゆつ、その後は──」

　ベルが淡たん々たんとスケジュールを確認すると、リーゼは「あんまりゆっくりしてられないわね」と自分の首筋を軽く揉もむ。

　そのときだ。

　──体温、心拍数、発汗、ともに上昇。

「お嬢様」

　かすかな異変を感知した彼は、ずいっと主人の前に歩み寄った。急に近づいてきた執事に、「な、なに？」とリーゼが少しのけぞる。

「失礼いたします」

「あっ」

　ベルの顔が近づき、リーゼの額ひたいに手のひらがくっつく。それはリーゼが幼少のころからしている、体温を測るための簡易測定。彼の手には触ふれた物体のさまざまな性質を検知する機能があり、金属探知や危険物判定、もちろん温度測定も可能だ。

　──三十六・五○度。平熱の範はん囲い内ない。異常なし。

「どうやら思いすごしのようです」

　ベルは静かに右手を離はなし、抑よく揚ようのない声で結果を告げる。

「あ、あ……」

　リーゼは口を半開きにして、何やらポーッとした様子になっている。今の行こう為いは二人の間あいだ柄がらではこれまでもよくあることだったが、今は少し少女の様子がおかしい。

「お嬢じよう様さま、いかがなさいました？」

「な、なんでもない、なんでもないの」

　少女は早口で言うと、くるりと背を向け、それから隠かくれるように控ひかえ室へと入る。

「お嬢様？」

　ベルも主人を追って控え室へ入ると、

「き、着き替がえるから……出て行ってくれる？」

「着替える？　午後からの会議は現在の服装で問題ありませんが」

「え、あ、その……」理路整然とした指し摘てきに、少女は困った顔になる。「ちょ、ちょっと汗を搔かいたみたいだから」

「汗？　先ほどのスキャンでは、発汗状態に問題はありませんでした。人間の嗅きゆう覚かくで感知できるレベルの匂においでは──」

「い、いいから出てって！」

「……？」

　ベルは少し首を傾かしげるが、

　──声の強さから緊きん急きゆう命令と判断。即そく時じ遂すい行こう。

「かしこまりました」

　恭うやうやしく一礼をすると、彼はタキシードを翻ひるがえして控え室を出て行った。




　　　　　　　　　○




　まただわ……！

　扉とびらが閉まると、リーゼは自分の胸むねを両手で押おさえた。

　トクン、トクン、と速まる鼓こ動どうを感じながら、

　──最近の私、何かヘンだわ……。

　ここ一週間ほどだろうか。ベルの顔を見るたびに、すごくドキドキしている自分がいる。見つめ合うだけで体が強こわ張ばり、手が触れようものなら息が止まりそうになる。さっきもベルの顔が近づいたことに動どう揺ようして、思わず彼を追い出してしまったのだ。

　どんなに緊きん張ちようする大おお舞ぶ台たいだろうと、全世界の要人が集まる国際会議だろうと、決して物もの怖おじしない自分なのに。それが今はこんなにも取り乱している。

「ああ……」

　切なげに吐と息いきを漏もらし、少女は胸むねを押おさえる。まだ鼓こ動どうが収まらない。

　胸に重ねた両手を、ギュウッと押し込めるように当てて、目を固くつむり、何度も何度も深呼吸する。でも、先ほど接近したベルの顔と、触ふれ合った手のぬくもりと柔やわらかさを思い出すたびに、鼓動はまたトクトクトク、トクトクトクと急せかすように乱れる。

　いったい私は、どうしてしまったんだろう……？

　考えてみても答えは出ない。

　ベルは長く我が家に仕える執しつ事じロボット。それ以上でも以下でもない。

　なのに、今は。

　目を強くつむって、どうにか気持ちを落ち着かせようとする。

　リーゼロッテ・ブライトクロイツ、十六歳と一ヶ月。




　少女はまだ、それが初はつ恋こいであることを知らない。
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　執事ロボットの朝は早い。

　……というよりも、そもそもベルは睡すい眠みんを必要としない。

　体内には特とく殊しゆなバッテリーが内蔵してあり、七日七晩補給なしで活動してもエネルギー切れになることはない。疲ひ労ろうという概がい念ねんもなければ食事も必要としない。深夜の空あき時間を利用して、一応のメンテナンスはするものの、五分もあればボディ全体のシステムスキャンは完了してしまうし、また、スキャン中であっても動けないわけではなく、少々の問題は自動修復機能が働くため、結局のところ休きゆう憩けいなしで動き続けられる。超長期の作戦行動に耐たえる特殊任務用ロボットとして、ベルは市し販はんの家庭用ロボットの何倍も高性能だった。

　巨きよ大だいな屋や敷しき内を、彼は完全な等とう間かん隔かくの歩ほ幅はばで進む。視界に入るメイドたちが「おはようございます、ベルンハルト様」と口々に挨あい拶さつをしてくる。屋敷内のセキュリティはもちろん、リーゼの身辺警護とスケジュール管理を一手に引き受ける彼は、ロボットでありながら使用人たちのリーダー的存在となっていた。何よりもリーゼの信しん頼らいが抜ばつ群ぐんに厚く、彼女が女学院に登校するときに彼を同行させなかった例はただの一度もない。

　──作戦時刻○七三○。

　定刻どおりに、廊ろう下かの角から金きん髪ぱつの少女が現れる。

「お嬢じよう様さま、おはようございます」

「おはよう、ベル」

　十六歳の若き当主は、いつもそうするようにドレスの裾すそを小さく持ち上げて会え釈しやくをする。

　──問題は……ないようだな。

　昨晩、リーゼは少し様子がおかしかった。シャワーを浴びて軽く食事を済ませるとすぐに寝しん室しつに引っ込んでしまい、ベルとはろくに口も利かなかった。無論、主人の命令を絶対とする彼にとって、それは不満でもストレスでもなかったが、何かが引っ掛かかっていたのは事実だ。

　いつもと違ちがう行動パターン。それは問題行動の予よ兆ちようかもしれないからだ。

　振ふり返って過去データを照合すると、この一週間、リーゼは彼を急に避さけるような動作を繰くり返している。主に顔と顔が近づいたときや、手が触ふれ合ったときなど、肉体的接近ないしは接せつ触しよくを伴ともなう場合にそうした『症しよう状じよう』が現れる。その一つ一つのケースを解かい析せきし、分析し、判定するが、どんなに医学的データと照合しても、当てはまる病気が何も見つからない。

　任務は完かん璧ぺきに遂すい行こう、主の命令に忠実。すべてを完全無欠にこなすベルだったが、こと人の心の機き微びについては無む頓とん着ちやくだった。人型ロボットにはＥＰＡ（Emotion and Passion Analyzer）と呼ばれる感情理解プログラムが組み込まれていることが多いが、ベルは開発時からその数値が最低限に設定されている。それは、特とく殊しゆ任務や作戦行動の成功率を確保する上で、人間的な感情は不要だという設計思想に基づく。

　リーゼが自動車に乗り込むと、彼も隣となりに乗る。

「学院へ」

　自動運転プログラムに命じると、車は学校へと向けて独りでに走り出した。

「「「いってらっしゃいませ！」」」

　背後では数十名のメイドたちが元気よく唱和した。




　　　　　　　　　２




　作戦時刻○七四五。

　目的地に到とう着ちやくすると、車は自動的に停止した。まずはベルが降りて道の安全を確認し、それからドアを優ゆう雅がに開く。このあたりのエスコートも毎朝のことだ。

　リーゼは車から降りると、美しい金髪をなびかせて正門へと伸のびる道を歩いていく。その後ろにつかず離はなれずの位置で、少女の鞄かばんを持ったベルが続く。向かう先には陽光を受けて輝かがやく白しろ壁かべの建物があり、四角い輪りん郭かくを描えがいて青空を切り取っている。

　私立エッフェンバッハ女学院。

　創立百年を超えるこの女学院は、生徒全員が財ざい閥ばつや良家の令れい嬢じようで、ユスティーツ共和国随ずい一いつの名門として知られる。純白を基調とした制服には高貴な花はな柄がらの刺し繡しゆうがあしらわれており、袖そでに縫ぬい付けられた薔ば薇らの紋もん章しようは学院の伝統と格式を示す。校門をくぐる少女たちは若さと美しさを存分に振ふり撒まきながら談笑し、社交パーティに向かうがごとく可か憐れんにして優美な雰ふん囲い気き。誰だれもが執しつ事じやメイドを従えて登校するのも、ここでは日常の通学風景だ。

「うるわしゅう」

「うるわしゅう」

　生徒たちは互たがいに朝の挨あい拶さつを交わす。これは学院内での定番の挨拶で、「ご機き嫌げんうるわしゅう」と「本日も見目うるわしゅう」の二つの意味があるとされる。

　そうした令嬢たちの人波の中で、リーゼもベルを従えて銀色のアーチを描いた校門をくぐっていく。陽光にきらめく金きん髪ぱつをなびかせ、颯さつ爽そうと歩く姿は周囲の者から羨せん望ぼうと憧あこがれの眼まな差ざしを一身に受けて、「あら、リーゼロッテ様がお見えになったわ」「リーゼ様、今日もおうつくしい」「リーゼ様」「リーゼ様」……生徒たちは口々にリーゼが来たことを伝え合う。やがて、クラスメートが寄ってきて「リーゼ様、うるわしゅう」「おはようございますリーゼ様、本日もうるわしゅう」「うるわしゅうリーゼ様」と挨拶の波が押おし寄せる。対するリーゼは涼すずやかな微笑ほほえみと上品な会え釈しやくで応じる。

　若くして世界的知名度を誇ほこる『国境なき平和財団』を三年前に立ち上げたこともあって、もはや校内で彼女の名を知らぬ者は誰一人いない。成績優ゆう秀しゆうにして容姿端たん麗れい、次代を担になう共和国屈くつ指しの才女。それが、もって生まれた家柄や格式に留とどまらない、リーゼロッテ・ブライトクロイツの揺ゆるぎない評価だ。リーゼ本人がそれを鼻にかけることもなく、人当たりもよいため、学院内では全生徒の憧れの存在となっている。

　挨拶の波を泳ぎ切ると、リーゼは瀟しよう洒しやなアーチ型の玄げん関かんをくぐり、エスカレーターに乗って教室へと向かう。その間も、教職員ですらリーゼの姿に気づくたびに丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてくる。名門ブライトクロイツ家の当主ともなれば、実社会ではこの女学院の理事長よりも断然格上だ。

「それではお嬢じよう様さま、わたくしはここで」

「ええ。今日も一日、お願いね」

「かしこまりました」

　教室の入り口で一礼し、リーゼといったん別れる。廊ろう下かには生徒たちの使用人がずらりと並んでおり、ベルはすばやく全員をスキャンする。執事とメイド、どちらも約半数が人間で、残る半数が彼と同じロボット。全員がおなじみの顔ぶれ──登録情報と一いつ致ち──判定Ｆ。

　スキャンを終え、再び教室を見ると、リーゼは自分の席でほっとしたような息を吐はいていた。それからベルのほうをちらりと見て、視線が合うと慌あわてたように顔をそむける。いつもなら「何かご用事ですか」と歩み寄るベルだったが、今日はそれを控ひかえている。最近はこういうことがたびたびあり、実際に御ご用よう聞ききをすると「ううん、なんでもないの」と返されるからだ。

　──ふうむ、やはりご気分がすぐれないのだろうか？　それとも何か別の要因が？

　ベルは首を傾かしげるが、なぜかは分からない。

　授業が始まる。

　執しつ事じやメイドたちは立ったまま主人の様子を見守り、ペンの一本でも転がると風のように走り、ハンカチで綺き麗れいに拭ふいたあとに主人の机き上じように戻もどす。くしゃみをすればティッシュを差し出しに走る執事、髪かみの毛が乱れただけで整えにくるメイド。とにかく至れり尽つくせりだが、それはこの女学院にとって日常の光景なので誰だれもそれを気にする者はいない。

　リーゼはといえば、机上のモニターを熱心に眺ながめつつ、立体ホログラムの教師の話を聴きいている。その横顔は真しん剣けんそのもので、ベルのよく知るリーゼの顔だ。

　一時限目は、発音が難しいとされるレイエスペリア語の授業だった。だが、当てられたリーゼは完かん璧ぺきな発音でテキストを読み上げ、教室では期せずして拍はく手しゆが起きた。これもいつものことで、クラスメートたちは尊敬と羨せん望ぼうの眼まな差ざしで彼女を見つめる。

　そして授業が終わり、休きゆう憩けい時間。

「ねえ、リーゼさん」

　窓まど際ぎわの席に座っていた少女が、親しげにリーゼに近づいてくる。ふわっとした感じの白銀のセミロングに、飴あめ色いろの大きな瞳ひとみ。リーゼの親友であるフローラ・マイヤーリングだ。

「何かしら、フローラ」

「これ、先週の試験前に借りた上級物理Ⅰのノートですの。リーゼさんの解説が大変分かりやすくてとても助かりましたわ」

「そう、よかった」

「リーゼさんはなんでもできるんですのね。この前の試験も学年一位でしたし、本当にすごいですわ……」

「たまたま問題がよかったのよ」少女はあくまで謙けん遜そんする。「フローラだって、この前の美術では最高評価を取ったじゃない」

「うふふ、あれはわたくしの唯ゆい一いつのとりえですわ。物理や数学なんてまるで駄だ目めですし。それはそうとリーゼさん」少女は銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、両手を合わせて目を輝かがやかせる。「昨日のお話、とても素晴らしかったですわ」

「あ、見てくれたんだ。どうもありがとう」

「もちろんですわ。あの場にはわたくしのお父様も出席していまして、リーゼさんのことをベタ褒ぼめしていたんですのよ」

　フローラの実家であるマイヤーリング家も、ブライトクロイツ家に並ぶ名門中の名門だ。当然、親しん類るい縁えん者じやには政府の要人や大だい企き業ぎようの幹部などが多くいる。

「あら、おじさまがお見えになっていたなんて知らなかったわ。知っていればご挨あい拶さつしたのに」

「ううん、いいのいいの。お父様ったらリーゼさんの演説だけ聴きいて帰ってきたそうですから。一いつ般ぱん参加のオブザーバーとはいえ、冷やかしもいいところですのよ？」

　フローラは頰ほおを膨ふくらませて怒おこってみせるが、それもふりだけで、すぐに笑顔になる。

「ところでリーゼさん、お忙いそがしいとは存じますけど、試験も終わったことですし、今日の放課後あたりはスケジュールが空あいていますかしら？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」

「でしたら我が家でお茶でもいかが？　コミックプリマヴェーラ最新号も届く予定ですし」

「フローラは本当に漫まん画がが好きね」

「当然ですわ！」そこで銀ぎん髪ぱつの少女はにわかに拳こぶしを上下させ、言葉に力を込める。「漫画こそわが人生、漫画こそ人生の道しるべですのよ。それに今月号は『ばらキス』がいよいよクライマックスなんですもの。ああ、楽しみですわ、待ちきれませんわ！」

　フローラは両手を合わせ、体をくねくねして興こう奮ふんした様子だ。リーゼ自身は漫画や雑誌のたぐいはほとんど読まないし、特に恋れん愛あい漫画などは読んでも何が面白いのか理解できないのだが、こうして実に楽しげに漫画の話をする親友とのつきあいは中等部から長く続いている。友達の家に遊びに行くといえば決まってフローラのところだ。

　──危険度Ｆ、Ｆ、Ｆ……脅きよう威いなし。

　リーゼが談笑している傍かたわら、廊ろう下かではベルが相変わらず校内のセキュリティに目を光らせている。集中しているというよりは自動的にリーゼに接近する人物をスキャンしている状態なので、親友のフローラでさえも自動的に『Ｆ』に判定されている。いついかなるときもお嬢じよう様さまの絶対なる安全を確保するのが彼の任務であり、それはわずかの緩ゆるみもなく完かん璧ぺきに遂すい行こうされる。

　チャイムが鳴り、休み時間が終わる。

　フローラがいなくなると、リーゼはちらりと視線を向けてくる。そして彼と目が合うと、朝と同じようにビクッとして顔をそらす。

　──ううむ、また……。

　不可解な主人の様子に、執しつ事じロボットは小さく首をひねるのだった。




　　　　　　　　　３




　作戦時刻一五三○。

　その日の放課後、リーゼは約束どおりマイヤーリング家を訪れていた。

「それではリーゼさんをしばらくお借りしますね、ベルさん？」

　いたずらっぽくフローラが告げると、ベルは「はい、誠まことにお世話になります」と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

　二人の少女が部屋に入ると、リーゼの声が聞こえなくなる。フローラの自室は完全防音なので、いかにベルといえども内部の音声を感知することはできない。

　──また妙みようなことを吹ふき込まれていなければいいのだが。

　フローラの存在は、ベルにとっていささか懸け念ねん材料でもあった。リーゼと親しくしてくれるのはよいのだが、ことあるごとに不健全な漫まん画がを薦すすめてきたり、「学院で流は行やっているから」という理由で占うらないとも迷信ともつかぬグッズを贈おくったりしてくる。今のところこれといった実害はないが、お嬢じよう様さまの健全な成長にとって好ましいとは言いがたい。

　──また十八禁の書しよ籍せきを薦めてきたら、今度こそ厳重に注意しよう。

　最近フローラは、隙すきあらばリーゼに『ＢＬ本』なるジャンルを薦めてくる。漫画のことをよく知らないベルにも、それがお嬢様にとって刺し激げきが強すぎることだけは理解できる。この前は『ＢＬ本』の表紙にカバーをかけて偽ぎ装そう工作までしてきた。ああしたものを読むと脳が腐くさって『腐ふ女じよ子し』と呼ばれる症しよう状じようが出ると聞いたことがある。

　──お嬢様の情操教育にとって危険と判定、脅きよう威いを『Ｅ』に格上げ──いやしかし主人の交友関係に介かい入にゆうするのは執しつ事じとして越えつ権けん行為──だが十八禁書籍は例外か──しかし有害であるという科学的なデータは乏とぼしい──判断保留、現状維い持じ。

　リーゼの読む漫画ひとつをとっても、ベルは真しん剣けんに検けん討とうする。フローラが無二の親友であることはもちろん理解しているが、それだけにリーゼに与える影えい響きようは大きい。総じて、フローラ・マイヤーリングというのは彼にとってありがたくも悩なやましい存在だった。

　そんなことに頭をひねりつつ、ベルは廊ろう下かで警けい戒かいを続ける。室内の様子はサーモグラフィーにより把は握あくできるし、緊きん急きゆう時はリーゼのイヤリング型無線から通信もできる。加えてマイヤーリング家が万全の警備体制を敷しいているので、そもそも賊ぞくが侵しん入にゆうすることは万に一つもないが、彼の辞書に油断という文字はない。

「ベル様、今日もお役目お疲つかれ様です」

　廊下にいたメイドの女性が、彼を見て微笑ほほえむ。何度となく会っている顔見知りだが、自動的にスキャンして危険度判定をする。当然『Ｆ』、脅威なし。

「よろしかったら控ひかえ室をご用意いたしましょうか？」「お気き遣づかいありがとうございます。ですが、わたくしはここで十分です」「本当にベル様は職務熱心ですね」「任務ですから」といつものやりとりをしたあとに、

「ところで」ベルはひとつ質問を投げる。「今日は、ラーム様はお休みでございますか？」

　ラームとは、この屋や敷しきに仕える老執事のことだ。いつもはメイドたちとともにフローラに付き添そうのに、今日は女学院でも姿を見なかった。

「ラーム様は持病の腰よう痛つうが悪化して、ただいま入院中なんです」

「それはお気の毒に」

「お歳としもお歳ですし、ちょっと治ち療りようが長引きそうなので、お嬢様付きは外れることになりそうなんです。本人はものすごく残念そうでしたが」

「後任の執しつ事じはどうなさるおつもりですか？」

「ああ、それなんですけど、これ、しゃべっていいのかしら……」メイドは少し迷ったそぶりを見せたが、「ベル様相手ならいいか」とつぶやき、声を潜ひそめた。

「実は、執事ロボットを購こう入にゆうする予定なんです」

「ほう」

　ベルは少しだけ驚おどろいてみせる。ただこれも、プログラム上の仕草であり、彼の内心にはさざなみ一つ立ってはいない。

「なんでも、フローラお嬢じよう様さまがたいへん熱望したらしくて……おそらくはリーゼロッテ様のご影えい響きようでしょうね」

「リーゼお嬢様の？」

「だって、こんなにかっこよくて、素敵な執事をいつも従えているじゃないですか。そりゃあ羨うらやましくもなりますよ」

「……？」

　ベルは返事に詰つまる。何を言われているのか判然としないが、彼のことを褒ほめているようだ、というのは理解できる。

「お褒めいただきましてありがとうございます」

「もっとも、ご主人様が『男性などまだ早い！』と主張なさって、女性型ロボットが来るようですけどね。いずれにせよ近々ベル様にもご紹しよう介かいすることになるかと思います。……あ、くれぐれも私から聞いたって言わないで下さいね。あとリーゼロッテ様にも内ない緒しよで。フローラお嬢様は絶対にご自分の口からご紹介したいはずですから」

「承しよう知ちいたしました」

　そこでメイドはウフフ、と笑顔を見せる。何がおかしかったのか彼には分からないが、とりあえず口元に笑みを浮うかべて返してみる。このメイドはいつもおしゃべりなので、しばしばこうした情報をもたらしてくれる。

　──マイヤーリング家の採用する執事ロボットともなれば、リーゼお嬢様とも接近する機会は多くなる。要よう警けい戒かい。

　こうして、音もなく電子頭脳内では『マイヤーリング家・新執事』のフォルダが増設されるのだった。







　そのころ、フローラの自室では少女たちがいつものように楽しげに語らっていた。

「それでねリーゼさん、このあとが面白いんですのよ。ミルフィさんったら、家で禁止されているからって、バスケット全部にケーキを詰めてきたんですの」

「まあ、バスケット全部に？」

「そうですわ。ショートケーキもチョコレートもブルーベリーも、よりどりみどり、こーんな大きなバスケットにぎっちりと」

　フローラは大げさな手て振ぶりでバスケットの形を再現する。

「それで、ミルフィさんはどうしたの？」

　リーゼも身を乗り出して続きを促うながす。フローラの話はいつもすごく楽しそうな感じで、聞いている彼女のほうまで楽しくなるのだった。

「バスケットから二つ目のケーキにかぶりついたところで、メイドさんが来てしまいましたの。それで、絶体絶命と思いきや、ミルフィさんはにわかに立ち上がり、バスケットを担かついで猛もう然ぜんと走り出しましたの」

「え、あのミルフィさんが？」

「スカートを捲まくり上げて、ケーキをくわえながら走るミルフィさん、本当に傑けつ作さくでしたわ」

　そこでリーゼが「ぷっ」と吹ふき出し、それを合図に二人はお腹なかを抱えて笑い出した。学院では決してはしたない様子を見せないリーゼが、今は涙なみだを浮うかべて大声で笑う。学院でも記者会見でも、気を抜ぬける場面が少ない彼女にとって、こうして親友のフローラと過ごす時間は大きな安らぎだった。

　おいしい紅茶と洋よう菓が子しを楽しみながら、談笑は一時間に及およぶ。フローラから学院のこぼれ話や最近の少女漫まん画がのびっくりした展開を一通り聞いたあと、少しだけ会話が途と切ぎれる。

「……ねえ、リーゼさん」

「何かしら？」

「今日はため息ばかりついてますが、何かありましたの？」

「え？」リーゼは少し驚おどろく。「私、ため息なんかついてた？」

「そうですわ。先ほどから、ちょっとした会話の合間に」

「気づかなかったわ、ごめんなさい」

「ううん、謝ることではありませんのよ。でも、もしかしてご気分がすぐれませんの？」

　フローラは小首を傾かしげ、大きな瞳ひとみにリーゼを映うつす。その表情はとても心配そうな感じだ。

「別に、体調不良とか、そういうのではないの。体のほうは大だい丈じよう夫ぶだから」

　相手の心配を払ふつ拭しよくするように、リーゼはなるべくはっきりと告げる。

「だけどね……」そこで彼女は目を伏ふせる。「最近ちょっと……ヘンなの」

「ヘン？」

「えっとね……」

　こんなことを話して、フローラにおかしく思われないだろうか──リーゼはいくらかの躊ちゆう躇ちよを覚える。しかし、「なに？　なんでも言って下さいまし」と銀ぎん髪ぱつの少女がにっこり笑うと、気持ちが軽くなるのを感じた。

　──フローラなら、話しても大だい丈じよう夫ぶ。

　意を決して、切り出す。

「ベルのことなの」

「ベルさんって、執しつ事じのベルンハルトさんですわよね？」

「ええ」

　そこでリーゼは、ドアのほうを見て声を潜ひそめる。この部屋が防音なのは知っているが、それでも万が一聞かれたらという不安は消えない。

「私、ベルといっしょにいると、ヘンになってしまうの」

「どういうことですの？」

「その……」

　リーゼは自分の胸むねを押おさえて、空気の海に言葉を浮うかべるように、切々と告げる。

「彼を見ていると……なんだか急に、胸が切なくなるの。それに、彼の声を聞くと、心臓の鼓こ動どうが速くなるの。あと、彼の顔がそばにくると、顔がのぼせたように熱くなってしまって……こんなこと、初めてで、だけど熱を測っても平熱だし、薬を飲んでも治らないし……」

　彼女は視線を落とし、自分の指をこねくりまわすようにいじる。世界の要人を相手に堂々と演説をこなせるのに、ベルのことになるとなぜこうもおかしくなってしまうのだろう。

　フローラは黙だまってしまい、わずかな静せい寂じやくが訪れる。

　──ああ、やっぱりヘンに思われたかしら……。それに、こんなことを聞かされても迷めい惑わくだろうし……。

　打ち明けたことを少し後こう悔かいし始めたときだ。

「まあ、まあまあ！」

　フローラが急に大きな声を出し、リーゼはびくりとする。

　──え？

　顔を上げると、そこには大きな瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせている少女がいた。口元には嬉うれしそうな笑みを浮かべ、喜き色しよく満まん面めんといった顔だ。

　リーゼはこの顔を知っている。彼女がとても可愛かわいいものや、とても素敵なものを見つけたときにする最大級の歓かん喜きの表情だ。

「まあ、どうしましょう、まあまあ！」

「え、あ、……フローラ？」

　急に両手を握にぎってきた親友に、リーゼは思わずのけぞる。

「姿を見れば胸が切なくなり、声を聞けば鼓動が速くなり、そばにいるだけで体が熱くなる……これは！」

　まるで舞ぶ台たい女優のごとく声を張り上げ、フローラはシュビッと近くの本ほん棚だなから一冊の漫まん画が本ぼんを抜ぬき取った。

「それは『ばらキス』にあるとおりですの！」

「ば、ばらキス……って、漫まん画がの？」

　親友の手には『薔ば薇ら色いろのあなたにくちづけを』──通称『ばらキス』と呼ばれる少女漫画が握にぎられている。

「リーゼさん、ここを見て下さいまし！　ほら、この部分！」

　フローラが指を差した箇か所しよには、少女が苦しげに自分の胸むねを押おさえ、「姿を見れば胸が切なくなり、声を聞けば鼓こ動どうが速くなり、そばにいるだけで体が熱くなる……わたし、どうしちゃったのかしら……」とモノローグが書かれている。

「あ、これ、私と同じ……！」

「そうですわ！　リーゼさんの今の状態は、ばらキス第六十一話のクラリッサの友人ヒルデガルドが感じたものと同じ！　つまり──」

　フローラは力強く言い切った。




「コイですわ！」




「お魚の!?」

「違ちがいますわ！」
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　フローラが思いきり首を振ふる。

「コイとは、お魚の『鯉こい』ではなく、恋れん愛あいのほうの『恋こい』ですわ。誰だれかを想おもい、慕したい、考えるだけで胸むねが苦しくなる……それが恋の病やまいですの！」

「恋の……病……？」

「間ま違ちがいありませんわ。古今東西の恋愛漫まん画がを読みつくしたこのわたくしの見立てですもの、まごうことなき『恋』ですわ!!」

「これが、恋……」

「そう、リーゼさんは今、恋をしてらっしゃるのよ！」

　リーゼは急なことに戸と惑まどう。恋だの愛だのというものは漫画の中に出てくるだけで、まさか自分自身がそうなるとは夢にも思わなかった。メイドに囲まれて幼少のころから箱入り娘として育てられた少女は、そうしたことにまるで疎うとかったのだ。

「で、でも……、そうすると私はいったい誰に『恋』をしているの？」

「はい？」フローラが首を傾かしげる。「それは決まっていますわ、恋の相手はベルンハルトさんでしょう？」

「え、ベル……？」

「だって、ベルンハルトさんを見て胸が切なくなるのですわよね？」

「うん」

「ベルンハルトさんの声を聞くと鼓こ動どうが速くなり、ベルンハルトさんのそばにいるだけで体が熱くなるのですわよね？」

「そうよ」

「じゃあ、リーゼさんはベルンハルトさんに恋してらっしゃる！　間違いありませんわ！」

「私が……」

　黒くろ髪かみの執しつ事じの顔が浮うかぶ。

　私が、ベルに、恋してる──驚きよう愕がくの真実を前に、うぶな少女はマネキンのように固まる。

「？　リーゼさん？」

　フローラがぷらぷらとリーゼの顔前で手を振る。彼女はハッとした様子で我に返る。

「もしかしてリーゼさん、恋をするのは初めて？」

「あ……うん……」

　金きん髪ぱつの少女は、ますます恥はずかしそうにうつむく。

「まあまあ！　初めてっ、リーゼさん初めてですのねっ！　つまり初恋！　ＨＡ・ＴＳＵ・ＫＯ・Ｉ!!　ああ、初恋！　なんてロマンティックな響ひびきなのでしょう！」

　フローラは神に祈いのるように両の手のひらを組み合わせ、感かん極きわまったように瞳ひとみを潤うるませる。

「でもフローラ、これっていいのかしら……」

「何がですの？」

「ベルは……その、いつも親切だけど、で、でも、ロボットだし……」

　近年では、人工知能搭とう載さいのロボットが増えたことで、ロボットと人間の関係もかなり深い交流を見せるようになった。ロボットを家族の一員として迎むかえ入れる者や、子供型ロボットを実の子や孫のように可愛かわいがる家庭は多い。ただ、それでもなお恋れん愛あい関係となるといささか別の意味合いがあり、まだまだ一いつ般ぱん的てきとは言いがたい状じよう況きようにある。

　少女はさらに胸むねのうちを告げる。

「確かにベルは、本当によく働いてくれるし、昔からとてもお世話になってるし、だから、すごく、すごく感謝してるけど……でも、その、私は『主人』で、ベルは『執しつ事じ』ってこともあるし……だから、こ、恋こいをするのは、なんというか……やっぱりヘンじゃないのかしら？」

「いいえ！」

　そこでフローラは大声で否ひ定ていした。その剣けん幕まくにリーゼはびくっとのけぞる。

　少女は舞ぶ台たい女優のように身み振ぶり手振りを交え、

「主人と執事という身分差、人間とロボットという越こえられない立場の差……運命が二人の仲を裂さこうとすればするほど、愛し合う男女はお互たがいを求め合ってしまうんですの!!」

「あ、え……？」

　すっかり妄もう想そうモードに入った親友に、リーゼは呆あつ気けに取られる。

「今のリーゼさんに必要なのはこれですわ！」

　シュバッ、と少女はさっきとは別の漫まん画がを取り出す。「こ、今度は何……？」と翻ほん弄ろうされるリーゼをよそに、フローラは声こわ高だかに続ける。

「これは『王女と魔ま獣じゆう』、略して『王魔』ですわ！」

「お馬……？」

　見れば、表紙にはドレスを着た美しい金きん髪ぱつの少女と、それをエスコートするように寄り添そう黒い翼つばさを生やした男性が描えがかれている。

「これが私と関係あるの？」

「関係大アリですわ！　これは、人間の女性と悪魔の男性が、決して世間には許されない恋をしてしまう、禁断のラブストーリーですの。古典中の古典、恋愛漫画の聖書バイブルと言われておりますの」

「聖書……それはすごそうね」

　リーゼはその言葉の響ひびきに、何か神こう々ごうしいものを感じる。偶ぐう然ぜんなのか、表紙の男性がどこかベルに似ている気もする。

「恋とは障害が多ければ多いほど燃えるもの。このフローラ・マイヤーリング、微び力りよくながらリーゼさんの恋をお手伝いさせていただきます！」

　少女はひしとリーゼの手を握にぎり締しめる。リーゼは目を白黒させながら「あ、う、うん……ありがとう」とお礼を言う。

「大船に乗ったつもりで任せて下さいまし。わたくし、まだ恋こいをしたことはありませんが、恋れん愛あい漫まん画がと恋愛相談については女学院でも右に出る者はいないと言われておりますのよ？」

　さらりと不安なことを言うフローラだったが、リーゼは素直な性格だったため、「ありがとうフローラ、やっぱりあなたに相談してよかったわ」と心の底から感謝の言葉を述べる。

「それではさっそく確かめましょう！」

「確かめる……？　何を？」

「決まっていますわ！」

　ずいっと、銀ぎん髪ぱつの少女は前に乗り出し、剝むきたての茹ゆで卵のような白いおでこを近づける。友情と好奇心に満ち満ちた瞳ひとみが次なる方針を決する。

「殿との方がたの気持ちを確かめましょう！　それにより『片かた想おもいルート』か『両想いルート』に分ぶん岐きするんですのよ！」

「えっ、えっ？　ルート？」

「さあ、今からベルンハルトさんの気持ちを確かめにいきましょう！　そこのドアを開けて、リーゼさんのことをどう思ってらっしゃるかを直接問いただすんですの！」

「えっ」

　リーゼは絶句する。それから言葉の意味を反はん芻すうし、理解したあとにもう一度叫さけんだ。

「ええ～っ!?」










　　　　　第二章　お嬢様、恋を勉強する。
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　作戦時刻二三○○。

　ブライトクロイツ邸ていは暗くら闇やみに包まれ、夜間専用の照明だけが残り火のように灯ともる。

　一日の任務を終えた執しつ事じは、いつものタキシードを脱ぬぎ、灰色のコートをまとって外出する。その姿は夜の闇に紛まぎれるゴーストのようだ。

　──ふむ、問題ない。

　視覚装置を調整して、張り巡めぐらせた赤外線を確認する。監かん視しカメラは猫ねこ一匹どころか蟻あり一匹まで解かい析せき可能な超高性能で、物言わぬ金属の瞳ひとみが常時目を光らせている。邸内のセキュリティシステムは当然二十四時間のフル稼か動どうで、内部に入るためには三重扉とびらのひとつひとつにおいて暗証番号と生体認証をクリアしなければならない。もちろんドアも外がい壁へきもすべてが防ぼう弾だん仕様で、並の爆ばく弾だんでは亀き裂れつを入れることすらできず、リーゼの寝しん室しつに至っては核かく攻こう撃げきにも耐たえうるシェルター仕様。ブライトクロイツ邸の防ぼう御ぎよ力りよくは軍事要よう塞さいのそれに匹ひつ敵てきする。




「魔人トイフエル」




　そうつぶやくと、彼の左手が変形した。中指と薬指の間で手が左右に分ぶん離りするように広がり、内部から一条のレーザーが発射される。これは電気信号を特とく殊しゆな粒りゆう子しに変へん換かんして射出したもので、着ちやく弾だんした物体の内部に侵しん入にゆうしてあらゆる電子機器を瞬しゆん時じに乗っ取ることができる。軍が莫ばく大だいな予算を投じて開発した最さい先せん端たんの兵器であり、かつて軍事ロボットだったベルを戦場で無敵たらしめた能力──ユスティーツ軍の符ふ牒ちようで、その名も『魔人』。

　警備システムに侵入開始──監かん視しカメラおよび通報システム遮しや断だん──第一防ぼう壁へき突とつ破ぱ──第二防壁突破──第三、第四、第五突破──暗号解読、完了──最終防壁突破──
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　侵入成功。

　最高クラスのセキュリティを難なく突破し、警備システムを解かい除じよする。これでもレーザーの出力は最小に絞しぼってあり、彼がその気になれば近きん隣りんの民家すべてを停電にしたり、自動制せい御ぎよの車両を暴走させることもできる。戦場では敵軍の戦車や戦せん闘とう機きはおろか、軍事ロボットや弾道ミサイルに至るまで乗っ取ったことがある。

　──『魔人』終了。

　目もく論ろ見みどおり邸てい宅たくの外へと出た彼は、即そく座ざに能力を終了させ、警備システムを元に戻もどす。もちろん、システムに侵しん入にゆうしたことは一切の記録に残さない。それはどんなセキュリティであっても誰だれにも知られずに突とつ破ぱできるという恐おそるべき能力。

　もう一度、念入りにセキュリティの状態を確かめたあと、わずかに屋や敷しきのほうを見上げる。

　──申し訳ございません、お嬢じよう様さま。

　彼が今から出かけるのは、主人であるリーゼには秘ひ密みつにしてある。それは戦争を憎にくみ、平和を愛する少女の主義に背そむくことだからだ。

『いわゆる軍事ロボットと呼ばれる忌いまわしき兵器は、大多数が戦争終結にともない解体されました。ですが──』




　忌まわしき兵器。




　リーゼの演説内容を思い出し、彼はわずかにうつむく。そして、一度だけ目を閉じると、己おのれの内心を振ふり切るように屋敷に背を向けて歩き出す。邸てい宅たく前の道路は人通りもなく、灰色の外がい套とうをまとった彼は闇やみに溶とけるように移動していく。

　体内時計を確認すると、約束の時まであまり残されていない。ベルは目的地までの距きよ離りおよび残り時間を再計算し、車道に出てから軽く路面を蹴けって走り出す。

　高速回転するタービンのごとく、ベルの両足は凄すさまじい速度で道路をひた走る。時速五十キロとなったところでスピードを抑おさえ、車道の法定速度を超こえないようにする。ロボットといえども法律の枠わく内ないでしか速度を出せないし、交通ルールも遵じゆん守しゆが必要だ。

　数分後、彼は車道沿いにある二十四時間営業のカフェテリアに到とう着ちやくした。半分屋外に設置されたテーブル席につき、備え付けの画面を操作してホットコーヒーを注文する。一分後、メイドロボットが飲み物を運び、機械的な動作で礼をしたあとに去っていく。ロボットである彼にとって人間用の食品は無意味だが、ここが『依い頼らい人にん』の待ち合わせ場所なのだから仕方がない。

　怪あやしまれぬように時々コーヒーを飲むふりをしながら、静かに時を待つ。

　五分が経過し、作戦時刻二三三五。

「わりいわりい、ちょっと遅おくれちまった」

　小走りで、隣となりのテーブルに一人の男性客が現れる。ちょうどベルとは背中合わせになる位置。

「ビアホフ、作戦行動において遅ち刻こくは厳禁です」

「へーへー、わーってるよ」

　男は上着を脱ぬぎながらぞんざいに答え、着席する。

　ビアホフ・ゲーニッツ。かれこれ十年以上のつきあいだが、彼はベルと違ちがって『人間』だ。

「おまえは昔から杓しやく子し定じよう規ぎだな」「軍規を遵守するのは当然のことです」「固いこと言うなよ」

「昔からあなたは軍人としての自覚が足りません」「退役したおまえに言われちゃかなわねぇな」──背中合わせのまま、二人は定番のやりとりを続ける。やがて、注文したばかりのビールが運ばれてくると会話は中断し、ビアホフは腕うでまくりをしてジョッキをぐいっとあおる。

「カー、たまんねぇ」「契けい約やく交こう渉しよう中ちゆうに飲酒は……」「ここの地ビールはうまいんだよ」と、また嚙み合わないやりとりが繰くり返される。

「それでなくても、飲酒は控ひかえたほうがよろしいです。私がスキャンしたところ、前回会ったときより肝かん機き能のうが低下しております」

「うえっ、マジか!?」

「アルコールを分解する酵こう素その不足、および血流にも滞とどこおりが見られます。同年代の標準的な男性と比べても三歳ほど内臓年ねん齢れいが老化しており、さらには──」

「オーケーもういい、それ以上聞くと酒がまずくなる」ビアホフはもうたくさんだというように手を振ふる。「人間ってのはな、酒でも飲まないとやってられないときがあるんだよ」

「アルコールは人間の認知機能を低下させ、集中力や注意力に悪あく影えい響きようを与えます。そもそもこれは軍の極ごく秘ひ任務でしょう？」

「そうだったかな」

「そうです。というわけで、今から専用回線で交信しましょう。肉声は盗とう聴ちようの恐おそれが──」

「あー、めんどくさいのはパスな。それにこの店に盗聴器がないのは、おまえがとっくにスキャンして調べてあんだろ？」

「それはそうですが……」

　ベルは不服そうに彼を見る。ビアホフはいつもこの調子で、よく言えば楽天的、悪く言えば危機感が足りない。これでも戦時中は諜ちよう報ほう活動のプロとして活かつ躍やくし、いくたびもベルや仲間たちの窮きゆう地ちを救ってきた過去がある。現在も軍に所属し、こうして何かとベルに『仕事』を持ちかけてくる。

「それで、依い頼らい内容はなんですか？」

「おまえはせっかちだな、三ヶ月ぶりに会ったのに」

「私はブライトクロイツ家の執しつ事じ。長く屋や敷しきを空あけるわけには参りません」

「わーってるって、例の金きん髪ぱつお嬢じよう様さまには内ない緒しよで来てるんだろ。それはさておき、お嬢様とは最近どうなってる？　ちょっとくらい様子を聞かせろよ」

「健すこやかにご成長されております」

「いや、そうじゃなくて……」

　ビアホフは刈かり上げた頭をボリボリ搔かきながら、「おまえはそういう奴やつだったな、昔から」とまた黄金の液体をグビグビと喉のどに流し込む。先ほど注意されたばかりなのに、もうすっかり忘れている様子だ。

「ぷはーっ。……上着の右ポケットだ」

「了解」

　ベルはすばやく手を後ろに回し、椅い子すにかけられたビアホフの上着を探る。指先が一いつ瞬しゆんだけ鞭むちのように伸のびて、一枚の紙を抜ぬき取る。この間、○・二秒。

　それは一枚の写真だった。三十代くらいの瘦やせた男性。ただし頰ほおに小さな傷がある。

「名前はゴードン・ベルリッヒ。元は共和国警察の麻ま薬やく対策課にいたが、業務上横領と機き密みつ情報漏ろう洩えいでクビになってからはヤクの売人に身を落としている。アジトはリンドブルク界かい隈わい」

「…………」

　ベルは無言で話を聞きながら、写真の画像をじっと見つめる。彼の視覚装置の内部では画像がスキャンされて、映像データとして保存される。同時に、証しよう拠ことなる写真には火が点ついて、隅すみのほうからじわじわと焼けていく。

「ゴロツキ相手にちまちまと商売しているうちは、まあ良かったんだが……最近はヤバい方面にも首を突つっ込みだしてな」

「具体的には？」

「リッフェル・ファミリー」

「一大マフィア集団ですね」

「なんだ、驚おどろかないのか」

「そのような機能はありません」

「ああ、そうだったよ、おまえは。張り合いのない奴やつだ。ヴィクトリアとかなら『くっ……許せん』とか悔くやしげに言うのにな」

「私は彼女と違ちがってＥＰＡが最低値になっております。ゆえに喜き怒ど哀あい楽らくに乏とぼしいのは仕様です」

　彼はまったく愛想のない回答をしつつ、情報処理を進める。

「ゴードン・ベルリッヒが元共和国警察ということであれば、治安省や警察局が黙だまっていないはずです。軍の介かい入にゆうは嫌いやがられるのではありませんか？」

「そりゃもちろん。軍と警察の縄なわ張ばり争いは昔からだ」

「ではなぜ？」

「それがな……」ビアホフの声のトーンが下がる。「どうやらリッフェル・ファミリーの資金ルートに、『ザムスターク』が関わっているようなんだ」

「それは確かですか」

「俺おれの集めた情報ではな」

　ザムスターク──それは隣りん国ごくにして『敵国』。

　アル＝ガルト大陸の中央に走るベレスト山脈を境にして、東西に分かれた二つの大国。それが西のユスティーツ共和国と、東のザムスターク帝てい国こくだ。両国は有史以来何度となく武力衝しよう突とつを繰くり返してきたが、第三次大戦終結にともなって『休戦協定』が結ばれたのが十二年前。以来、両国は停戦ラインで睨にらみ合ったままの状態となっている。

「それで、だ」

　ビアホフはつまみをポリポリとかじりながら説明する。

「ゴードン・ベルリッヒは麻ま薬やく捜そう査さ官かん時代に、ザムスタークとの密みつ輸ゆルートを摑つかんでいた。もちろんほとんどは摘てき発はつしたが、奴やつが袖そでの下と引き換かえに見み逃のがしていたルートもあるらしい」

「そこにリッフェル・ファミリーが目をつけた、と」

「そうだ。取り締しまりの目を潜くぐり抜ぬけるにはどうしたらいいのか、といったノウハウも含ふくめ、奴はマフィアに密輸の『手引き』をした。で、麻薬の対価として巨きよ額がくの資金がザムスタークに流れ、わがユスティーツは深刻な薬物汚お染せんにさらされる……という一挙両得なわけだ」

「密輸されているのは薬物だけですか？」

「それだけなら軍がしゃしゃり出ないで、海上警察局にでも任せるさ。タレこみによれば、リッフェル・ファミリーは銃じゆう器きや兵器のたぐいも密輸しているらしい。商品には軍事ロボットも含まれる、とか」

「軍事ロボット……」

「おまえんちのお嬢じよう様さまの奮ふん闘とうもあって、昨今は軍縮ムードが著いちじるしいだろ？　だからどこの軍ぐん需じゆ産業も干ひ上あがっていて、マフィアだろうと買ってくれる人は立派なお客様なんだよ」

「しかし、ザムスタークにとってユスティーツはかつての敵国です」

「死の商人が対立する両国に武器を売りつけるなんざ、古今東西よくある話さ」

「…………」

　ベルは沈ちん黙もくする。過去のデータからすれば、確かにビアホフの指摘には一理ある。

「ま、そんなわけで事態は国防問題に格上げ、俺おれら『第だい六ろく』の出番というわけさ」

　ユスティーツ共和国軍情報部第六課、通称『第六』。それはかつてベルが所属した組織であり、大戦中は水面下で暗あん躍やくした特とく殊しゆ部隊だった。先の大戦で劣れつ勢せいだったユスティーツ共和国が終しゆう盤ばんに巻き返し、なんとか休戦に持ち込めたのも『第六』の活躍によるところが大きい。

「私はもう『第六』の隊員ではありません」

「知ってるさ。だからこうしてお願いしているんだ」

「潜せん入にゆう工作なら軍の諜ちよう報ほう部ぶにも専用ロボットがいるでしょう」

「そりゃ確かにいるけどな。でもおまえほど有能で信しん頼らいできる奴はいないのさ」

「持ち上げても何も出ません」

「頼たのむよ、『漆黒シユヴアルツ』。このとおりだ」

　ビアホフはジョッキに向かって頭を下げる。傍はた目めには居い眠ねむりをした中年男性のようにしか見えないが、彼が頭を下げるのはパフォーマンスであることをベルは知っている。

「目立つから頭を上げて下さい。それに、私にはそのようなことをしても無む駄だだと何度も申し上げているでしょう」

「でも、ユスティーツの治安がよくなれば、お嬢様への脅きよう威いも減るだろ？」

「お嬢様はこの案件と関係ありません」

「エッフェンバッハ女学院の近きん郊こうで、リッフェル・ファミリーの構成員が目もく撃げきされたらしい」

　──！

　ベルの頭脳内で、優先順位が跳はね上がる。

「それを早く言って下さい」

「お、やっぱり食いついてきたな。だけどタダじゃあ教えられねえなあ」

「ビアホフ、あなたの依い頼らいを受けます。ですから情報を教えて下さい」

「フハッ！」ビアホフはジョッキに酒を吹ふき出す。「おまえは本当にお嬢じよう様さまのことになると食いつきがいいな」

「なぜ笑っているのですか？　私の任務は──」

「お嬢様の健すこやかなるご成長と、絶対なる安全の確保、だろ？」

「そうです。だから教えて下さい。女学院の近きん郊こうに現れたということは、どのあたりですか？　時刻は？　武装は？　映像資料はありますか？」

「待て待て、そんなにいっぺんに答えられるか。ほら、これに全部入ってるから」

　ビアホフは器用な動作で、丸めた紙ナプキンを後ろに投げる。ベルがそれを空中でキャッチし、しわをのばしながら広げると、中には小指のつめ先ほどのメモリーカードが入っている。

「細かいデータはそれに入っている。監かん視しカメラの動画つきでな」

「たしかに拝はい受じゆいたしました」

　ベルはさっそく指先にカードを差し込み、内部のデータを再生する。画像はかなり粗あらいが、ガラの悪い男が女学院近郊の道路を歩いているのが分かる。地図データと照合し、商店街の一角であることをすぐに割り出す。

「他にはありますか？」

「手持ちはそれで全部だ」

　ビアホフはジョッキに残った黄金色の液体をもう一口飲んだあと、「……ああ、それともうひとつ」と付け加えた。

「マイヤーリング家に新しい執しつ事じが来るのは知っているか？」

　──実は、執事ロボットを購こう入にゆうする予定なんです。

　今日仕入れたメイドの発言が、音声データとして再生される。

「存じ上げております」

「その執事ロボットなんだが、どうやら元は『軍事用』らしいぞ」

「──！」

　ベルの内部で、電子の火花が弾はじける。これは彼が驚おどろいたためというよりも、危険度判定上で最高レベルの脅きよう威いと推定されたからだ。

　軍事用ロボット。一対一でベルが不覚を取る可能性があるとすれば、このカテゴリーだけだ。

「詳くわしい情報を」

「さっきも言ったが、タダじゃあ──」

「追加の依い頼らいを受けましょう」

「フハッ！」

　ビアホフはまた酒を吹ふき出す。それから「じゃあ、溜たまっているアレもコレも片付けてもらおうかな。いやー助かるわー」と指折り数え始める。

「詳くわしいことはデータで送るから、あとはいつもの段取りで」

「承しよう知ちしました」

「なに、どうってことないヤマさ。『第八世代』最強のおまえにとってはな」

　その言葉に、ベルは一いつ瞬しゆん黙だまる。電子頭脳にはリーゼの顔が浮うかぶが、それはすぐに消える。

「じゃあな。ここは俺おれのおごりだ」

　そういうと、ビアホフは残った酒を旨うまそうに飲み干し、丸めた紙し幣へいをポイッと卓たく上じように投げてから悠ゆう然ぜんと店を出て行った。

　ベルは紙幣を拾い上げると、テーブルの隅すみにある代金収納口に差し入れる。数秒後にお釣つりのコインが吐はき出され、会計が終わる。

　時計をちらりと見ると、作戦時刻二三五六。屋や敷しきを出てから一時間近くが経過していた。

　──遅おそくなってしまった。早く帰らねば。

　ベルは軽く大地を蹴けると、風のごとく帰き途とについた。




　　　　　　　　　○




「その件につきましては、今の大臣のご意見には大きな矛む盾じゆんがあります。軍事ロボットの導入が人間の犠ぎ牲せい者しやを減らしたというご意見ですが、それは事実と異なります。前線へ本格導入された最近三十年間での犠牲者数は、年平均でそれ以前の二倍から三倍で推移しており、これは国際的に共通して見られる傾けい向こうです」

　少女が鋭するどい視線で述べると、国防大臣は顔色を変える。『しかし、ロボット産業は我が国の基幹産業であり、経済成長にも貢こう献けんしてますし、多くの雇こ用ようを生み出しております。単純に規制するだけでは無責任というものではありませんか』

「お言葉ですが、それも間ま違ちがいです」

　少女は容よう赦しやなく反論する。

「次世代ロボット兵器の開発が経済発展につながるというご意見ですが、これも国内のロボット産業だけを意い図と的に取り出したものです。海外の軍事ロボットにより殺害された犠牲者や、破は壊かいされたインフラの復興費用をあえて計算から外さなければ成り立たないものです。そもそも、人命をカネに換かえるような議論は、政府の責任者として暴論ではないでしょうか？」

『い、いやそれは……』

　相手はなおも反論を試みるが、旗色は誰だれの目にも明らかだった。

　空中に浮うかぶ無数の画面では、討とう論ろん参加者が二人のやりとりを緊きん張ちようした様子で見守る。金きん髪ぱつの少女は相手がどんな大物であろうと微み塵じんも臆おくした様子を見せず、理路整然と持論を述べる。論破された国防大臣は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように顔をしかめている。

　やがて、番組が終了すると、『本日は皆みな様さまありがとうございました！』という司会の挨あい拶さつとともに画面が一いつ斉せいに閉じる。

　こうした遠えん隔かく通信を用いたネット討論番組に、最近のリーゼはしょっちゅう駆かり出されている。リーゼが出演すると視聴率が上がる、という露ろ骨こつな製作サイドの思おも惑わくもあるが、自分の意見に耳を傾かたむけてくれる人たちが電子の網あみの向こう側にいると信じ、少女は今日も熱弁をふるう。

　ほっとしたのも束つかの間ま、

「──メール起動」

　リーゼがつぶやくと、画面には輝かがやく文字でずらりとタイトルが整列し、ここ一時間ほどで到とう着ちやくしたメールが表示される。それは百件以上に上り、「緊急」「優先」「通常」といった分類がなされて彼女の前に自己の存在をアピールする。

「一件目表示」

　彼女は開かれた画面にすばやく目を通し、「テンプレートＤ‐５」「Ｌ６から差し替かえ」「音声認識」「その件につきましては以前にもお断りしたとおりです。大変申し訳ありませんが──」と返信文面を作成する。

「送信」

　わずか二十秒あまりで一通のメールが処理される。そして共和国一の才女は「次」と静かに命じ、また青い瞳ひとみが画面上を滑すべるように往復し、「テンプレートＦ‐12」「Ｌ13から差し替え」「このたびは──」と同じように文面作成が始まる。これもわずか二十秒あまりで完成、送信、一件落着。

　こうして次々にメールを処理し、ときおり「事務局へ転送」「破は棄き」「保留」といった二秒で終わる処理を交え、三十分ほどですべてのメール処理を終える。本当はこれ以外にも今出演した討論番組の感想などが大量に寄せられているのだが、それはさすがに目を通しきれないので『国境なき平和財団』の事務局に任せている。めぼしい意見は要約され、リストアップしたものが彼女の元に上がってくる仕組みだ。

　それから十件ほど電話を掛かけ、さらにこの間に到着したメールを処理し、並へい行こうして次の国際会議での演説原げん稿こうをまとめ、イヤホンで直近の軍事関連情報をチェックしたあと、

「ふう……」

　リーゼは金髪を搔かき上げ、少し息をつく。

「第八世代型の法案、いよいよ大おお詰づめよね……ますます忙いそがしくなりそうだわ」

　三年前に立ち上げた『国境なき平和財団』の活動も、いよいよ一つの山場を迎むかえようとしていた。国際的な世論の高まりを受けて、共和国議会にロボット規制法案を提出する予定で、賛同する議員も日に日に増えている。法案提出に必要な署名数も目前だ。

　この法案の最大の特とく徴ちようは、『第八世代型』と呼ばれる最さい新しん鋭えいの軍事ロボットを抜ばつ本ぽん的てきに規制することにあった。長引く戦争はロボット兵器分野でも際限のない軍拡を呼び、今ではほんの数体の軍事ロボットたちが都市一つを壊は滅かいさせるまでになった。こうした流れをどこかで断ち切らない限り、戦争の火種はなくならない。リーゼの狙ねらいは、まず祖国であるユスティーツで法案を成立させ、返す刀で隣りん国ごくザムスタークにも同様の規制を迫せまる。両国政府が軍縮条約を結ぶところまでが当面の目標だ。

「これと、これは事務局に回して……こっちは連れん絡らく待ちだし……うん、おしまいね！」

　よし……！

　リーゼはドアを開いて廊ろう下かに出ると、小走りに自室へと戻もどる。室内に入ってドアを閉めると、いそいそと机に向かう。

「やっと、やっと続きが読めるわ……！」

　リーゼは引き出しからドサリと何冊かの本を取り出し、途と中ちゆうに栞しおりが挟はさんであるものを開く。それはフローラから借りた漫まん画が本ぼんだ。

　──さあ、今からベルンハルトさんの気持ちを確かめにいきましょう！

　先日はあれから大変だった。リーゼの恋こい心ごころを知ったフローラは、一人で勝手に盛り上がり、ベルの気持ちを確かめようと真顔で言い出した。これにはリーゼが血相を変え、「やめて！　やめてそれだけは！」と必死に親友を押おしとどめ、最後は懇こん願がんする形でどうにか説得。その結果、とりあえずは恋れん愛あいのことをもっと勉強してみましょう、という次じ善ぜん策さくに落ち着き、こうしてフローラ愛蔵の漫画本を借りて『勉強』することになったのだった。

　本の表紙には、『王女と魔ま獣じゆう』と洒落しやれた文字でタイトルロゴが書かれている。その下には美しい金きん髪ぱつの王女が、牙きばを生やしたまがまがしい男性に抱きかかえられており、胸むな元もとが少しはだけているのがエロティックで妖あやしい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。この表紙を見るたびにリーゼはドキドキしてしまい、体が熱くなるのを感じる。ちなみに、電子書しよ籍せきにすれば持ち運びには便利だが、所有者のフローラが根っからの紙書籍派なので、こうしてリーゼもそれに倣ならっている。

『ベル、あなたのことを考えると、わたくしは胸が苦しくて仕方ありませんの』『ああ、アスタロッテ、なんと罪深い娘よ。我は魔獣、決して人とは相あい容いれぬ悪あしき存在なのだ』『そんなことを言わないで下さいまし。あの日、わたくしを助けてくれたのは他ならぬあなた。きっと優しい方だと信じておりますわ』『いけない、アスタロッテ……』。作中では、うら若き王女が手を伸のばし、黒くろ髪かみの魔獣がその手を払はらいのける。

　ど、どうなってしまうの……？　これから二人はどうなってしまうの!?

　今までもフローラに借りた恋愛漫画は何冊か読んできたが、これほど続きが気になるのは初めてだった。

　続き、続きを……！

　リーゼは食い入るように顔を近づけてページをめくる。先ほど討とう論ろん番組で見せた勇ましくも凛り々りしい表情はすっかり消え、今は頰ほおを赤く染めて焦あせったようにページを手た繰ぐる。それは国際会議でも女学院でも見せたことのない、無防備で純じゆん朴ぼくな横顔。

　筋書きはこうだ。

　王女アスタロッテは、危ないところを助けてくれた魔ま獣じゆうベルフリートに恋こいをしてしまう。だが、魔獣は長年人間たちから迫はく害がいされてきた苦にがい経験から、自分に近づく人間がその身を滅ほろぼすことを知っている。だからこそ彼は、憎にくからず想おもっていても、王女に厳しく当たるのだ。

『さあ、帰るんだアスタロッテ。君のいる場所はこんな暗い闇やみの森ではない。明るいシャンデリアの輝かがやく王宮なのだ』『違ちがいますわ、ベル、わたくしのいるべき場所はあなたの隣となり。そこが光であろうと闇であろうと、その気持ちは変わりませんの』

　そしてアスタロッテは、魔獣の背中に抱きつく。リーゼはまるで自分自身がそうしているかのように体が震ふるえ、息が乱れ、鼓こ動どうが速くなる。魔獣が振ふり向く。その視線の矢がアスタロッテを、そして紙面の外にいるリーゼまでをも貫つらぬく。ああ、二人はこれからどうなるのだろう、哀かなしい運命が待ち受けるのか、切ない別れがあるのか、どうしよう、胸むねが熱くて、苦しくて、ドキドキする──作中の人物が『ベル』という愛称で呼ばれていることもあり、リーゼはますます自分のことを重ねてしまう。

　そのときだ。




「──お嬢じよう様さま」




「ひゃん!?」

　リーゼはびっくりして本を取り落とす。ドアの向こうからした声は、少女のよく知る執しつ事じロボットのものだ。

「な、な、何かしら……っ!?」

　リーゼは思わず漫まん画がをベッドの下に隠かくし、どもりながら答える。その慌あわてた様子はいやらしい本を見ているところがバレた年とし頃ごろの男の子のようだ。

「入ってもよろしいでしょうか？」

「え、ええ、いいわよ」

「失礼いたします」

　声がすると、静かにドアが開き、タキシード姿の執事が顔を出す。

「お取り込み中でしたか？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと本を読んでいただけだから」

　リーゼは心なしか、ベッドのほうを隠すような感じで立ち上がる。悪いことをしていたわけではないのに、なぜ私はこんなに焦あせっているのだろう。少女は自分で自分の気持ちを理解できなかったが、とにかくあの漫まん画がをベルにだけは見られたくなかった。

「お嬢じよう様さま、就しゆう寝しん前に恐きよう縮しゆくですが、ひとつお伺うかがいしたいことがございます」

「な、何かしら？」

　ベルが正面に立つと、リーゼは自分の鼓こ動どうがさらに速くなるのを感じた。漫画を隠かくしたこともあり、今は目を合わせるどころか顔をそむけている。

「フローラ様のお屋や敷しきに、新しい執しつ事じが来るというお話はご存知でしょうか？」

「ええ、私も聞いたわ。それがどうしたの？」

「何か詳くわしいことをお聞きになっておられますか？」

「ううん、何も聞いてないわ。なんでも、会ってみてのお楽しみ、だとか」

「お楽しみ……ですか」

「ベル？」

「いえ、なんでもございません。夜分に大変失礼いたしました。……おやすみなさいませ」

「あ、うん。……おやすみなさい」

　執事は恭うやうやしくお辞じ儀ぎをして退室する。扉とびらが閉まると、リーゼは胸むねを撫なで下ろした。

　もっと話したいことがあったような気もしたが、ベルの顔を見ていると言葉が出てこなかった。もっといっしょにいたいのに、彼を前にすると喉のどの奥おくが詰つまったように話せなくなる。最近はずっとこの調子だ。

　漫画の内容を思い出し、自分と照らし合わせてみる。『ベル、あなたのことを考えると、わたくしは胸が苦しくて仕方ありませんの』というヒロインの台詞せりふを思い出す。

　──これが、恋こいしてる……ということなのかしら？

　少女は自分の胸をキュッと押おさえ、悩なやましげに瞳ひとみを潤うるませるのだった。
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　翌日。

　女学院が休みということもあり、リーゼは朝から忙いそがしい時間を過ごしていた。代表である『国境なき平和財団』の遠えん隔かく通信会議や、テレビ局による取材、共和国に来訪中の外国要人との会談。どの用事にも必ずベルが付き添そい、社長に仕える秘ひ書しよのごとく完かん璧ぺきなスケジュール管理能力を発はつ揮きしてリーゼをサポートする。例の『第八世代型軍事ロボット削さく減げん法案』も、専門家による監かん修しゆうがほぼ終わり、あとは提出時期を窺うかがうのみだ。

　作戦時刻一八○○。

「「「おかえりなさいませ！」」」

　二列になったメイドたちが怒ど濤とうのごとく頭を下げる中、リーゼは堂々と中央の赤い絨じゆう毯たんを歩いていく。

「これにて本日のスケジュールはすべて終了です。お嬢じよう様さま、誠まことにお疲つかれ様でした」

「そうね、さすがにちょっと疲れたわ」

　リーゼが軽く腕うでを回したときだ。

　──！

　ベルの中で警告表示が出る。

　──乗用車接近。プレートナンバーは『Ｎ００１‐５６Ｓ』。

『マイヤーリング家の自家用車です。どうなさいますか』

　正門管理担当のメイドから、無線で連れん絡らくが入る。『お通しして下さい』『了解しました』というやりとりのあと、正門のゲートが左右に開く。ちなみにこの特とく殊しゆ合金の扉とびらはロケットランチャーでも破れないように強化してあり、合図一つで対戦車地じ雷らいを作動させることも可能だ。

　車が前庭で停まると、先に降りたマイヤーリング家のメイドによってドアが開かれる。すると、待ちきれないとばかりに銀ぎん髪ぱつの少女が飛び出してきた。

「リーゼさん！」

　銀色のセミロングを揺ゆらして親友が走ってくる。

「あら、フローラ。急にどうしたの？」

「新しい執しつ事じロボットが到とう着ちやくしましたので、さっそくご挨あい拶さつに来ましたの！」

　──！

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ベルの視線が車内に向く。だが、光を遮しや蔽へいする窓まどガラスによって内部は確認できない。

　──その執事ロボットなんだが、どうやら元は『軍事用』らしいぞ。

　ビアホフの言葉が電子頭脳の中で再生される。警けい戒かいを怠おこたっていたわけではないが、まさかこんなに早く接せつ触しよくすることになるとは予想外だった。

　車のドアが開き、一人の人物が姿を現す。

　──危険度判定。スキャン開始……。

　彼はリーゼをかばうように前に出る。相手がマイヤーリング家の雇やとった執事である以上、本来なら警戒すべき理由はないし、執事である自分に立ち入りを拒こばむ権限まではないが、万が一ということもある。

　──スキャン終了──機種は『ＨＺＨ‐００３』──ユスティーツ共和国ハインツ社製・汎はん用よう型がた家事ロボット──おかしい、ビアホフからの情報では確か『軍事用』だったはず──

　偽ぎ装そうか。

　ベルはスキャンしたばかりの情報に疑問を抱いだく。検出されたデータはどれも事前の情報と異なり、ロボットＩＤなどの基本情報が上書きされた形けい跡せきがある。巧こう妙みようなカモフラージュだ。

　──再スキャン開始……偽装情報をスルー──上書きされた情報をサルベージ──ふむ、やはりそうだ、出てきたぞ──機種は『ＨＺＳ‐００４Ｌ』、すなわちハインツ社製・特とく殊しゆＳ級００４限定機──

　脅きよう威いＡ!?

　ベルの中で警けい戒かい態勢が最大値になる。危険度Ａは人間でいえば軍の一個中隊クラス、ロボットでいえば敵国内で都市殲せん滅めつを任せるレベルだ。

　彼は左手を前に掲かかげ、いつでも『魔人』を出せる準備をする。リーゼの眼前で戦せん闘とう行こう為いはしたくないが、今はそんなことを言っていられない。

　しかし、そんな彼の警戒は杞き憂ゆうに終わる。

　──な……！

　車内から出てきた人物を見て、彼は即そく座ざに相手の身元が分かった。

　それは面識のある──そして彼のよく知る人物。

「それではご紹しよう介かいしますわ」

　フローラが自分の新しい執しつ事じを手で示し、少し自じ慢まんげに言う。

「彼女が新しい執事。名前はヴィクトリアと言いますの」

　主人に紹介されると、その女性型執事ロボットは深々とお辞じ儀ぎをしながら、

「はじめまして、ヴィクトリア・アーデルハイトと申します」

　と自分の名前を述べた。漆しつ黒こくの長ちよう髪はつがさらりと肩かたから流れて、夕ゆう陽ひをなめらかに反射する。

　それはとても美しい女性ロボットだった。精せい巧こうに作られた顔は人工皮ひ膚ふとは思えぬ完成度で、透すき通った白い肌はだ、切れ長の瞳ひとみ、つややかな唇くちびる。人間の男性が見れば誰だれもが見とれるだろう美び貌ぼう。

　だが、ベルは相手の美しさに見とれることなどなかった。凄すさまじい処理速度で過去の記き憶おくデータを検けん索さくし、相手のプロフィールを搔かき集めて再統合する。ここまで過去の記憶を振ふり返るのは久々でもあったが、そこに郷きよう愁しゆうの感情はない。

　──まだ稼か動どうしていたのか……。

　ヴィクトリア・アーデルハイト。かつてのコードネームは『戦乙女ヴアルキユリア』。

　彼女はベルと目を合わせると、切れ長の瞳で睨にらむように視線を刺さしてくる。強気な性格設定は変わっていない。

　それは死地をともにした『戦友』だった。
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「久しぶりだな、漆黒シユヴアルツ」

　ヴィクトリアは屋や敷しきの壁かべに寄りかかり、腕うで組ぐみをして彼を見る。目つきがきついのは前と同じだが、口元の微び笑しようは戦友との再会を喜んでいるようにも見える。リーゼとフローラというお互たがいの主人たちは、部屋の中で談笑しているため、今は廊ろう下かに二人きりだ。

「昔のコードネームは困ります。ここでは『ベルンハルト』もしくは『ベル』とお呼び下さい。私はもう軍所属ではありません」

「おまえは昔から杓しやく子し定じよう規ぎだな」

「ヴィクトリア、今までどこで何をしていたんですか？　あのときなぜ連れん絡らくを絶ったのですか？　なぜマイヤーリング家の執しつ事じになったのですか？」

「待て待て」ヴィクトリアは軽く手を振ふり、彼の質問を制する。「十一年ぶりに再会した友人に、他に何か言うことはないのか？」

「何か言うこと……とは？」

「ほら、久しぶりですね、とか、元気そうで安心しました、とかだ」

「それは既すでにスキャンしたので分かります」

「おまえは本当に変わってないな」

「基本スペックは以前と同じです」

「いやそういう意味じゃなくてだな……」

　黒くろ髪かみの美女はガリガリと頭を搔かく。こういう仕草はビアホフと似ているが、向こうは生身の人間で、彼女はロボットだ。

「そろそろ質問に答えて下さい、ヴィクトリア。今までどこで──」

「分かった分かった、答えるよ」

　ヴィクトリアは降参だというように両手を挙げ、質問に答える。

「ザムスタークにいたんだ」

「なぜザムスタークに？」

「戦争が終わって職にあぶれたのは、私もおまえと同じさ。で、ブラブラしているうちにバッテリーもロボット滞たい在ざいビザも切れ掛かかってきて、仕方なく裏うら稼か業ぎように手を出した」

「…………」

「ほら、ザムスタークはユスティーツより治安が悪い分、便利屋とか用心棒のクチがたくさん転がってるだろ？　私は諜ちよう報ほうや戦せん闘とう以外に能もないし……だからザムスタークで働いてきた。おまえと肩かたを並べた『戦乙女ヴアルキユリア』も、今では落ちぶれたものさ」

「連絡を絶った理由は何ですか？」

「それはなりゆきだ。戦後すぐのときはおまえのことを誘さそおうとも思ったが、さっさとブライトクロイツ家の執事に収まったからな。……それに」

　彼女はドアのほうを見つめる。

「一人娘のリーゼロッテには戦争と関係のない人生を送ってもらいたい──これは『隊長』の遺ゆい言ごんだったな」

「そうです」

「このこと、リーゼロッテ様には？」

「伝えておりません。任務遂すい行こうに支障が出ると判断しましたし、隊長が生きておられたらそれを望むとも思えません」

「おまえが軍隊にいたこともか？」

「同じく伝えておりません」

「そうか……」ヴィクトリアは少し切ないような、複雑な表情を浮うかべる。「知らないほうがいいことも、あるからな……」

「お嬢じよう様さまは軍隊や戦争というものを快こころよく思っておりませんから」

「だろうな。先日の国際会議は私も見ていたが、おまえのところのお嬢様は筋金入りのようだ。戦争も軍事ロボットも、存在自体を許せないのだろう」

「存在自体……そうですね」

　──軍事ロボットと呼ばれる忌いまわしき兵器は──

　また、あのときのリーゼの言葉がよぎる。

「皮肉なものだな。『軍人の中の軍人』と呼ばれた隊長の一人娘が、今では反戦運動のシンボルとは」ヴィクトリアはやや哀かなしげに言う。「もしも本当のことを知ったら、ショックだろうな……」

　ベルは何も答えられない。

　もし、リーゼが本当のことを知ったらどうなるか。それは不確定要素が多すぎて、彼の頭脳をもってしても分からない。ただ、隊長に託たくされた遺ゆい言ごんがある以上、彼からそれを打ち明けることはなかったし、これからも決してない。

「さて、質問はこれで終わりだったかな」

「はぐらかさないで下さい。なぜ、マイヤーリング家の執しつ事じになったのですか？」

「おっと、覚えていたか」

　彼女は口紅を引いた唇くちびるを緩ゆるめ、わずかに歯を見せて笑顔を作る。少し湿しめっぽくなった雰ふん囲い気きを変えるような仕草は、昔と変わらない。

「記き憶おくデータから消去しないかぎりは覚えております。それにあなたは私の周囲で最高レベルの警けい戒かい対象です」

「やめろやめろ。私がおまえの窮きゆう地ちを何度救ったと思ってるんだ？」

「それを言うならば私があなたを救った回数のほうが多いです」

「やれやれ、元軍事ロボットだというだけで疑われちゃたまらんな。……分かった、白状するとしよう。実をいうとな、ザムスタークでは仕事がやりにくくなったから、ユスティーツに戻もどってきたのさ」

「仕事がやりにくくなった？」

「ちょっと言いづらいが、リーゼロッテ様の『国境なき平和財団』、あれはけっこう影えい響きよう力りよくがあってな。ザムスタークでは身元の怪あやしいロボット業者の一いつ斉せい摘てき発はつがあった。戦争が終わったせいもあるが、軍ぐん需じゆ産業も軒のき並なみ経営が苦しくなっている。そんなわけで、おまえのお嬢じよう様さまは戦争屋や軍事ロボット業界から目の仇かたきにされてるって話だ」

「それは存じ上げております。しかし、それにしてもどうしてマイヤーリング家に？　出身が軍事ロボットでは安全審しん査さ段階でシャットアウトでは」

「そりゃツテだよ、ツテ」

「ツテ？」

「おまえが隊長のツテでブライトクロイツ家に収まったように、私にもちょっとしたツテがあるのさ。『第六』の出身者はロボット管理局にも少なからずいるし」

「ＩＤロンダリングですか」

「察しがいいな」

「最初にスキャンしたときに分かりました。軍事ロボットであることを隠かくし、民間の汎はん用よう機きのように偽ぎ装そうしている」

「そうだ。ロボットＩＤを改ざんして、経歴をすべてロンダリングした。あとはスぺックの高さを採用試験で見せ付けて、倍率千倍の難関を勝ち抜ぬいた、というわけさ」

「ＩＤ改ざんは『人型ロボットの登録と管理に関する共和国法第十二条一項こう』に違い反はんしています」

「固いことを言うな。第一、おまえだってＩＤを変へん更こうしているだろう？」

「私は正規の手続きを踏ふんでおります」

「ああそうですか」ヴィクトリアは鼻白んだ様子で聞き流す。「それに考えてもみろ。私がマイヤーリング家の執しつ事じになれば、おまえにも何かと都合がいいだろう？　フローラ様はおまえのお嬢様と非常に仲が良いようだから、いざとなったらいろいろ力になれるぞ」

「…………」

　ベルの中で、音もなく計算が進む。本来なら法令違反には通報義務が課せられるが、彼女がマイヤーリング家の執事になったほうがリーゼお嬢様の安全にとってプラスになる可能性が高い──と打算的回答を導き出す。ベルにとっては、法令遵じゆん守しゆ義務よりもお嬢様の護衛任務のほうがはるかに重い。命令は絶対、というのは軍隊時代にプログラムされたままだからだ。

「いいでしょう。今後とも力を貸して下さい、ヴィクトリア」

「そうそう、それでいいんだ」

「では、さっそくですが、あなたにひとつお伺うかがいしたいことがあります」

「おっ」

　彼女の目が光る。心持ち身を乗り出し、「なんだ、おまえが私に相談なんて珍めずらしいな」と嬉うれしそうに応じる。

「リーゼお嬢様のことですが……」

「なんだ、言ってみろ。力になるぞ」

「最近、ご様子がおかしいのです。私が近づくと、避さけるようなそぶりを見せたり、目を見て話そうとしないのです」

「ふむ、それで？」

「あとは、私がエスコートのために手を握にぎったりすると顔を赤くされたり、胸むねを押おさえて苦しそうにしておられます。ですが、医師の診断ではどこにも異常は見られないようで、原因不明のままです。最近ではしょっちゅう私のほうをちらちらと見ては、目が合うとそむけられます」

「…………」

　最初はうんうんとうなずいていた彼女だったが、途と中ちゆうで顔をしかめ、最後はため息を吐ついた。

「ベルンハルト・メルテザッカー」

「なんですか」

「おまえは本当に、何も気づかないのか？」

「……？　おっしゃる意味が分かりません」

「くっ……腹立たしい」

　ヴィクトリアは唇くちびるを歪ゆがめ、いかにも不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。

「もしかして、怒おこってらっしゃいますか？」

「怒ってない。呆あきれてるんだ」

「なぜですか？」

「おまえがお嬢じよう様さまの気持ちをまるで理解していないからだ」

「お嬢様のご命令は忠実に守っております」

「いや、命令とかそういうのじゃなくて……」

　黒い前まえ髪がみをくしゃくしゃと搔かき、美しい眉み間けんに皺しわを寄せる。彼女のＥＰＡ数値は非常に高いので、こうした表情はとても豊かだ。

「やっぱり、おまえに年とし頃ごろの娘の相手が務まるわけがなかったんだ」

「それで、結局お嬢様の症しよう状じようは何なのですか？　該がい当とうする病気はありますか？」

「だから、それは病気なんかじゃ……」

　そこまで言いかけて、ヴィクトリアは口をつぐむ。それから、ちらりとリーゼたちのいる部屋のドアを見て、こう答えた。

「いや、やっぱり……『病やまい』の一種には違ちがいない、か……」

「それはどんな病ですか？」

「言いたくない」

「それでは、どうすれば分かりますか？　どの医学書を調べればよろしいですか？　どの医い療りよう施し設せつがよろしいですか？」

「くっ……では治し方を教えてやる」

　ヴィクトリアは彼の顔前で、ビシリと指を差した。

「今すぐ馬に蹴けられるといい」
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　二人の執しつ事じが廊ろう下かで話している間、室内では少女たちが話に花を咲さかせていた。

「それで、さっそく訊ききたいことがあるんだけど」

「なんですかしら？　このフローラになんでもおっしゃって下さいまし」

「これなんだけど……」

　リーゼは引き出しから二冊の本を取り出す。それは先日借りた漫まん画が『王女と魔ま獣じゆう』と『薔ば薇ら色いろのあなたにくちづけを』だ。それほど厚くない冊子にはびっしりと付ふ箋せんが挟はさまれており、漫画というよりは受験参考書のような様相だ。

「わっ、これはどういうことですの？　『王魔』も『ばらキス』も付箋だらけですわ」

「分からないところや、気になったところをチェックしたの。私、その……れ、恋れん愛あいは初めてだから、基き礎そからきちんと勉強しなければと思って」

「さすがリーゼさんですわ」恋愛指南役の少女は感心した様子でうなずく。「わたくしなんて、面白いかどうかしか考えたことがありませんもの。それで、訊きたいことというのはなんですの？」

「えっと、まずはここ……」

　リーゼは『薔薇色のあなたにくちづけを』の最初のほうのページを開く。そこには、主人公の少女が好きな人に向けて、左目でウインクして相手の反応を確かめるシーンが描えがかれている。

「あっ、ここはクラリッサが彼にサインを送るんですよね。何度読んでもいいシーンですわ～。お互たがいに赤くなるところなんて特に」

　フローラは体をくねくねさせて、頰ほおをうっすら赤く染める。ちなみにクラリッサとは『薔薇色のあなたにくちづけを』の主人公の少女の名前だ。

「ええと、それでね……このシーンだけど、なぜ『瞬まばたき』をしたのかしら？」

「はい？」

「ほら、女の子が片目で瞬きをして、それを見た男の子が赤くなる……どうしてかしら？」

「どうしてって……もしかしてリーゼさん、『ウインク』をご存知ない？」

「ウインク？　瞬きって意味よね？」

「ほら、ウインクって、相手にサインを送るときに使いますわよね？」

「うん、それは分かるけど……」

「気になる殿との方がたにはウインクを送って合図する、というのは聞いたことがありません？」

「えっ、そうなの？」

　リーゼは初耳だという顔で驚おどろき、首を振ふる。それから付ふ箋せんを目当てに漫まん画が本ぼんをめくり、「それと、ここも」と別のシーンを指差す。

「どうしてクラリッサは、このとき不ふ機き嫌げんそうなのかしら？」

「え？　だって──」

　フローラは漫画を覗のぞき込み、付箋の貼はってあるページを確かめる。それは、主人公の意中の彼が、他の女の子といっしょに歩いている場面だ。

「これは、いわゆるひとつの『ヤキモチ』ですわ」

「ヤキモチ？　えっと、つまり『嫉しつ妬と』のことよね。この場面だと誰だれが誰に嫉妬しているの？」

「……ちょっと『ばらキス』を貸して下さる？」

　うすうす事情に気がつき始めた銀ぎん髪ぱつの親友は、付箋だらけの漫画本を手に取り、パラパラとめくる。そこには『？』のマークとともに、リーゼの疑問がシーンごとに書き込まれている。たとえば、『なぜ赤くなる？』とメモされた付箋は、クラリッサが彼から服を褒ほめられて照れるシーンだ。他にも、お互たがいの手が触ふれ合って慌あわてて離はなれるシーンや、転んだ少女を偶ぐう然ぜん彼が抱きとめるシーン、朝食のパンを食べながら角でぶつかるシーンなど、今や恋れん愛あい漫画の定番となった展開にいちいち疑ぎ問もん符ふがついている。

「もしかして、リーゼさん……これ、全部分からない箇か所しよですの？」

「う、うん……」

　リーゼはちょっとためらいがちにうなずく。その様子はテストで零れい点てんを取った子供のように自信なげだ。

「す、好きになった、男の子と、女の子が……、お、『おつきあい』するっていうのは、私だって分かるわ。告白して、それで、相手がＯＫなら、つきあう。そ、そうよね？」

「え？　まあ、そういうことですわね」

　フローラは顔をちょっとしかめる。相手の言うことがあまりにも当たり前すぎて、ややいぶかしげな表情だ。

「私ね、あなたに借りた漫画を読んで、気づいたの。恋愛とか、デートとか、告白とか、と、殿との方がたの、こととか……そういうこと、私は全然知らないって。幼よう稚ち舎しや時代からずっと女学院だし、男の子の友達なんていないし、ほとんど話したこともないし……こ、恋こいをするって、どういうことなのか……全然、皆かい目もく、何も、分からないの……」

　そこで少女は下を向いてしまった。いつも凛りんとして隙すきのない少女が、今は年相応の無防備な横顔をさらしている。討とう論ろん番組で大物政治家を論破していた姿が噓うそのようだ。

「だ、だから……私……」少女は思いつめたように言う。「こ、恋をするのは、まだ、はやい、わよね……」

「大だい丈じよう夫ぶよリーゼさん！」

　親友は両手を伸のばし、リーゼの両りよう肩かたをガッと摑つかんだ。急な友人の食いつきに、リーゼはややのけぞりながら「ちょ、ちょっとフローラ」と焦あせる。

「前にも申し上げたでしょう！　このフローラ・マイヤーリングがついているからには大船に乗ったつもりでいて下さいと！　わたくし、秘ひ伝でんの恋れん愛あいテクニックのすべてを総動員して全面的にフルサポートしますから！」

『すべてを』『総動員して』『全面的に』『フルサポート』と、言葉の意味は全部かぶっていたが、フローラはとにかくすごい自信だ。目を輝かがやかせ、さっきから鼻息も荒あらい。

　異常に興こう奮ふんする相手に、普ふ通つうの人間なら少し引くところだが、純じゆん粋すいで純真な少女はそれをありのままに受け止めた。

「あ、ありがとう、フローラ……」リーゼは感かん極きわまったように瞳ひとみを潤うるませる。「すごく、すごく心強いわ。私、あなただけが頼たよりよ……」

「任せて下さいまし！」

　ドン、と銀ぎん髪ぱつの親友は薄うすい胸むねを叩たたく。

「それで、私……どうすればいいの？」

「これですわ！」

　少女はシュビドゥバッとバッグから漫まん画がを取り出す。

「恋愛戦争で勝利するためには、まず敵を知ることが肝かん要よう──これは『恋愛戦線異状なし！』の第八十六話でヘンゼル先せん輩ぱいが言っている格言ですわ。つまり、作戦は──」

　銀髪の少女はウキウキしながら宣言した。

「手に取るように彼のキモチが分かっちゃう☆トリプル大作戦！」
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　翌日、作戦時刻一三○五。

　ベルが屋や敷しきの廊ろう下かを歩いていると、前方の曲がり角で人ひと影かげを探知した。一いつ瞬しゆんだけ顔が見えたが、それはすぐに角に隠かくれる。

「……？」

　視覚装置により画像をズームし、データベースと照合、瞬時に人物を割り出す。

　──リーゼロッテ・ブライトクロイツ。

「お嬢じよう様さま……？」

　執しつ事じは首を傾かしげる。さっきから、リーゼは盗ぬすみ見るようにこちらを窺うかがっては、目を合わす間もなく廊下の曲がり角に隠れてしまう。その行こう為いの意味が分からない。

　はて……？

　ベルは聴ちよう覚かく装置の感度を上げる。

　すると、リーゼの声がはっきりと聞こえてくる。何やら電話越ごしにひそひそ話をしているようで、「ど、どうしよう、もう来ちゃったわ！」『落ち着いてリーゼさん、わたくしの言ったとおりにすれば大だい丈じよう夫ぶですわ！』とやりとりが聞こえる。声せい紋もん分ぶん析せきをかけるまでもなく、電話の相手はフローラのようだ。

　やがて、「よ、よし、がんばってみる！」『健けん闘とうを祈いのりますわ！』という会話が聞こえ、そして廊ろう下かの角からリーゼが出てきた。

「あ、あら、ベル、こんなところで……えっと、その、き、き、き……」

「き？」

「き、奇き遇ぐうね！」

　いかにも棒読みで、しかもところどころつっかえながらリーゼはぎこちなく手を挙げる。顔はうっすら赤く、瞬まばたきがいつもより多く、緊きん張ちようしているのが一目で分かる。

　──いったいこれはどうしたことだ？

　ベルの中で、リーゼの発言内容が瞬しゆん時じに分析され、的確な返答をデータベースから検けん索さくする。

「私とお嬢じよう様さまは、お屋や敷しきの中では頻ひん繁ぱんにお会いしておりますが……『奇遇』とはいかなる意味でしょうか？」

「えっ」

　リーゼは質問内容に面食らったようで、目を白黒させる。「あ、その、……えっ？」と瞬きがさらに増える。

「き、奇遇……は、その、言葉どおりよ。偶ぐう然ぜんを装って、ばったり出会うことが恋こいの始まりではセオリーなのよ」

「セオリー？」

「あわわ、ち、違ちがった！　これカンペ！　じゃなくて！　うう～！」

　リーゼは手をわたわたと動かし、それから「ちょ、ちょっと待ってて！」と言い残し、撤てつ退たいする敗残兵のように再び廊下の曲がり角に身を隠かくしてしまった。

「お嬢様……？」

　ベルが面食らっている間、廊下ではまた例の電話が始まる。「フローラ、どど、どうしよう、出だしから失敗しちゃったわ！」『リーゼさん、大丈夫ですわ！　まだ現状はリカバリー可能な状じよう況きようですの。ここから巻き返しますわよ！』「う、うん！」『ではリーゼさん、次の手ですが──』と会話が聞こえる。

　お嬢様は何をしているのだろう？

　ベルは電子頭脳で事態を分析する。だが、元々が軍事ロボットである彼のプログラムには、恋愛や男女の機き微びに関することはまったく入力されていない。ゆえに、現状を説明できるシチュエーションも、それについての対処法も導き出せない。彼にとって、敵中で重火器に囲まれる状況よりも、年とし頃ごろの少女との繊せん細さいなやりとりのほうが対処困難なケースなのだった。

　やはりお嬢様は、どこかお体が悪いのだろうか、あるいは精神的な失調だろうか──ベルは真しん剣けんに的はずれな分ぶん析せきを加えながら、とりあえずその場で待つ。

　そして一分後。

「あ、その……ベル？」

　リーゼが廊ろう下かの角から、おずおずと顔を出す。

「なんでしょう、お嬢じよう様さま」

「さっきのは忘れてね？」

「は？　それは先ほどの『あ、あら、ベル、こんなところで……えっと、その、き、き、き、奇き遇ぐうね！』『き、奇遇……は、その、言葉どおりよ。偶ぐう然ぜんを装って、ばったり出会うことが恋こいの始まりではセオリーなのよ』『あわわ、ち、違ちがった！　これカンペ！　じゃなくて！　うう～！』──というお嬢様の言葉のことですか？」

「わーわー！　やめて、私の肉声で再生しないで！　消して！」

「私の記き憶おくデータベースから抹まつ消しようしたほうがよろしいでしょうか？」

「あ、ううん、それはやりすぎよ！　ええと、うん、その……音声データだけでもいいから、消して……くれる？」

「かしこまりました」

　ベルは静かに音声データを消す。会話の履り歴れきは残るが、もう音声を再生することはできない。

「そ、それでね……」

　リーゼは戸と惑まどいを隠かくせず彼に背中を向け、それから胸むねに手を当てて三度ほど深呼吸をする。どうやら気持ちを落ち着かせているようだが、ベルには一連の行動がまるで理解できない。

「あのね、ベル」ほんの少しだけ振ふり向いて、おびえたような上うわ目め遣づかいで切り出す。「ひ、ひとつ、お願いしてもいいかしら？」

「なんなりと」

「わ……私の目を、見てくれる？」

「お嬢様の目を？」

「うん、見て。わ、私も見つめるから」

「……ご命令とあらば」

　──なんだ？

　ベルは事態を理解できないながらも、命令どおりにリーゼの目を見つめる。黄金の前まえ髪がみの奥おくに、青い瞳ひとみが光を帯おびて揺ゆれている。わずかに開いた唇くちびるからは苦しげに浅い息が漏もれ、顔は見る見る赤くなっていく。対する彼は視覚装置にリーゼの姿を記録するだけで、緊きん張ちようとは無む縁えんだ。

「ど、どう……？」

　リーゼが強こわ張ばった顔で尋たずねる。耳まで真っ赤に染まり、今にも卒そつ倒とうしてしまいそうだ。

「どう、とは？」

「わ、私のことを見ていて……その……」声が小さくなる。「何か、感じる……？」

「サーモグラフィーによると、体温上昇と発汗が著いちじるしいかと」

「そ、そうじゃなくて、ベルのことよ！」

「私の？」

「ベルの気持ちは、今、ど、どんな感じかしら？」

「私の気持ちですか？」ベルは自分の感情数値であるＥＰＡを確認する。標準値からは誤差の範はん囲い内ないで収まっている。「いつもと同じです」

「同じ……」

　リーゼはそこで目をそらした。落らく胆たんしたのは明らかだが、それがどうしてかは分からない。

「ちょ、ちょっと待ってて」

　リーゼはまた背を向け、取り出したメモらしき紙を確認する。「こ、こういうときは……マ、マニュアルＣ４」と何やらつぶやくと、またくるりとこちらに振ふり返った。

　そして、体を少しだけ傾かたむけて、彼に甘あまえるような上うわ目め遣づかいで、




　パチリ




　と、音でもしそうな大げさなウインクをした。

「……？」

「（パチリ）」

　もう一度ウインクした。

「……??」

「（パチリ）」

　またやった。

「……[image: はてな]」

「（パチリ）」

　だんだんヤケになってきた。

　──なんだ……？　お嬢じよう様さまは何をしておられる？

　リーゼは執しつ拗ようにベルにウインクをしてみせるが、ベルがあまりにも無反応のため、少女の顔はだんだんと生気のないものに変わっていく。

「お嬢様？」

「ウインクは……男性をドキリとさせる大人のテクニック……」

「はい？」

　リーゼは諦あきらめたような表情で、それでも最後に未み練れんがましく「（パチリ）」とウインクしてみせた。するとベルは、

「お嬢様、先ほどから顔面が引きつっておられるようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「えっ」

「それとも目が痒かゆいのですか？　ドライアイでしょうか？　目薬をお持ちしましょうか？」

「……うぅっ」

　リーゼはちょっと瞳ひとみに涙なみだを浮うかべ、いくらかベルを恨うらめしげに見つめたあと、「な、なんでもないのっ！」と背を向けて逃とう走そうした。

「あ、お嬢じよう様さま、お嬢様……!?」

　ベルは何事かと後を追いかけようとするが、「来ないで……っ！」と叫さけばれると、即そく座ざに足を止めた。主人の命令は絶対だ。

　お嬢様……。

　ベルは電子頭脳で今起きたことを整理する。

　最初は、偶ぐう然ぜんを装った出会い。次に、二人でじっと見つめ合う。最後に、大げさなウインク。

　暫ざん定てい的てき結論。

　──意味、不明。




「はうう～！」

　リーゼは全身を震ふるわせて身み悶もだえした。

　一人で眠ねむるには巨きよ大だいすぎるベッドの上を、右に転がり、左に転がり、顔面を押おさえながら「はう～！」とか「うあぅ～！」と妙みような声を漏もらす。

　──絶対ヘンに思われた！

　真しん剣けんだった。勇気を出した。思い切った。

　だが、結果は散々で、『街角でバッタリ！　偶然と運命のトキメキ作戦』（命名：フローラ）は空から振ぶりに終わり、『至近距きよ離りで見つめ合ってドキドキ作戦』も砕くだけ散り、『素敵な彼に小こ悪あく魔まのウインク作戦』に至ってはピエロのような醜しゆう態たいをさらしてしまった。リーゼにとっては、フローラ相手に繰くり返し練習し、徹てつ夜やでリハーサルをした上で、満を持して繰り出した作戦だった。しかし、出しゆつ撃げきさせた三つの艦かん隊たいは敵にアプローチする間もなく見事に轟ごう沈ちんしてしまった。これではやらないほうがマシだったのではないかとさえ思える。

　──わ、私としたことが……私としたことが……っ!!

　あまりにも自分自身のイメージとかけ離はなれた失態に、リーゼの苦く悶もんはなおさら強くなる。

　別に鼻にかけているわけではないが、少女は今までの人生で失敗というものを知らない。恥はじを搔かいた経験も皆かい無むだ。勉学もスポーツも習い事も、果ては討とう論ろん番組での丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりも、しくじったことは一度もない。それは少女の天才的な才能と真ま面じ目めな努力の賜たま物ものではあったが、今回は別だった。事前の練習もリハーサルもメンタルトレーニングも、すべてが砂上の楼ろう閣かくと化して消し飛んだ。残ったのは眩暈めまいを覚えるほど巨大な羞しゆう恥ちの山だ。

「ああぁああ～！　はふかひぃ～！（はずかしい～！）」

　枕まくらに顔を押おし付け、リーゼは羞しゆう恥ち心しんで身み悶もだえする。穴があったら入りたい。魔ま法ほうがあったら直近三十分をやり直したい。

　──ああ……明日はどんな顔をしてベルに会えばいいの……。

　落ち込んでいたところで、イヤリング型の電話が鳴る。彼女は「つないで……！」と飛び起き、音声認識により電話回線が開かれる。

『もしもし、リーゼさん？』

「ふろ～ら～!!」

　泣なき出しそうな声で電話越ごしの友人にすがりつく。

『ど、どうしましたの!?』

「私、失敗してしまったわ……！　絶対ヘンなふうに思われた……どどど、どうしよう……！」

『だっ、大だい丈じよう夫ぶですわリーゼさん！　元気を出して下さいまし！　とりあえず現状報告をっ！』

「え、えっとね、んっとね……」

　リーゼはどもりながら、必死にここまでの経過を語る。話しているうちにまたさっきの失態を思い出し、顔が赤くなってくる。『うん、うん、そうですの……』とフローラは熱心に相あい槌づちを打ちつつ、少女の話を聞く。

　なかば懺ざん悔げのような少女の報告が終わると、

『大丈夫ですわリーゼさん!!』親友は力強く励はげました。『たいていの漫まん画がでも、最初のうちはアプローチに失敗して、その後にだんだんと近づいていくパターンが王道ですのよ！』

「そ、そうなの……？」

『そうですわ！　今日の作戦はまだまだ序じよの口、ほんの様子見ですわ！　漫画でいえば第一話が終わったばかり！　本番はこれからですのよ！　がんばって下さいまし！』

　親友の熱ねつ烈れつな応おう援えんに、リーゼは「うん、うん……そうだよね」と少しずつ元気を取り戻もどす。

「分かったわフローラ。私、またがんばってみる」『それでこそリーゼさんですわ！』「励ましてくれてありがとう」『わたくしはいつでもリーゼさんの味方でしてよ！』

　それから二人はいくらかの言葉を交わしたあと、通話を切った。

　親友の協力に感謝しつつ、少女は胸むねに手を当てる。しばらくして「……そうよ」とつぶやく。

「そうだわ、フローラの言うとおりよ。諦あきらめたらそこで試合終了なのよ、きっと私には恋れん愛あいテクニックがまだ足りないんだわ、そうよ、うん、そうなんだわ」

　少女は勝手に納得し、両の拳こぶしをかわいく胸元で握にぎり締しめて、「……よしっ」と気合いを入れる。それから椅い子すに座り、ピンと姿勢をただす。机き上じようにはフローラから借りた大量の恋愛漫画がいくつもの塔とうをなしており、キラキラした大きな瞳ひとみの少女が、背の高い美男子と手をつなぐ表紙がつやつやとライトに照らされている。そのうちの半分くらいはすでに付ふ箋せんでびっしりだ。

「さあ、もっと勉強しなきゃ……！　これからは今までの倍よ……！」

　リーゼは恋愛漫画を開き、真しん剣けんな表情で読み始める。

　かくして、女学院で一番の優等生は恋こいの予習復習にも余念がないのだった。










　　　　　第三章　お嬢様、パンをくわえてアタックする。
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　作戦時刻〇二一五。

　深夜の海うな原ばらは底なし沼ぬまのごとく黒々と広がり、夜の世界をさらに不気味に演出する。暗雲の垂たれ込める空は月明かりを覆おおい隠かくし、外がい灯とうのない海岸沿いは完全なる闇やみに包まれている。

　──暗視装置作動。

　一片の光も射ささぬ道を、懐かい中ちゆう電でん灯とうのひとつも持たずに、機き械かい仕じ掛かけの執しつ事じはいつもと変わらぬペースで進む。彼の目にはあらゆる事物が立体的に描えがき出されており、足元を気にすることもなければ決してつまずくこともない。

　──ビアホフの情報だと、このあたりのはずだが……。

　座標データを確かめながら、『ターゲット』の探たん索さくを開始する。海岸沿いに立ち並ぶ倉庫の中をサーモグラフィーでくまなく調べていく。

　やがて、

　──いた。

　とある倉庫の内部に、複数の熱源を感知する。すかさずズームモードにして、詳しよう細さいを確かめる。人間が十一名、全員男性、さらにロボットが三台。

　ベルは地を這はうように忍しのび寄り、倉庫の壁かべに張り付く。聴ちよう覚かく装置を最大値にすると、内部の会話が漏もれ聞こえてくる。『カネはどうした』『まずはブツを検あらためてからだ』。こうした会話がザムスターク語で交わされる。ベルの頭脳ではそれらの音声が瞬しゆん時じに解かい析せきされ、データにある声せい紋もん分析にかけられる。

　頭脳の中では何千名という前科者のデータが、魔ま術じゆつ師しの切るカードのごとく高速でスライドし、その人物を導き出す。該がい当とう者しや三名。ギカ・ローセント、ヨハン・ミズリル……いずれもリッフェル・ファミリーの幹部。そしてあと一名は──

　ゴードン・ベルリッヒ。

　確認された人物は、すべて情報と一いつ致ちする。すなわちここが麻ま薬やく取引の現場だ。

　スキャン開始……人間たちは脅きよう威いＥ……ロボットのみ脅威Ｄ。

　携けい行こうする武器や火器のスペックから、相手の危険度を割り出す。拳けん銃じゆうやマシンガンなどを持つ者もいるが、これはさしたる問題ではない。また、マフィアたちの護衛用ロボットも三台ほどいるが、これも軍事ロボットであるベルからすれば排はい除じよするのに難はない。

　──倉庫の裏口に逃とう走そう用ようの車両──四台すべてオンライン制せい御ぎよの普ふ通つう車しや──ただしガラスはすべて防ぼう弾だん──いざとなれば『檻おり』に転用可能。

　彼は車両に音もなく近づき、わずかに仕し掛かけをしたあと、倉庫をぐるりと回りこむ。

　ミッションを選せん択たく、成功率九十九・八パーセント以上、『強行突とつ入にゆう』に決定。

　方針を決すると、ベルはまるで自宅に帰るように、無造作にドアに手を掛ける。

　ベキベキベキッ、と鋼こう鉄てつの扉とびらに彼の指がめり込み、それは茹ゆで卵の殻からを剝むくがごとくあっさりと分ぶん離りされる。ガーンという高い金属音とともに床ゆかに叩たたきつけると、中にいた男たちが「な、なんだっ!?」「サツか……!?」と驚きよう愕がくの声を上げる。

「…………」

　ベルは無言で前進する。倉庫内は懐かい中ちゆう電でん灯とう以外の明かりがなく、薄うす暗ぐらいままで、マフィアとおぼしき男たちはアタッシェケースを引きずって我先にと裏口へ殺さつ到とうする。その逃走時間を確保するべく、三台の護衛ロボットがベルの前に立ちはだかる。一見して人間の男性と変わらぬ体たい軀くだが、その顔にはマネキンのような無表情が張り付いている。

　ＦＣ３０００‐α、一いつ般ぱん警備ロボット、ただし重火器を装備、装そう甲こうも違い法ほう改造。

　一瞬でロボットをスキャンし、敵の情報を丸まる裸はだかにする。

　三台のロボットが両りよう腕うでを振ふり上げ、手のひらを向ける。すると手首の部分が折れ曲がって銃口が露ろ出しゆつする。ベルをロックオンしたのは目の光で分かる。

「…………」

　そこでベルは立ち止まった。

　銃じゆう口こうを突つきつけられても、彼には微み塵じんも臆おくした様子はない。穏おだやかな草原で一人たたずむがごとく、わずかに両手を広げ、ロボットたちを涼すずやかな目で見つめる。

　敵の攻こう撃げきが始まる。

　警備ロボットたちは一いつ斉せいに発はつ砲ぽうし、それは弾だん幕まくとなってベルに襲おそいかかる。凄すさまじい勢いで連射され、消音装置によって抑おさえられた発射音が長く長く倉庫内に響ひびき渡わたる。三台が奇き妙みようにシンクロした銃撃は、海辺の砂を搔かき混ぜるようなザッザッザッザッという音で空気を満たす。

　残弾が空からになるまで、ロボットは攻撃を続けた。それは明らかに彼を亡き者にしようとする、徹てつ底てい的てきにして執しゆう念ねん深ぶかいものだった。

　銃撃がやむと、倉庫内は白はく煙えんで満たされた。それが数秒後に収まったころには、マフィアの男たちは車の前で悪あく戦せん苦く闘とうしていた。乗り込もうにもドアが開かず、蹴け飛とばしてもうんともすんとも言わない。これはすでにベルが細工を施ほどこし、ドアをロックしてしまったからだ。

「ちくしょうっ！　どうなってんだ!?」「兄貴、こっちは動きます！」「よし、全員それに乗り込め！」

　そうした会話を交わしながら、男たちは四台のうち唯ゆい一いつドアが開く車両に乗り込んでいく。そして、全員が一台のボックスカーにぎゅうぎゅうになって乗り込み、去り際に一度、車内からこちらに振ふり向いた。

　そして彼らは再び驚きよう愕がくする。

「な……っ!?」

　海風が吹ふき抜ぬけ、煙けむりがわずかに晴れると、ベルはさっきまでの場所に寸分たがわぬ姿勢で立っていた。手を広げると、バラバラと無数の銃弾が路面に落ち、キン、キンと高い金属音とともに転がる。その服にはかすかな損傷もなく、汚よごれたあとさえ見当たらない。

「その程度の金属弾では、仮にすべてが命中しても私の装そう甲こうは貫かん通つうできません」

　冷静な分ぶん析せきを述べると、ベルは一歩を踏ふみ出す。マフィアたちは驚愕し、「な、なんだあれは……!?」「やべぇぞ、早くずらかれ！　ほら全速だ！」と自動車に命令する。自動制せい御ぎよの車両は主の命令を受けて一気に加速を始める。

　しかし、ベルに焦あせった様子はない。

　先ほど銃弾を摑つかみ取った手をそのままに、内心で命じる。




　──魔人トイフエル。




　その瞬しゆん間かん、ベルの左手は中指と薬指が左右に開き、そこから一筋の白いレーザーが発射された。それは三台のロボットの胸むねを貫つらぬき、さらに背後にいるマフィアたちの車両に達する。

　ロボットたちは一瞬でコントロールを乗っ取られ、その場に昏こん倒とうしたように倒たおれ込む。同時に、マフィアの乗り込んだ車は急ブレーキをかけたあとにバックして、裏口まで戻もどってくる。

　車内では男たちがドアを押おしたり窓まどを叩たたいたりしている。『魔人』によって自動車のシステムは完全に掌しよう握あくされており、ベルが許可しないかぎり車外へ出ることはできない。逃とう走そう用ようの車両のはずが鉄の牢ろう獄ごくと化したのだ。マフィア御ご用よう達たしの防ぼう弾だんガラス車両のために、銃じゆうを撃うって窓を破は壊かいできないことも計算のうちだ。

　倉庫内に突とつ入にゆうしてわずかに五分。任務をあらかた終えた彼が振ふり向くと、そこには二台のロボットが待機している。これはビアホフが手配した軍の治安ロボットだ。

　──さて、あとは。

　一仕事を終えた彼は、近づいてくるロボットたちとすれ違ちがう。その瞬しゆん間かんに再度『魔人』を発動し、治安ロボットの録画データからベルが映っているシーンをすべて削さく除じよ、同時にダミー映像に差し替かえる。マフィアたちが勝手に騒さわぎを起こし、そこをたまたま近きん隣りん巡じゆん回かい中の軍のロボットが逮たい捕ほした、という筋書きだ。

　──任務完了。

　ベルは静かに歩き、現場を後にする。その漆しつ黒こくのコートにはわずかな破損もなければ、人工皮ひ膚ふに微び細さいな擦すり傷さえもない。背後では車内に閉じ込められたマフィアたちがまだ何か叫さけんでいるが、後の祭りだ。

『共和国暦れき五月十四日二時二十六分二十五秒、麻ま薬やく取とり締しまり法ほう第二十二条違い反はんの現行犯で逮捕します。あなたには黙もく秘ひ権けんをはじめとした共和国憲法に保障された防ぼう御ぎよ権けんがあります。これからあなたの述べる発言は音声データとして記録されて刑事訴そ訟しよう上の証しよう拠ことなるため、その旨むねをご承しよう知ちおき下さい。なお、任意で弁護人を選任する場合は──』

　治安ロボットから聞こえる犯人逮捕時の決まり文句を聞きながら、ベルは颯さつ爽そうとお嬢じよう様さまの元へ帰き還かんするのだった。
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　その翌週のことだ。

　──！

　廊ろう下かを歩いていたベルのレーダーに、『熱源』が感知される。前方十二・五メートル、遮しや蔽へい物ぶつの向こうに生命反応、データと照合、一いつ致ち──

　リーゼロッテ・ブライトクロイツ。

「…………」

　彼は無言で立ち止まる。

　お嬢様、また……。

　リーゼは廊下の角に隠れ、ひっそりとこちらを窺うかがっている。じっと息を殺し、彼が来るのを待っているかのような雰ふん囲い気き。

　──今度は、何をなさるおつもりなんだ……？

　ここ数日、ベルが屋や敷しき内を歩いているとなぜかリーゼが廊ろう下かの陰かげで彼を『待ち伏ぶせ』していることが多くなった。こそこそとこちらの様子を窺うかがっては、先日と同じくフローラと電話越ごしに何かを話し、それから意を決したように彼の前に姿を現す。そして、何やら恥はずかしげに台本を棒読みするような台詞せりふを述べ、彼が反応できずにいると瞳ひとみを潤うるませて撤てつ退たいしていく。

　ちなみに昨日は、

「ベ、ベルはどんな子がタイプなの？」

「型タイプ？　それでしたら『ＨＺＨ‐００４‐００１』ですが」

　ベルは自分の機体認識番号を述べる。もちろんこれは軍事ロボットであることがばれないように偽ぎ装そうした、カモフラージュのための番号だ。

「ううっ……そういうことじゃ、なくて……女の人の……タイプ……」

「はい？　女の人？」

　……というやりとりがなされ、最後はリーゼが「な、なんでもないのっ！」と脱だつ兎とのごとく逃にげ去っていく。振ふり返れば一昨日おとといは「ベル、えっと、ご……ご趣しゆ味みは？」「趣味ですか？　ございません」「な、ないの？」「はい、ございません。それが何か？」「……う、ううん、なんでもないのっ」というふうに同じ結末をたどった。

　──いったい何が起こっているのだろうか？

　ここ数日にわたるお嬢様の行動をデータベースにし、一連の行動に見られる傾けい向こうを分ぶん析せきする。共通点はお嬢様がなぜか恥ずかしそうに顔を赤らめていること、心しん拍ぱくと体温の上昇、呼吸の乱れ、緊きん張ちようを示す脳波の揺ゆらぎ──等だが、それらをデータとして数値化することはできても、肝かん心じんの真相にはたどりつけない。

　──ううむ、まずは情報収集しかあるまい。

　事態に対処すべく、ベルは現状把は握あくに努つとめる。

『廊下Ｅ５カメラと接続』

　彼は自分の電子頭脳と、廊下に設置してある監かん視しカメラの映像をリンクする。屋敷内のすべてのカメラはいつでも彼の『目』となる。

　監視カメラの映像が、彼の頭脳の中でテレビのワンシーンのごとく浮うかび上がる。そこにはリーゼの後ろ姿が映うつっており、壁かべに手をついてじっとしている。息を殺し、ベルがやってくるのを待ち受けるような格好だ。

　そこで彼は「ん……？」と違い和わ感かんを覚える。少女の口元には影かげがあり、何かをくわえているように見える。

　──ズーム。

　映像を拡大し、リーゼの後ろ姿、とりわけ口元を確認する。そこには四角くて薄うすい板のような物体。色と形状、嗅きゆう覚かく装置にかすかに感知される臭しゆう気き、屋や敷しき内で使われている食材。そうした情報を総合して導き出される結論は──

「パン……？」

　意外なことに、リーゼがくわえていたのは『パン』だった。おそらくは毎朝に出されるバスケットの中にある一枚、一いつ般ぱん名称的には『食パン』と呼ばれる種類。それを口にくわえ、腰こしをかがめて廊ろう下かの陰かげに待機している。

　なぜお嬢じよう様さまは食パンをくわえておられるのだ？

　奇き妙みようなことはまだあった。リーゼの口にしている食パンだが、それはこんがりとトーストされてハチミツまで塗ぬられているのに、なぜか少女はそれを食べている様子はない。かといって吐はき出すでもなく、ただくわえているだけ。その様子はエサをついばんで飲み込むのに往おう生じようしている小鳥のようにも見える。とにかく意味不明だ。

　これまでとパターンが違ちがう。どう考えればいいのだ？

　新たな事態に、生き真ま面じ目めな執しつ事じは頭脳の中で情報処理を進める。さしあたり、既き存そんのケースを『パターンＡ』と分類して、現在継けい続ぞく中のケース──食パンをくわえて廊下に隠かくれているケースを『パターンＢ』と分類。

　──私は、どうすればいい……？

　これまでの『パターンＡ』では、ともかくリーゼのほうから話しかけてくれたため、それに応答するという形を取れた。しかし、今日の『パターンＢ』はさらに彼を悩なやませた。すでに発見から三分が経過するが、お嬢様はこちらに姿を見せる様子もなく、撤てつ退たいする気配もない。

　私のほうから接近するか？　だが……。

　ベルは判断を保留する。こちらから接近遭そう遇ぐうするには、あまりにも情報が足りなすぎる。事態の把は握あくができぬままに見込みで突とつ撃げきするのは、軍事作戦的には成功率が低い。最後の手段といえるだろう。

　──暫ざん定てい結論……『待機』。

　ベルは軍事作戦マニュアルの基本に従い、まずはその場で待機する。

「…………」

「…………」

　二人は廊下の角を挟はさみ、無言で牽けん制せいしあう。

　──似ている。

　ベルの中で、過去の『作戦行動』のデータが音もなくクローズアップされる。十五年前のザムスターク帝てい国こくビリジアン丘きゆう陵りよう奪だつ取しゆ作戦、通称『ブラッド・ヒル』。この作戦で敵・味方の部隊が丘陵の曲がり角を挟んで睨にらみ合いになったことがあった。お互たがいの動きが読めずに、動くことも退くこともかなわぬ膠こう着ちやく状態は、今の状じよう況きようと大変よく似ている。

　──どうすればいいんだ？

　冷静に計算を進めるが、彼の冷れい徹てつなＣＰＵはまたも『判断保留』の回答。

　ベルは動かない。お嬢じよう様さまも動かない。

　ブラッド・ヒル作戦のときは、三日三晩待機したあと、味方の援えん軍ぐんが到とう着ちやくしたことで事態を打開できた。しかし今回は援軍を望める状じよう況きようにないし、そもそもお嬢様は殲せん滅めつ対象でもなければ敵軍でもない。

　さらに三分が経過する。

　事態は長期戦の様相を呈ていする……かに思えたが、

「んも……ッ!?」

　異変が起きた。

　廊ろう下かの向こうでリーゼが奇き声せいを上げた。「ひ、ひやぁうっ!?」と何かに焦あせったような声。

　何事だ……!?

　ベルはもう一度監かん視しカメラの映像を確かめる。見れば、リーゼのくわえた食パンから、ハチミツが垂たれ落ち、それは少女の豊かな胸むねの谷間に流れ込んでいる。リーゼは必死にそれをなんとかしようとするが、いかんせんパンをくわえたままなので、動くたびにますます被ひ害がいが拡大する始末だ。

「お嬢様……！」

　ベルの中で行動の優先順位が跳はね上がり、一気に廊下を走り出す。お嬢様の緊きん急きゆう事態に駆かけつけるのは言うまでもなく最優先任務だ。

　○・五秒で廊下を曲がると、金きん髪ぱつの少女が視界に入る。彼が姿を現すと、食パンをくわえた少女は「んごっ!?」と狼ろう狽ばいした様子を見せ、なぜか彼に体当たりをするように前に出る。

　──なんだ!?　お嬢様は何をなさるおつもりだ……!?

　ベルは相手の行動の意味を計りかね、それでも主人と激げき突とつするわけにもいかず、ひらりとその場で身をかわしてみせる。リーゼがつんのめって転びそうになるが、瞬しゆん時じに腕うでを伸のばしてその体を抱きとめる。その圧あつ倒とう的てきスピードは、見る者がいれば黒い閃せん光こうのごとく映うつっただろう。

「うぅ～っ！」

　リーゼがベルに抱きとめられた姿勢でうめく。
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「お嬢様、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「うもぅん……」

　リーゼは眉まゆ尻じりを下げ、ひどく残念そうな顔になり、それからベタベタになった自分の衣服と胸の谷間に目を向ける。

「お嬢様？」

「…………」

　リーゼはがっくりとうなだれている。くわえていたパンも口からぽとりと落ちる。

「なぜ食パンをくわえて廊下で待機をしてらしたのですか？」

「うっ」

　リーゼはぎくりと体を震ふるわせる。「お嬢じよう様さま？」と彼は少女を見つめる。

「あ……あのね……こ、これは……」

　少女は口ごもっていたが、やがて観念したのか、蚊かの鳴くような声で、

「遅ち刻こくしそうな朝に食パンをくわえたまま彼とぶつかると実は転校生だったという運命の出会い作戦……」

「はい？」

「な、なんでもないのっ！」

　リーゼは背を向ける。だが、数歩行ったところで、一度振ふり返り、廊ろう下かに落とした食パンを拾い上げ、それから走り去った。

「お嬢様……！」

　ベルは主の後ろ姿に手を伸のばし、叫さけんだ。

「落としたパンを食べるとお腹なかを壊こわしますよ！」
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「漫まん画が……？」

　麗うるわしき女性執しつ事じは、さらりと黒くろ髪かみをなびかせて顔をしかめる。

「そう、漫まん画がです。最近お嬢じよう様さまはそうしたものを熱心に読んでおられます」

「『二人きりで会いたい』というからわざわざ来てみれば……」

　執事用の休きゆう憩けい室しつで、ヴィクトリア・アーデルハイトはいかにも不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

　だが、彼女を呼んだベルはそんなことにまるで気を留めない。

「今から話すことはリーゼお嬢様のプライベートにかかわることです。それゆえ二人きりで会うのが適切だと判断しました。いったい何の話だと思ったのですか？」

「そ、それは……」

　ヴィクトリアは視線をそらして、「べっ、べつにいいだろう、なんだって」と言葉を濁にごした。

「では話を戻もどします。リーゼお嬢様の読んでいる『漫画』のことですが」

「例の少女漫画のことか」

「ご存知でしたか」

「もちろんだ」ヴィクトリアは切れ長の瞳ひとみで彼を見み据すえる。「フローラ様の漫画好きは、この短期間でも十分伝わってくる。暇ひまさえあれば漫画を読んでおられる」

「では、その漫画がリーゼお嬢様に貸し出されていることもご存知ですね」

「ああ。最近は特にたくさん持ち帰っているようだな」

「やはりそうですか」

　基本的な事実関係を確認したあと、ベルは本題に入る。

「ヴィクトリア、あなたはその『少女漫画』なるものをお読みになったことはありますか？」

「誰だれがあんなハレンチなものを！」

　いきなりキレた。

「ちょっと待って下さい。『ハレンチ』とはいかなる意味ですか？」

「だってそうだろう！　男同士が裸はだかで絡からみ合う書しよ籍せきなど、私が好んで読むと思うのか！」

「それ、少女漫画ではないです」

「なにっ？」

「それは『ＢＬ本』です」

「びぃえる……？」

「読むと脳が腐くさって『腐ふ女じよ子し』になると言われる書物です。少なくないものが十八禁指定されております」

「え、あ……」ヴィクトリアが急に赤くなる。「あれは、少女漫画ではないのか……？」

「広い意味では少女漫画に区分されることもありますが、独自の一ジャンルと解かい釈しやくされる場合が多いようです」

「ば、馬ば鹿かな……。フローラお嬢様が貸して下さった本はすべて目を通したが、男同士が裸で絡み合うものばかりだったぞ」

「『すべて目を通した』って、結局読んでるんじゃないですか」

「なっ、ち、違ちがう！　あれはちょっとだけ興味があって……じゃなくて！　フローラ様の情操教育のために適切かどうかを判断するための基き礎そ資料としたのだ！」

「それはさておき」焦あせるヴィクトリアにかまわず、ベルは話を進める。「あなたはＢＬ本を読んだことはあるが、少女漫まん画がはまだ読んでいないということですね」

「読んではいないが、主要な蔵書については圧縮データで取り込み済みだ」

「ならば、この二冊のデータはどうですか？」

　ベルは右手の人差し指で軽く空中に線を引く。すると、指先から投とう影えいされた立体ホログラムが、ぼんやりと光る書しよ影えいを映し出す。

「ああ、これか」ヴィクトリアは納得した感じでうなずく。「『王おう魔ま』と『ばらキス』だな。これはフローラ様のお気に入りで、私との話題にもよく上のぼる。私にはどこが面白いのかはよく分からんが……で、これがどうした？」

「最近のお嬢じよう様さまは、こうした漫画から多大な影えい響きようを受け、漫画のシーンの真ま似ねをしているようなのです」

「ああ……例の『作戦』のことだな」

「作戦？」

「あっ……」

　彼女は口を押おさえ、しまったという顔をしたあとに「いや、私の思い違いだ。気にしないでくれ」と答えた。

「……？」

　ベルは彼女の顔を見る。『作戦』という言葉に引っ掛かかりを覚えるが、今はそれを追つい及きゆうするほどの根こん拠きよはない。

　ヴィクトリアは視線を少しそらしたあと、話題を変えるように「で、ほら、話は漫画のことだったよな？　それの何が問題なんだ？」と先を促うながす。

「そう、漫画のことです。私が知りたいのは、これらの漫画が、お嬢様の情操教育に有害ではないのか、という点です」

「……有害？　王魔とばらキスが？」

「そうです。世の中には青少年の健全育成に害をなす書しよ籍せきや漫画、アニメーションが多く存在すると聞きます。それゆえに、これらが有害図書に当たるかどうかについて、あなたのご意見を聞かせて下さい」

「教育省の発禁リストを閲えつ覧らんすればよいだろう」

「それはもうしました。ですが、リストに該がい当とうする書籍はありませんでした」

「ならばかまわないだろう」

「いいえ、リストは氷山の一角にすぎません。内容に即そくして具体的な判断が必要なのです」

「そうは言ってもな……」

　ヴィクトリアは腕うでを組む。

「私も、『王女と魔ま獣じゆう』については全三十三巻、『薔ば薇ら色いろのあなたにくちづけを』については最新十八巻まで政府当局の発禁データベースと照合してみたし、画像検けん索さくの有害判定および十八禁判定も一応チェック済みだ。だが、特に問題はなかったぞ？」

「では、フローラ様のほうはいかがですか？」

「どういう意味だ」

「これらの漫まん画がを読んで、フローラ様に何か変調はありませんか？　たとえば、いつもと違ちがう行動をしたり、急に漫画の内容を真ま似ねし出したり、日常生活に支障をきたしたり」

「それは日にち常じよう茶さ飯はん事じさ。フローラ様は熱ねつ狂きよう的てきな漫画好きだから、作中に出てくる台詞せりふやシーンを真似するのはしょっちゅうだ」

「そうなのですか」

「まあ、漫画好きについては少々行き過ぎなところもあるが……でも、あの子はとてもいい子だよ。私が言うのもなんだが、明るく朗ほがらかな性格で、友達想おもいだし。いくらか夢見がちなところはあるが、まあ歳とし相そう応おうだろう」

「そうですか……」

　ベルは唇くちびるに指を当てて、その意見を斟しん酌しやくする。リーゼの何百倍も漫画を読んでいるフローラにも、さしたる有害な影えい響きようはないようだ。また、共和国全土を見み渡わたしても、これらの漫画で目ぼしい事件も起きていない。逮たい捕ほされた容疑者宅から漫画やアニメのメディアが発見されることはあるが、犯罪との因果関係が立証されたケースは一つもない。

　──漫画は関係ないのか？　いやしかし……。

　ベルが考え込んでいると、ヴィクトリアが「おいおい」と呆あきれたように話しかけた。

「そんなに深刻になることもないと思うぞ？」

「なぜそんなことが言えるのですか？　現に、リーゼお嬢じよう様さまの不可解な行動は続いているのに」

「いや、だからそれはだな……」ヴィクトリアはわしわしと髪かみの毛を搔かき、彼をジトッと見る。「結論を言えば、おまえが悪い」

「私が？」ベルは首を傾かしげる。「私のどこが悪いのですか？」

「ううん……」

　ヴィクトリアは困ったようにうなる。そして、「これ以上は執しつ事じとしての守しゆ秘ひ義務に抵てい触しよくする。あとは自分で考えるんだな」と回答を拒こばんだ。

　美しい黒髪をなびかせて、女性執事が去っていく。

　彼女の姿が見えなくなると、ベルは自分の体を確かめるようにペタペタと触さわる。

「『私が悪い』ということは──」

　全身スキャン開始。

「どこか故障が？」
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　作戦時刻二三三〇。

　二十四時間営業のカフェテリアにて、男二人は別々のテーブルにつく。深夜でもそこそこ客で埋うまる繁はん華か街がいの店てん舗ぽでは、二人の姿もうまく溶とけ込んでいる。

「ビアホフ、報ほう酬しゆうの件ですが」

「まあ待て待て。おまえは単刀直入すぎていかん」

　角かく刈がりの男は間を置くように、黄金色の酒をあおる。

「そうでないとあなたはすぐにはぐらかすでしょう。ここ最近も雲くも隠がくれしていたようですし」

「プハッ、ひどい言われようだ」

「前回も前々回もそうでした。こちらが依い頼らいを遂すい行こうしたにもかかわらず、肝かん心じんの報酬はのらりくらりと──」

「ヴィクトリアのデータは送ったろ？」

「彼女のデータなら最初から知っております。あれでは報酬と言えません」

「でも契けい約やくは契約だ」

「共和国民法第二条二項こう『契約は信義誠せい実じつをもって結ぶべし』、共和国商取引法第五十六条一項『契約中の重要なる内容を意図的に説明しなかった場合、あるいは説明しなかったことに重過失がある場合、その契約は取り消しうる』とあります。あと──」

「分かった分かった。おまえと法律論を戦わすつもりはねぇよ」

　ビアホフは降参とばかりに手を挙げる。

「さすがにおまえのほうにもメリットがないと、今後の仕事にも差し支つかえるからな。埋うめ合わせは必ずする」「本当ですか」「約束する」「違い約やくした場合の保証は？」「信用ねぇなぁ……はい、そこのキレーな姉ちゃん、ビールおかわり！」「あなたは公務中でしょう」「一杯も二杯もいっしょだろ？」

　彼はあくまで軽い調子ではぐらかす。ベルは昔からいい加減な元同どう僚りように呆あきれるしかない。

　二杯目の酒を旨うまそうにあおったあと、ビアホフは「……それで、な」と急に神しん妙みようそうな声を出した。背中合わせでも相手の緊きん張ちようした気配がはっきりと伝わってくる。

　──なんだ？

「今日、おまえを呼び出したのには理由があるんだ」

「理由？」

「ゴードン・ベルリッヒの件、覚えているか？」

「もちろんです」ベルは即そく答とうする。「マフィアの取引現場を押おさえた際に、彼のこともいっしょに引き渡わたしたはずです」

「ああ、あれは鮮あざやかなお手並みだった。その点については完かん璧ぺきすぎて言うことはねぇ」

「では何が問題なのですか？」

「この件がザムスタークがらみだってのは、前に話したよな」

「ええ、だからこそ軍が介かい入にゆうしたのでしょう？」

「どうやら俺おれは……」ビアホフの声がさらに低くなる。「『虎とらの尾お』を踏ふんじまったらしい」

「虎の尾？　どういう意味ですか？」

　そこでビアホフはなおも言いにくそうにしたあと、言葉を宙にこぼすように告げた。




「影シヤツテン」




　その答えを受け、二人の間にはピシッと空気が張り詰つめる。

『影』

　それは軍で用いられる符ふ牒ちようで、正式名称は誰だれも知らない。

　大戦中、ザムスターク帝てい国こくには秘ひ密みつ組織が存在した。便べん宜ぎ上『影』と名づけられたその組織は、要人暗殺・破は壊かい活動・民衆扇せん動どうなど、ありとあらゆる工作を行い、共和国側に幾いく度どとなく辛しん酸さんを舐なめさせた。とりわけ、ベルたちの所属していた『第六』とは血で血を洗う死し闘とうを繰くり広げてきた経けい緯いがあり、その名前には深い因いん縁ねんがあった。

　最終的には、『第六』の隊長が、身を挺ていして『影』のリーダーを討うち、大戦はどうにか講和に持ち込むことができた。しかし、失った同どう胞ほうや払った犠ぎ牲せいはあまりにも大きく、とても戦争終結を素直に喜べる状じよう況きようではない。

　同じことを思い出していたのだろうか。

　ビアホフがそっと額ひたいを押おさえ、それからビールを一口あおる。

　そして切り出した。

「逮たい捕ほしたゴードン・ベルリッヒが、今け朝さ、死んだ」

「死んだ？」これにはベルも驚おどろく。「軍の管理下にあって？　自殺ですか？」

「違ちがう、殺されたんだ」

「いったい誰に」

「それがな……」彼は今日一番言いにくそうな声音になる。「ロボットなんだ。軍の」

「はい？」

「ゴードンやマフィアどもを別の施し設せつに護送する際に、事件が起きた。護送車を警備する軍のロボットの一台が、なぜか暴走し、いきなりゴードンを撃うった」

「そのロボットは」

「もちろん緊きん急きゆう停止させた。だが、肝かん心じんのゴードンは即そく死しだった」

「原因は？　ロボットを解かい析せきしたのでしょう？」

「ああ、調べたさ。だが、ロボットからは犯行時刻のデータがまるまる消えていた」

「つまり、ロボットは何も覚えていない、と？」

「そういうことだ」

　ビアホフはジョッキをあおり、まずそうに顔をしかめる。

「こんな芸当ができるのは、おまえの『魔人トイフエル』くらいしか思いつかん」

「私を疑っているのですか？」

「まさか。おまえならもっとうまくやるだろう。……というのはな」

　彼は静かに続ける。

「ロボットの機体に、痕こん跡せきが残っていたんだ。おそらく新型ウィルス」

「種類は？」

「それはまだ調査中だ。遠えん隔かく操作系か、あるいは安全装置破は壊かい系か……。いずれにせよ、何らかのウィルスをロボットに仕込み、殺人を行わせた者がいる」

「しかし、それだけでは『奴やつら』の仕業とは言い切れません」

　ベルは『影シヤツテン』という名前を直接口にしなかった。二人の間ではそれで十分に通じるからだ。

「もちろん断定はできんが、少なくとも俺おれはそう睨にらんでいる。ゴードンの奴が口くち封ふうじにあったことはまず間ま違ちがいないし、護送中に軍のロボットを操って容疑者を殺害させるなんて、そんな大だい胆たんなことをやってのける連中は限られている。……もちろん、俺の取り越こし苦労であってほしいがな」

　ビアホフは酒を飲もうとしたが、すでにジョッキはほとんど空からになっていた。いつもならさらに追加を頼たのむ彼だったが、今日はそうしなかった。

「分かっていると思うが、この件は軍の中でも最高機き密みつだ」

「ヴィクトリアには？」

「おまえから伝えてくれ。何か新しいことが分かり次第、また報告する」

「承しよう知ちいたしました」

　ビアホフはテーブルのスロットに紙し幣へいを投げ入れると、振ふり向かずにその場を立ち去った。

　ベルも会計を済ませ、立ち上がる。

　──どうやら『虎とらの尾お』を踏ふんじまったらしい。

　元同どう僚りようの言葉を思い出し、ベルは「虎の尾……」とつぶやく。『奴ら』について、ビアホフはやや恐おそれたような言い回しをしていたが、ベルは別の見方をしていた。

　やっと『しっぽ』を出したか、と。
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「お嬢じよう様さまのご様子ですか？」

　水色の髪かみの女性は落ち着いた声で返す。

　彼女はレベッカ・グリューン、十九歳。屋や敷しきに仕えて六年を数えるこの女性は、百名を超こえるメイドたちの中でも若くしてリーダーを務める。その理知的な銀の眼鏡めがねが象しよう徴ちようするように、冷れい静せい沈ちん着ちやくな判断力と堅けん実じつな実務能力は邸てい内ないの使用人たちの誰だれもが一目を置くところであり、ブライトクロイツ邸ていで最も信しん頼らいのおける使用人の一人だ。

　ビアホフと会った翌日も、ベルは引き続き情報収集を続けていた。今日からはお屋敷のメイド陣じんを当たる予定だ。

「そうです。お嬢様のことで、最近何か気づいたことがあれば教えて下さい」

「何か気づいたこと……」レベッカは頰ほおに指を当てて考える。「いささか落ち着きがないかと」

「やはりそうですか。原因は分かりますか？」

「え？」レベッカは目を丸くする。それから「ご存知……ない？」と眼鏡を持ち上げ、ちょっと頰ほおを搔かき、苦にが笑わらいを浮うかべる。ベルにはその反応が何を意味するのか分からない。

「最近のお嬢様は、どこか地に足がついていないご様子で、執しつ事じとしては大変心配しております。レベッカさんはお嬢様のことをいつも近くで見ておりますし、気づいたことがあればぜひご教示下さい」

「えーと、そう言われましても、その……」

　レベッカは言葉を濁にごしつつ、「お嬢様にも、プライバシーがありますし」と答えた。

「プライバシー……」

　ベルはその言葉を繰くり返す。

「なるほど、確かにおっしゃるとおりです。メイドには守しゆ秘ひ義務もありますし、これは質問した私のほうに落ち度があったようです」

「あーいえいえ、ベル様は別に悪くありません」

　メイド長は慌あわてて手を振ふる。

「なんと言いますか、私も詳くわしくは申し上げられませんが……こうしたことは年とし頃ごろの女の子にはよくあることですから、ご心配はいりません。むしろ警けい戒かいすべきは別のことかと」

「別のこと？」

「たとえばウチの悪あく魔まとか」

「悪魔……」レベッカがその言葉を使うときは、必ず相手は決まっている。「ビアンカ・ファルケンマイヤーのことですか？」

「そうです。あの桃もも色いろの悪魔、近ごろは隙すきあらばお嬢様に絡からもうとしてますからね。ベル様も重々お気をつけて」

　ビアンカ・ファルケンマイヤー。それはブライトクロイツ家で並ぶ者のない問題児だった。着任初日から「ウフフフ、お嬢じよう様さまったら、なんてケシカランものをお持ちなんでしょう！」とリーゼの胸むねをまさぐり、メイドたちに取り押おさえられたのはいまだに語り草だ。

「分かりました。引き続き注意したいと思います」

「くれぐれもお気をつけて」

　眼鏡めがねをきらりと光らせ、水色の髪かみのメイド長はそう念を押した。







　ちょうどそのころ、リーゼは自室で『勉強』に励はげんでいた。

　読んでいるのは少女漫まん画が。もちろんこれもフローラから借りたものだ。

「デートの料金は、殿との方がたが払う……というのはなぜかしら？　折せつ半ぱんではいけないのかしら？」

　リーゼは漫画のページに付ふ箋せんを貼はり、そこに『デート料金はなぜ殿方持ち？』と書き込む。これは後でフローラに質問するためだ。

「あ、でも週末はお稽けい古こだっけ、フローラ」

　親友の予定を思い出し、少女は残念そうな顔になる。漫画本には数ページごとに付箋が貼られているが、この疑問を解消するのは週明けになりそうだ。

　──恋れん愛あいって難しい。

　ページに栞しおりを挟はさみ、少し顔を上げて宙を見つめる。フローラから薦すすめられた恋愛漫画はどれも面白いのだが、一方で分からないことはどんどん増えていく。特に、男性との距きよ離り感かんについては何度読んでもよく分からない。漫画の中のヒロインたちはなんだかんだで片かた想おもいの彼と少しずつ距きよ離りを縮めているし、彼のほうも満まん更ざらでもない様子が見て取れる。だが、それを自分とベルの関係に置き換かえてみると、リーゼは途と端たんによく分からなくなってしまう。ベルはこちらのことなどまるで意識していないように見えるし、自分もベルのことになると距離感が全然摑つかめないし、なかなか勇気が出ない。もし、フローラに『作戦』を立ててもらわなければ、何一つ自分では行動に移せないだろう。

　作戦、か……。

　数々の作戦を決行したものの、そのどれもが玉ぎよく砕さいし、失敗はもはや両手の指では足りない。彼の表情が日に日に曇くもっていくのが自分でも分かるし、「お嬢様は頭がおかしくなってしまった」くらいのことは思われているかもしれない。そう考えるともう恋愛どころではない。

「ああ……」

　リーゼは顔を両手で押さえる。自分のした数々の失態を思い出し、頭を小さく振ふる。恥はずかしさで顔から火が出そうだ。

　──いけないわ、こんなことじゃ。もっと『勉強』して、恋愛のことを学ばないと。

　気を取り直し、リーゼはまた少女漫まん画がに視線を落とす。ページをめくるたびに疑問が浮うかび、付ふ箋せんを貼はり、時にはノートに台詞せりふを書き写す。いくぶん頭でっかちなところがあるこの十六歳の少女にとって、少女漫画はもはや完全に恋れん愛あいの教科書と化していた。

　そのときだ。




「リーゼお嬢じよう様さま、よろしいですか」




　声がした。

　ビクンと体を震ふるわせ、それから小さく安あん堵どの息を吐はく。今のはメイドの声で、ベルではない。

「どうぞ」

　リーゼが許可すると、ドアの扉とびらが開いた。ニュッと桃もも色いろのツインテールが飛び出し、相手が誰だれであるかを如によ実じつに示す。桃色の髪かみをしているのは屋や敷しきに数人いるが、こんなにクルクルと巻かれた髪をしているのはただ一人だ。

　ビアンカ・ファルケンマイヤー。リーゼからの愛称は『ファル』。

「どうしたの、ファル」

「ウフフフ、お嬢様に耳寄りの情報をお持ちしまして」

「情報？」

「ええ、お役に立ちますよ～」

　桃色のドリル髪をぐりんぐりんと指先で回しながら、メイドはぐいっと胸むねを張る。リーゼの胸も同世代の少女に比べてかなり大きいほうだが、ファルケンマイヤーはさらに上を行き、屋敷内のメイドで最大のサイズを誇ほこる。

「それで、耳寄りな情報って何かしら？」

「ウフ、それはですね……」ズバッと彼女は告げた。「ベル様を口く説どくための恋愛術です！」

「えぇっ!?　なぜそれを……!?」

　リーゼは驚おどろく。ベルに恋こいしていることは、フローラ以外には秘ひ密みつにしているからだ。

「このファルケンマイヤーに分からぬことなどありません」

　また大きな胸を張り、桃髪メイドは自信たっぷりに答えてみせる。リーゼは「知ってたの……」と恥はずかしそうに指先同士をこねこねと動かす。

「この前の『食パン作戦』、なかなかイカしてましたよ～」

「やだ、それも見てたの？」

「食パンをくわえたリーゼお嬢様、超・超・萌もえました。でも、何か足りないんですよね……」

　そこでメイドは腕うで組ぐみをして、わざとらしく残念そうな顔をする。

「な、何が足りないの？　教えてファル」

「武器ですよ」

「え？　武器？」

「男を落とすには、女の武器を使わないといけません」

「女の武器って……何？」

「ウフ、知りたいですか？」

「ぜひ知りたいわ」

「どうしても？」

「ええ、どうしても」

　リーゼは大おお真ま面じ目めにうなずく。

「ククク。それはですね……」

　そこで彼女は目を見開き、肉にく食しよく獣じゆうのごとく瞳どう孔こうをすっとすぼめた。歯は茎ぐきをむき出しにした笑みと合わせて、メイドというよりも純じゆん粋すいな少女を食い物にするペテン師の顔になっている。

「女の武器、それすなわち──」

　そこで胸むねも態度も大きいこのメイドは、あろうことかリーゼの胸をガッとわしづかみにした。




「お色気です!!」




「ふぇっ!?」

　いきなり胸を摑つかまれたリーゼはびっくりして変な声を出す。

「お嬢じよう様さまはこんなにもケシカランものを持っているんですから、ちゃんと有効利用しないと！」

「あ、あ、やめて、そんなに揉もまないで！」

「よいではないかよいではないか」

「あ、あっ、ふぁ……っ、だ、だめぇっ」

　リーゼは必死に彼女の手を振ふりほどき、距きよ離りを取る。対するファルケンマイヤーは「また大きくなりましたね、お嬢様。十六歳でこのサイズなんて、恐おそろしい子ッ」と何やら興こう奮ふんぎみだ。

「も、もう、急に何をするのよ……」リーゼは自分の胸元を両りよう腕うでで隠かくすように押おさえる。「そ、それで、先ほどの話だけど」

「ああ、『女の武器』ですね」

「そう、それはどうやればいいの？」

「簡単ですよ！　すっぽんぽんになりましょう！」

「ええっ!?」さすがのリーゼも驚おどろく。「だ、だって、そんな……裸はだかになるなんて……っ！」

「とりあえず脱ぬいでみましょう、それでどんな男もイチコロですよ？」

「キャア！　ちょ、ちょっと待ってファル！　私まだ心の準備が……！」

「なーに、天井のシミを数える間に終わりますよっ！」

「や、あっ、待って、脱がさないで、胸が見えちゃう……ッ！」
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「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、女同士ですし、脱ぬいだって減るもんじゃ──オゴポゴォッ!?」

　その瞬しゆん間かん、ファルケンマイヤーの脳天に鉄てつ槌ついのごとき拳こぶしが炸さく裂れつし、彼女の体は天地が逆になって頭から絨じゆう毯たんに突つっ込んだ。

「このバカッ……!!　お嬢じよう様さま相手になんてことしてるのよ……!?」

　メイド長、レベッカ・グリューンが右の拳を振ふり下ろした姿勢で叫さけぶ。

「ちょ、ファルが白目を剝むいてるわ！」

「大丈夫ですよお嬢様、『コレ』は殺しても死なないような人間です。では回収しますね」

　レベッカは眼鏡めがねをくいっと持ち上げ、それから気絶したままのファルケンマイヤーの襟えりを摑つかんだ。「誠まことに失礼いたしました」と一礼をしたあと、ズルズルと狼ろう藉ぜきを働いた同どう僚りようを引きずっていく。巨きよ乳にゆうメイドは口から泡あわを吹ふいた状態でぐったりしている。

「だ、大丈夫かしら……」

　心優しき少女は、自分がされたことを半ば忘れ、失神したメイドの容態を気き遣づかった。ファルケンマイヤーの奇き行こうは今に始まったことではなく、ああしてレベッカが『回収』していくのもいつものことだが、今日はさすがにドキドキしてしまった。

　──女の武器ですよ！

　その言葉が脳裏をよぎる。

「女の武器……知らなかったわ、メモメモ」

　リーゼは生き真ま面じ目めにノートに書き込むのだった。




　　　　　　　　　６




「まあまあ、そんなことがありましたの!?」

「ちょっ、フローラ、近い近い近い」

　週明け、リーゼはマイヤーリング家に招かれていた。フローラの私室で今日も今日とて『作戦会議』だ。

「私、すごく恥はずかしかったわ。その後ベルが来て、慌あわてて服を着て……」

「なるほど、色じかけとは盲もう点てんでしたわ」

「フローラ、まさか……？」

「いえいえ、さすがのわたくしもすっぽんぽんにさせるのはどうかと思いますわ。それはあくまで最終手段」

　最終手段──ということは、最終的にはアリということなのか。リーゼは一いつ瞬しゆん、体の芯しんがボッと火ほ照てった。

「ふうむ、そのメイドさんの方法論はひとまず置くとして……わたくしもちょっと反省すべきかもしれませんわね」

「反省？」

「これまでは慎しん重ちようを期するあまり、いささか消極的だったかもしれない、ということですわ」

「消極的……」

　リーゼは自分がこれまで実行してきた『作戦』を振ふり返る。がんばって話しかけたり、ウインクしたり、パンをくわえてみたり……どれも勇気を奮ふるい起こして実行してきたことだけに、それを消極的と評されてしまうと立つ瀬せがない。

　そんな少女の落ち込みに気づいたのか、

「あ、いえいえ、誤解なきよう」親友は慌ててフォローを入れる。「リーゼさんは大変がんばっておられます。問題があるのはわたくしの『見立て』です」

「見立て……？」

「わたくし、これまで一いつ般ぱん的てきな殿との方がたを想定して作戦を組んで参りました。恋れん愛あいのセオリーに従い、汎はん用よう性せいの高いアプローチ方法を試してきましたの。ですが、空から振ぶりに終わった理由が今やっと分かってきました」

「それは……何？」

　リーゼは真しん剣けんな顔で訊きく。失敗に失敗を重ねてきた理由をぜひ知りたい。

「問題はベルさんのほうにありましたの」

「ベルに？」

「実は、ベルさんは──」

　フローラはずいっと身を乗り出し、深刻そうな顔になる。リーゼはごくりと唾つばを飲み、何か否ひ定てい的てきな言葉が出てくるのを恐おそれる。




「草食系なんですの！」




「シマウマとか!?」

「それは草食動物！」

　フローラはズビッと手を振ふって否定する。

「草食系というのは、恋れん愛あいにおける消極性を指す言葉ですの。積極的に異性とつきあおうとする方を『肉食系』、そうでない場合を『草食系』と分類します」

「ああ、確かに言われてみれば……」

　リーゼはベルのことを思い浮うかべてみる。確かに、彼が積極的に異性とかかわろうとしているのを見たことは一度もない。ロボットだからそういうものだと思っていた時期もあったが、高性能ロボットの中には恋愛できる機種も多く存在するので、ベル自身の性格によるところがやはり大きいように思える。

「ベルが『草食系』だというのは、私もなんとなく分かるわ。でも、どうすればいいの？」

「簡単ですわ！」フローラはシュビッと漫まん画が本ぼんを取り出す。「『もやし系男子』第二話にはこう書かれております。『彼は草食系なんだから、女の子のほうから積極的にアプローチしなくちゃダメよ』と」

「でも、アプローチはこれまで散々してきたわ……」

　リーゼは自分の数々の失敗を思い出して声が小さくなる。

「草食系の殿との方がたにはもっと大だい胆たんな方法が有効ですの」

「大胆な方法？」

「ずばり！」

　フローラはリーゼを指差し、次なる作戦を提示した。




「デートに誘さそうんですの！」




「デッ……」

　リーゼは一度絶句し、それから「デデデデデート……ッ!?」ともつれる舌で叫さけぶ。同時に、顔が一気に耳まで赤くなる。

「そう、デートですわ！」

　フローラは自信満々に言い切る。

「ベルさんをデートに誘さそい、そこで一挙に親しくなるんですの！　初めてのデート、緊きん張ちようしながらも近づく二人、つないだ手のぬくもり、そして最後にはお互たがいの唇くちびるが──」

「あわわわわわ……」

　金きん髪ぱつの少女は両手で顔を押おさえ、苦く悶もんするように体を折り曲げる。聞いているのが恥はずかしくて耐たえられないといった様子だ。

「リーゼさん、どうしましたの？」

「だ、だってっ！」少女は真っ赤な顔で反論する。「デ、デートだなんて、は、早すぎるわ！」

「いえいえ、『もやし系男子』では出会って一ヶ月のうちに初デートになってますわ」

「え、一ヶ月で……？」

「ベルさんとはもう十年以上のつきあいでしょう？　でしたら早いも遅おそいもありませんわ」

「だ、だけど、私、こっ、恋こいするのは初めてだし、まだよく分からないし……っ」

「そこは大だい丈じよう夫ぶ！　わたくし、こんなこともあろうかと『秘ひ密みつ兵器』を用意してましたのよ？」

「秘密兵器？」

「ジャジャーン」

　フローラは一冊のノートを天高く掲かかげる。




　ときめき☆はじめてのデート　ふろーら




「フローラ、こ、これは……？」

「これはわたくしが考えに考え抜ぬいた『最強のデートプラン』ですわ」

「さいきょうのでーとぷらん……」

「そう、古今東西のあらゆる恋れん愛あい漫まん画がを読破したこのフローラ・マイヤーリングが、どうすれば殿との方がたのハートをわしづかみにできるかを法則化した『最強デートマニュアル』ですの」

「すごいわフローラ、そんなものまで作ってるなんて！　でもずいぶん表紙が傷いたんでいるのね」

「幼よう稚ち舎しやから書き溜ためてきた秘伝中の秘伝ですから」

「あなたって本当に頼たよりになるわ……」

　リーゼは何の疑いも抱いだかず、手放しで褒ほめちぎる。その瞳ひとみは尊敬の眼まな差ざし。

「これさえあれば初デートなど恐おそるるに足らず。わたくしがリーゼさんとベルさんを一日でラブラブの両りよう想おもいにして差し上げます！」

「らぶらぶ……両想い……」

　金髪の少女はポーッとのぼせた顔で宙を見つめる。言葉の響ひびきに酔よったように体が傾かたむき、瞳がキラキラと輝かがやき、祈いのるように手を組む。最近恋愛漫画を急激に摂せつ取しゆした少女は、『デート』『ラブラブ』『両想い』などの言葉に誇こ大だい妄もう想そうに近いイメージを抱いていた。頭の中では白馬に乗ったベルが颯さつ爽そうと現れ、お姫様だっこで彼女をエスコートする幻げん影えいが駆かけ巡めぐる。

「私……が、がんばってみようかな……デ、デート」

「その意気ですわ！　さあ、これを！」

　フローラは伝説の武器でも授けるように、一冊のノートを少女の前に差し出す。

「ありがとうフローラ」リーゼはぎゅっと胸むねにノートを抱きしめ、決意を述べる。「私、あなたのノートで『らぶらぶ』を目指してみるわ」

「わたくしも全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってバックアップしますわ！」

　ノートを挟はさんで、二人の少女はひしと手を握にぎり合う。

　こうして、『ときめき☆はじめてのデート』作戦は始動したのだった。










　　　　　第四章　お嬢様、初デートをする。







　　　　　　　　　１




「『土竜マオルヴルフ』がそんなことを言っていたのか……」

　長い黒くろ髪かみをなびかせ、ヴィクトリア・アーデルハイトは苦にが々にがしげにつぶやく。その表情は憂うれいを帯おびており、美しい形の眉まゆがひそめられている。ちなみに『土竜マオルヴルフ』はビアホフのコードネームだ。

「確かなのか？」

「『影シヤツテン』のことに関してはあくまで推測です。ただ、ゴードン・ベルリッヒという容疑者が護送中に射殺されたことは事実です」

「そうか……」

　ブライトクロイツ邸ていの廊ろう下かで、二人の執しつ事じは静かに言葉を交わす。それぞれの主人──リーゼとフローラは室内で談笑しているため、この場には二人だけだ。

「ヴィクトリアはどう思いますか？」

「信じたくはないし、とても信じられん。あのとき確かに、我ら『第六』は『影』を壊かい滅めつさせた。首領格の『総統フユーラー』も倒たおしたはずだ。それでも奴やつらは滅ほろんでいないのか？」

「分かりません」ベルはあくまで淡たん々たんと返す。「現状では情報が少なすぎて、判断の前提に欠けます」

「しかし、仮に今回の暗殺事件が『影』の仕業として……なぜ今になって奴らは動き出したのだ？　戦後十二年も経たち、今さら弔とむらい合戦でもなかろう」

「確かに、その点は私も疑問です。終戦直後であればまだしも、軍縮ムードが著いちじるしい今となっては、ザムスタークがユスティーツに軍事的干かん渉しようをしてくる理由が乏とぼしいと思われます」

「軍縮ムードという意味では、もしかしてアレかもな」

「アレとは？」

「第八世代型軍事ロボット削さく減げん法案」

　──！

　その言葉に、ベルはにわかに身を乗り出す。

　ヴィクトリアは静かに続ける。

「もちろんおまえも知っているだろう、今度の法案が世界の軍ぐん需じゆ産業界を激げき震しんさせているのを。まあ、儲もうけ口がごっそり無くなるのだから当然だが」

「それは存じております。今までも『ロボットＩＤ管理法』改正案や『ロボット兵器の入札規制』の厳格化など、何かを提案するたびにいろいろと妨ぼう害がいがありました」

「だろうな。そして、今回が一番妨害が激しいだろう？　なにせ第八世代全部の削減だ。これをやられると、軍需産業は確実に干ひ上あがる。死に物狂ぐるいで法案を廃はい止しに追い込むだろうな」

「おっしゃることはごもっともです。とすると、今になって『影』が動き出した理由は、今回の削減法案が原因だと？」

「あくまで推測さ。まあ、その第八世代である我々が、こんなことを心配するのも妙みようなものだがな」

　ヴィクトリアは肩かたをすくめ、小さく息を吐はく。

　──可能性としてはどうだろうか？

　ベルは彼女の言うことを検けん討とうしてみる。

　リーゼが率いる『国境なき平和財団』は、確かに軍事ロボットの削減法案を政府に働きかけている。法案が成立すれば軍需産業をはじめ、これまでの市場や利権を失う者は少なくない。

　──だとしても、ザムスタークがそこまでするだろうか？

　ユスティーツの軍事ロボットにウィルスを侵しん入にゆうさせ、容疑者を殺害。こんなことをすれば外交問題どころか全面戦争にだってなりかねない。果たしてそこまでの強きよう硬こう手段をザムスタークが採とるかというと、やはりそこには疑ぎ問もん符ふがつく。そもそも、今回の暗殺事件に『影』が関係しているというのもビアホフが述べた推測に過ぎず、相手の狙ねらいが今回の『法案』に関係していて……という話は、仮定に仮定を重ねすぎて、いささか論理の飛ひ躍やくがある。

　──だが、もしそうだとすれば、真っ先に狙ねらわれるのは……。

　お嬢じよう様さまだ。

「分かりました。ここは最悪のケースを想定すべきでしょう」

「それがいい。いずれにしたって、おまえのところのお嬢様は今や反戦と軍縮の世界的シンボルだ。ザムスタークに限らず、亡き者にしたい連中は多い」

「亡き者……」

「すまん、言い過ぎた。もう少し言葉を選ぶべきだったな」

「いえ……」

　しばらく沈ちん黙もくが二人を包み、重苦しい時が流れる。

　洗せん濯たく用の衣服を運ぶメイドが二人ほど横切り、それが廊ろう下かの角を曲がったときだ。

「なあ、ベル」

「なんですか」

「おまえ、今……武装は？」

「重火器の所持はありません」

「じゃあ……」ヴィクトリアは声を潜ひそめる。「攻こう撃げき手段は『魔人トイフエル』だけか？」

「そうです」

「それはまた極きよく端たんだな。まあ、おまえの『魔人』があれば、なまじの武器は意味をなさないだろうが……」

「そういうヴィクトリアはどうなのですか？」

「私の武装か？」

「ええ。……現在、私のスキャンでは物理的な兵器を搭とう載さいしていないように見えます」

「コ、コラ、勝手に人の体を覗のぞくな！」

　彼女は自分の胸むな元もとを両りよう腕うでで押おさえる。その頰ほおは内心の羞しゆう恥ちを表して朱しゆに染まっている。

「わ、私は昔から『コレ』に決まっている」

　ヴィクトリアはコホン、と咳せき払ばらいをして、右手を軽く振ふるった。すると、かすかな金属音とともに手のひらに小さな穴が開き、そこから一条の赤い光が伸のびた。

　それは鮮せん烈れつな光の剣けん。

「粒子循環電刀ビーム・レイピア……」

「そうだ。やはり武器は使い慣れたものに限る」

　そう言うと、彼女は胸元からハンカチをひらりと空中に投げた。そして次の瞬しゆん間かん、彼女の右手が高速で動き、ハンカチが光に包まれる。

「腕は落ちていないようですね」

「だろ？」

　ハンカチには数十個の穴が空あいており、それはマイヤーリング家の『家か紋もん』の形にかたどられている。ビーム兵器は出力調整が極きわめて難しく、ハンカチ程度ならかすめただけで燃え尽つきてもおかしくない。それを一いつ瞬しゆんのうちにここまでコントロールできるのは最さい新しん鋭えいの軍事ロボットでもほとんどおらず、神かみ業わざといってよい。

　赤い光の剣けんが短くなって消える。

「もし、その情報が本当で、『影』の残党が生きているのなら……」

　黒くろ髪かみの美女は、鋭するどい瞳ひとみで告げる。

「今度こそ叩たたき斬きって冥めい府ふの底に沈しずめてやる」

「…………」

　ベルは何も言わず、ハンカチに空いた紋様を見つめる。昔から闘とう争そう心しんが強く、第六でも『戦乙女ヴアルキユリア』と呼ばれた彼女の性格は、十年以上の時を経へても変わっていない。熱くなりやすい彼女と、いつでもクールな彼は、対照的でありながらも息の合ったコンビで作戦を遂すい行こうし、数々の戦果を上げたものだった。

　またあのころと同じように、肩かたを並べて戦うことになるのだろうか。

　ふと、そんなことを思っていたときだ。

「……なんでしょう、フローラ様」

　ヴィクトリアが耳元を押おさえ、『通信』を始める。

「はい……？」

　その表情が曇くもり、一いつ瞬しゆん、ベルのほうを見る。それから「ええ、はい、ここにおりますが……そうですか、はい……仰おおせとあらば……」と続け、それから通信を切った。

「…………」

　彼女は何やら不本意そうな顔で、ベルを見つめる。

「どうしました？」

「気が進まないが、フローラ様のご要望とあらば仕方ない……」

「……？」

「おい、そこの朴ぼく念ねん仁じん」

「もしかして私のことですか？」

「ちょっと来い」ヴィクトリアは指先をくいくいと動かし、彼を招く。「今からする質問に正直に答えるんだ」

「どうしてですか」

「どうしてもだ。……最初の質問。おまえが好きな外出先はどこだ？」

　彼女は強引に質問を始める。流れから言って、フローラの命令を受けての行こう為いのようだが、ベルには話が見えない。

「その質問にどのような意味があるのですか？」

「いいから答えろ。どこか行きたいところはないのか？」

「ございません」

「つまらん奴やつだな。……では次の質問、『海の見える丘』と『夜景の綺き麗れいな展望台』。この二つならどちらに心が惹ひかれる？」

「私のＥＰＡ数値が低いことはあなたもご存知でしょう？　そうした質問に答える価値判断はできません」

「くっ……おまえと話しているとイライラする」

「申し訳ございません」

「では第三問。女性の服装では、どんなものが好みだ？」

「分かりません」

「ほら、何かあるだろう。派手に着飾ったものとか、露ろ出しゆつが高いものとか、体の線が強調されるものとか……」

「分かりません」

「好きな料理は？」

「そもそも食事を必要としません」

「は……初デートで、女の子と手をつなぐのは……アリかナシか……」

　彼女は急に口ごもる。

「なぜ私にそんなことを訊きくのですか？」

「い、いいから答えろっ。は、初デートで手をつなぐことについて、おまえはどう思うんだ？」

「どうも思いません」

「そうか……。ま、まあいい。で、では次、初デートで──」

　ヴィクトリアの質問は続き、それは三十を数える。質問事じ項こうを読み上げる彼女の顔がだんだんと赤くなり、途と中ちゆうからはいささか自や棄け気味になる。

　ただ、そんな女性の感情の機き微びなどはまるで意に介かいさず、ベルは淡たん々たんと質問に答えた。「分かりません」「考えたことがありません」を連発して、そのたびにヴィクトリアがイラッとした顔になる。

　五分後。

　速そく射しや砲ほうのような質問攻こう撃げきが終わると、彼女は「これでよろしいですかフローラ様」と再び通信を始めた。わずかにやりとりがあったあと、

「なぜ私が、こんな役を……」

　不本意そうにしながら、ヴィクトリアは彼の背後に回りこむ。

「なぜ背後を取るのですか？」

「おまえはあっちを向いてろ。──今から『作戦』が始まる」

「作戦？」

　ベルは状じよう況きようが理解できぬまま、とりあえずその場で待つ。すると、廊ろう下かに面したドアが開き、金きん髪ぱつの少女が顔を出した。

　だが、少女はすぐに顔を引っ込める。

「お嬢じよう様さま……？」

　ちらちらと、ドアの陰かげで金髪が揺ゆれる。「ほら、リーゼさんがんばって！」「で、で、でも心の準備が……っ！」「うちのヴィクトリアも協力しますから、さあ！」「ま、待って、押おさないでっ！」というやりとりが聞こえる。

　やがて、背中からぐいぐいと押されながら、リーゼがドアの向こうから姿を現す。いかにも不安そうな表情で、ベルと目が合うと泣なきそうな感じで瞳ひとみを潤うるませ、視線があちこちをさまよう。完全に挙きよ動どう不ふ審しんだ。

「おい、行ってやれ」

　後ろからヴィクトリアがこづく。

「なぜですか」

「問答無用」

　今度はヴィクトリアが、ベルの背中をぐいぐいと押す。二人は廊下を少しずつ進み、やがて向かい合う。リーゼはフローラに押され、対するベルもヴィクトリアに押される格好だ。

「お嬢様、何かご用事ですか？」

「う、あ、うぅ……」

　リーゼは脅おびえる小動物のようにビクリとして、後ずさろうとするも背中を押す親友のために退くことができない。「リーゼさん、打ち合わせどおりやればいいんですのよ？」とフローラが小声でアドバイスをしている。

「う、打ち合わせ……そ、そうだ！」リーゼは思い出したように台詞せりふを口にする。「ベ、ベル、こ、今度の休日だけど……ご都合はどうかしら？」

「午前九時に『財団』の遠えん隔かく通信会議があります」

「そう、例の法案作成が大おお詰づめだから、明日は重要なのよね。関係者の間で調整するにしても、骨ほね抜ぬきにならないように規制や罰ばつ則そくの実効性を確保しないと──って、そうじゃなくて！」

　ズビシッ、と少女は手を横に振ふる。

「それは私の都合でしょ！　私が訊ききたいのはベルの都合！」

「私ですか？　お嬢様の言いつけ次第ですが？」

「そ、そうだったわね。だったらっ」リーゼは出鼻をくじかれながらも必死にがんばる。「か、会議が終われば、予定は大だい丈じよう夫ぶ……なのね？」

「そういうことになります」

「じゃあ、い、いっ、いっ……」

「い？」

「い、いっしょに食事でも、ど、どうかしらっ？」

　そこまで言うと、リーゼは真っ赤になって両手で顔を覆おおった。これは彼女なりのデートの申し込みであったが、

「いっしょに食事？」

　この執しつ事じはまったく別の意味で捉とらえていた。

　──いっしょに食事……。

　彼の頭脳の中ではいつもの食事風景が思い浮うかぶ。

「『いっしょに食事』と言われましても、お嬢じよう様さまはお食事の際に、いつも私と同席しておりますが──ウッ」

　背中をギュウッとつねられる。

　彼が振ふり向くと、ヴィクトリアが不ふ愉ゆ快かいそうな顔で、

（貴様は馬ば鹿かかっ！）

　ロボット同士にだけ聞こえる通信で叫さけんだ。

（どういう意味ですか？）

（いいから『はい』と答えろ！　さあ！）

（おっしゃる意味が分かりません）

（くっ……）

　二人の執事が水面下で応おう酬しゆうしていると、

「ベル……」

　リーゼが泣なきそうな顔で彼を見上げていた。返事がないので、不安と落らく胆たんが顔いっぱいに広がっている。断られると思っているのだ。

「…………」

　彼はしばらく電子頭脳内で計算を繰くり返したが、リーゼの意図がどうあれ、ここは主人の要求に答えるのが執事の務つとめだと判断した。

「了解しました」

　すると、リーゼは「えっ」と短く叫ぶ。

「いっしょにお食事をすればよろしいのですか？」

「え、あ……い、いいの!?」

「もちろんです」

　ベルが答えたところで、背後にいるヴィクトリアがぐいっと彼をつねった。

（笑え）

（なぜです？）

（いいからさっさと笑え！）

（はあ……）

　仕方なく、ベルは口元に笑みを浮うかべた。彼としてはプログラムどおりの何気ない微び笑しようだが、普ふ段だん無表情の彼が見せる珍めずらしい笑顔に、リーゼは「あ……」と驚おどろき、赤い顔がさらに赤くなり、のぼせたようになる。

「じゃ、じゃ、じゃあ……」

　もじもじと指を動かし、少女は上うわ目め遣づかいで尋たずねる。

「ＯＫ……ってこと？」

（『当日が待ち遠しいです』と答えろ）

（なぜですか？）

（いいから言えっ！）

「……当日が待ち遠しいです」

「そ、そうっ！　ありがとう！　わ、わ、私も楽しみにしてるわっ！」

　リーゼはそう言うと、感かん極きわまったように口元を押おさえる。青い瞳ひとみにジュワッと涙なみだの粒つぶが浮かび、それから振ふり返って親友と目を合わせる。フローラはうんうんとうなずいており、リーゼは「フローラ！」と彼女の胸むねに飛び込み、二人はひしと抱き合う。それは勇気を出して苦難を乗り越こえた娘が、母親に抱きとめられるような光景だ。

「やったわ、私、やったわ……！」「大成功ですわリーゼさん！　わたくし、感動いたしましたわ！」「ありがとう、フローラのおかげよ！」

　作戦の成功を口々に喜び、二人の少女は引き上げていく。ベルは「……？」と首をひねり、その姿を見送る。

　二人の姿が室内に消えると、

「ヴィクトリア」

「なんだ」

「一連のやりとりの解説をお願いしてもよろしいですか」

「断る」

「では、ひとつだけでもお聞かせ下さい。お嬢じよう様さまはなぜ、二人で出かける程度のことであんなに喜んでいらっしゃるのですか？」

「くっ……」ヴィクトリアは人差し指を彼に向けて叫さけぶ。「私は昔からおまえのそういうところが嫌きらいだっ！」

　そして美しき女性執しつ事じは、肩かたを怒いからせてのしのしと彼の元を去っていった。

　ベルは首を傾かしげる。

「何を怒おこっているんです？」
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　そしてデート当日。

「……それと、法案の目的部分ですが、メディア向けのペーパーは少し主張が弱いと思います。なぜ他でもない『第八世代型』の規制が必要なのか、論ろん拠きよを科学的データで補強して下さい。特に先の大戦での犠ぎ牲せい者しや数については必ひつ須す。あとは──」

　少女はモニター越ごしにテキパキと指示を飛ばし、自みずから設立した『国境なき平和財団』の活動を取り仕切る。その仕事ぶりは十六歳とは思えぬほどの的確さで、ある種の風格すら漂ただよう。

　空中に浮うかんだ画面は十以上に及および、ほぼ同時進行で少女は事務処理をこなしていく。たおやかな指が立体ホログラムのキーボードの上で踊おどり狂くるい、美しい声で指示を出しては音声認識に答えたコンピュータが処理を加速させる。その姿はまるで電子世界を率いる女王のごとくだ。

　高速かつ優ゆう雅がな処理が一段落したところで、

「それでは、今後とも皆みな様さまのお力ちから添ぞえをよろしくお願い申し上げます」

　礼れい儀ぎ正しく一礼をして、モニターの遠えん隔かく通信が切れる。短く「フウッ」と息を吐はき、少女は肩かたを撫なで下ろす。

　その途と端たんだ。

　キリリと引き締しまっていた横顔が、まるで別人のごとく急に不安げな色に取って代わる。

「あ、あわわ、早く着ていく服を選び直さないと……」

　リーゼはわたわたと自室に取って返し、部屋に入るやいなや今着ている洋服を脱ぬぎ捨てる。ベッドの上には昨日から用意している衣類が散乱しており、彼女の精神状態を表している。

「や、やっぱりデートなんだから、派手な服にすべきよね……で、でも、あんまり派手すぎても落ち着きがない感じになるし、そもそもベルの服の好みがよく分からないし……」

　リーゼは服を自分に合わせながら、あーでもない、こーでもないと迷い続ける。そうこうしているうちに約束の時刻は近づき、彼女の焦あせりはますます強くなる。

　ど、どうしよう……もう時間がないわ……っ！
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　作戦時刻一〇一〇。

　美しき金きん髪ぱつ令れい嬢じようと、華か麗れいなる黒くろ髪かみ執しつ事じは、目的地へと向かって車を走らせていた。

　自動運転に指示した先は『パンドラ・パルク』。世界三大遊園地の一つで、創立者のパンドラ・ヴォルトは共和国屈くつ指しの実業家としても名高い。何より、この遊園地内の『海の見える丘レストラン』は恋こい人びとたちの聖地として知られる有名スポットであり、展望台を兼かねる特等席で食事をすると永遠の愛が約束されるという伝説がある。

　と、いうロマンティックなデートプランだったが、この執しつ事じにとってそんなことはまるで関係ない。

　──危険度Ｆ、Ｆ、Ｆ……脅きよう威いなし。

　いつもどおり、すれ違ちがう人・物・車をすべてスキャンし、即そく座ざに危険度を判定する。それ以外にも、尾び行こうがいないか、不ふ審しん車両がないか、狙そ撃げき手しゆがいないか、衛星による監かん視し対象になっていないか──一国の首脳を警護するＳＰと同じか、あるいはそれ以上のレベルで警けい戒かいの網あみを広げる。車両はもちろん防ぼう弾だん、対戦車地じ雷らいでも乗客だけは無事になるような安心設計。それもこれも、すべてはリーゼお嬢じよう様さまの安全のためだ。

　ゆったりとした後部座席には、リーゼと二人並んで座っている。それはいつもの通学や移動と変わらぬ風景だったが、今は少女の様子が違ちがった。

　──視線感知。

　ベルは正面を向いたまま、左ひだり隣どなりにいるリーゼの視線を先ほどから感じていた。ちらちらと彼を見ては、何か言いたげに唇くちびるを動かし、でも結局は指をもぞもぞと動かすばかりで何もしてこない。豊かな胸むな元もとに押おし付けられた麦むぎ藁わら帽ぼう子しがさっきからへこんだり膨ふくらんだりしており、少女の膨らむ期待と不安を表しているかのようだ。

「……お嬢様？」

「ひゃいっ！」

　ベルが声を掛かけると、リーゼは脳天から飛び出るような奇き声せいを発した。

「なななな、何かしら？」

「いえ、先ほどから目配せをなさっておられるので、何かご用事かと」

「あ、その……」

　リーゼはにわかにもじもじと体を動かし、上うわ目め遣づかいで彼を見つめる。その手は今着ている白いワンピースの上に置かれている。

「きょ、今日の服……どう、かな？」

　──絶対に相手の服を褒ほめるんだ。絶対だぞ！

　ヴィクトリアから口を酸すっぱくして言われた助言を思い起こし、ベルは返答を決定する。

「よくお似合いですよ、お嬢様」

「ほ、本当!?」

「本当です」

　リーゼの顔がパアッと明るくなる。それから自分で自分を抱くように胸を押さえて「良かったわ……」と安あん堵どした声を出した。

　いったい何がそんなに嬉うれしいのだろう？

「今日は楽しみね、ベル」

　だいぶ機き嫌げんを良くしたのか、リーゼは満面に笑みを浮かべる。リボンのついた麦むぎ藁わら帽子を胸むねに抱きしめ、実に幸せそうだ。

　とにかく、ご機き嫌げんがうるわしいのはけっこうなことだ。

「そうですね、楽しみです」

　執しつ事じは模も範はん解答を告げると、リーゼは赤い顔になって窓まどのほうを向いた。
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　同時刻。

　巨きよ大だい遊園地『パンドラ・パルク』の入り口には、二つの人ひと影かげがあった。

「あの、フローラお嬢じよう様さま」

「なんですの？」

「本当に尾び行こうするんですか？」

「当然ですわ。わたくしはリーゼさんの恋こいの指南役。最後まで見届ける義務がありますの」

「しかしですね……」

　壁かべに隠かくれるようにしながら、ヴィクトリアは眉まゆをひそめる。視線の先にはベルとリーゼが連れ立って遊園地の通りを歩いており、美男美女の取り合わせに周囲の注目が集まっている。

「これはただのストーカーでは……」

「あっ、角を曲がりましたわ！　わたくしたちも行きましょう！」

「あの……」

「急ぎますわよ！」

　銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして、少女は勇いさんで走っていく。お守り役を仰おおせつかった女執事もしぶしぶといった感じで後に続く。

　なぜ私がこんなことを……！

　ヴィクトリアは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でベルたちの後を追う。ちなみに今は二人とも『変装』をしており、フローラは紺こん色いろのズボンを穿はいたボーイッシュな格好、ヴィクトリアは爽さわやかな白いブラウスに水色のスカートというコーディネートだ。

「くっ……」

　走るたびにスカートの裾すそが舞まい上がり、太ももが露あらわになる。タキシード以外を着ることなど滅めつ多たにないヴィクトリアにとって、こういう女性らしい服装は正直苦手とするところだ。しかし主人の命令とあらば逆らうわけにもいかず、普ふ段だんは後ろで結んでいる髪の毛も、今はストレートに下ろしている。

「よし、ここでいったん待機ですわ」

　フローラがとあるショップの前で立ち止まる。ファンシーなぬいぐるみに顔を隠すようにしながら前方を窺うかがっていると、店員が不ふ審しんげに少女を見つめ、ヴィクトリアはなんだか恥はずかしくなる。

「お嬢じよう様さま、そうやって隠かくれるとかえって怪あやしまれます」

「ほら、そこよリーゼさん！　もっとアグレッシブに！」

　フローラは双そう眼がん鏡きようを構え、体をゆさゆさと動かしながら声せい援えんを送っている。「ほら、そこ！」「今よ！」「ああん、じれったい！」と、まるで格かく闘とう技ぎの観戦をしているかのようだ。

　どうしてこうなった……？

　麗うるわしき女執しつ事じは頭を抱えながら、わが身の境きよう遇ぐうを嘆なげくのだった。
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　スキャン開始、判定Ｆ、脅きよう威いなし。同じくＦ、脅威なし。同じく──。

　どこまでも任務に忠実な執事は、すれ違ちがう来場者全員の体をスキャンしていく。人間かロボットか、武装していないか、不審な動きはないか、接近してくる者はいないか。すべての要素を総合的に、しかも一いつ瞬しゆんのうちに判断できなければ外出中の護衛任務は務まらない。ごった返す園内には『Ｆ』の判定があふれかえり、時々『Ｅ』の判定が入り混じるときはたいてい遊園地内を巡じゆん回かいするロボットだ。

「あ、その……」リーゼが話題を作るように言う。「あのロボット、とても個性的な形ね」

「あれはＤＧ‐００８型です。通称『デゴハチ』の愛称で親しまれているようです」

「へえ、デゴハチ。お、面白い名前ね」

「そうですね」

　ここ、パンドラ・パルクの警備ロボットは『不思議の国』というコンセプトを壊こわさぬように、通常とはかなり異なる形状をしている。一いつ般ぱん的てきに警備ロボットというのはいかつい男性型ロボットが多いが、ここでは滑なめらかな白い円柱形に黄色い縁ふち取どりという明るいデザインをしており、ほとんど掃そう除じロボットと区別がつかない。客に威い圧あつ感かんを与えないように、という運営サイドの配はい慮りよが見て取れる。

　──Ｆ、Ｆ、Ｆ、Ｆ、Ｆ、Ｆ……。

　そんな不思議の国で、ベルは余念なく警けい戒かいを続ける。今のところ、不審者や警戒すべき事象はない、と言いたいところだったが──

　ヴィクトリア？

　もちろん彼は気づいていた。一応は変装をしているが、遠くの角から覗のぞいているのは明らかにヴィクトリア・アーデルハイトで、その隣となりにいるのはフローラ・マイヤーリング。二人とも、遊園地に来てからずっとこちらを注視している。追いかけてくるでも、話しかけてくるでもなく、一定の距きよ離りを置いている様子はまさに『尾び行こう』だ。

　──あの二人はいったい何をしているのだ？

　そのときだ。

　リーゼが「あ、あの……」と口を開いた。

「なんでしょう、お嬢じよう様さま」

「その、えっと……」

　少女はちらちらと手に握にぎり締しめた冊子『ときめき☆はじめてのデート』を見ながら、「い、いっしょに、歩かない？」と申し出る。

「はい？」彼は首をひねる。「今もこうして、いっしょに歩いておりますが？」

「ううん、そ、そうじゃなくってっ！」少女は冊子を確認しながら必死に訴うつたえる。「ほら、ベルはいつも、私から少し離はなれて後ろを歩くじゃない？　でも、漫まん画がだと恋こい人びと同士が並んで歩くのが普ふ通つうなの！」

「恋人同士？」

「あっ、はわっ、違ちがうの！　……だめ、かな？」

　リーゼは上うわ目め遣づかいで、青い瞳ひとみを潤うるませて懇こん願がんする。

　──主人命令と解かい釈しやく。

「承しよう知ちいたしました。では、隣となりに並びましょう」

　二人は、互たがいの肩かたが触ふれ合うぎりぎりくらいの位置で、並んで歩き始める。途と端たんに、少女の瞳が嬉うれしそうに輝かがやき、足取りもどこか軽くなる。

　──？　お嬢様はなぜ嬉しそうなのだろう？

　理り屈くつは分からないが、執しつ事じは自分の選せん択たくに肯こう定てい的てき評価を出す。

　とにかくご機き嫌げんがうるわしいのは良いことだ。

　ちらりと背後を振ふり返ると、なぜかフローラが嬉しげにヴィクトリアに抱きついていた。
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「さっきのコーヒーカップ、面白かったわね」

「それは結構なことです」

「わあ、あそこに見える大きい船は何かしら？」

「あれは『天空海かい賊ぞく船せん』と呼ばれるアトラクションです」

「その隣は何？」

「あれはパルク名物、スパイラル・ジェットコースターです」

「乗ってみたいわ」

「仰おおせのままに」

　作戦時刻一一四〇、遊園地に入って三十五分経過。

　リーゼは緊きん張ちようがほぐれてきたのか、今はだいぶベルと話すようになっていた。あちこちの遊具やアトラクションを指差しては、「あれは何かしら」「あっ、これも面白そう」と声を弾はずませる。そうした様子を見ていると、ベルは前に遊園地に来たときのことを思い出す。

　それはリーゼが六歳のときだった。

『リーゼねー、んとねー、あのおっきくて、ぐるぐるまわるやつに、乗りたいのー』『かしこまりました』『ベルもいっしょだよー』『かしこまりました』『あれに乗ったら、雲の上まで行ける？』『それは無理です』『ぶー。つまんない』『申し訳ございません』『でも乗るー』

　色いろ褪あせない電子頭脳の記き憶おくは、十年の歳月を経へて少女の声を蘇よみがえらせる。

　そこには『懐なつかしい』という感傷はない。ただ、ベルはこうした記憶を再生すると、ＥＰＡ数値がわずかに変動するのをいつも感じた。それは誤差といってよい微び妙みような数値上昇だったが、それがどうしてなのかは今でも分からない。

「ベル？　どうしたの？」

「はい？」

「ちょっと今、考え事してたでしょう？」

「なぜお分かりになるのですか？」

「え？　だって、そのくらいは分かるわ。ずっとベルといっしょにいるもの。……ベルって、考え事をすると遠い目をするよね」

「そうなのですか」

「ええそうよ。それで、何を考えていたの？」

「お嬢じよう様さまのことです」

　それは何気ない返答だった。

　だが、言われたリーゼは急にのぼせたように赤い顔になり、「わ、わ、私のこと？　そ、そうなんだ……」とうつむいてしまった。

「お嬢様？」

「う、ううん、大だい丈じよう夫ぶ。……ちょっとドキドキしただけ」

　リーゼが赤い顔のまま、先に歩き出す。執しつ事じはすぐに追いついて、その横に並んで歩く。

「ええと、何に乗るんだったっけ……」

「天空海かい賊ぞく船せん、およびスパイラル・ジェットコースターです、お嬢様」

「そ、そうだったわね」

「行列ができていますが、いかがしますか」

「じゃあ、な、並びましょう……」

　そのときだ。

　かすかに、リーゼの耳元が光った。それはイヤリング型の通信機。

「ご、ごめん、ちょっと待ってて」

　少女はあたふたと道の端はしまで小走りになり、イヤリングを操作する。

　やがて、

「どうしたのフローラ」『リーゼさん、なかなかいい雰ふん囲い気きですわね』「み、見てるのっ!?」

　と会話が聞こえてきた。

「い、いったいどこにいるの!?」

『今はリーゼさんの真後ろにある時計台ですわ』

「あ……」

　リーゼが視線を向けると、遊園地内にいくつもある派手な電飾の時計、そのふもとに二人の人物がいる。ベルは入場当初から認識していたが、リーゼが気づいたのはたった今のようだ。

「来てくれたんだ……」

　リーゼの瞳ひとみが少しだけ潤うるむ。それは心強い親友の登場に、心底感謝している顔だ。

『当然ですわ。このフローラ・マイヤーリング、敬愛するリーゼさんのためならば地の果てでもお供ともしますわ！』「ありがとう、フローラ……」

　少女が感謝の気持ちを伝えていると、

『それはさておき！』フローラが電話越ごしに声を張り上げた。『リーゼさん、何をぐずぐずしておりますの？　今がチャンスですわよ！』

「チャ、チャンス？」

『わたくしが見るかぎり、今のお二人はたいへん良い雰囲気ですわ。ここはさらに次のステップに進まないと！』

「次のステップ……あ、そうか！」

　リーゼはハッとした様子で、バッグから例の冊子『ときめき☆はじめてのデート』を取り出す。付ふ箋せんだらけのページをパラパラとめくり、そして、「あっ」と息を吞のむ。

「ステップ２……」

『そうですわ。リーゼさんはすでにその高みに達しておりますの』

「だ、だめよっ！」

　リーゼはぶんぶんと首を振ふる。

「そっ、そんなのまだ早すぎるわ！　私たち、今日が初デートなのよ！」

『何をおっしゃるんですの！　恋れん愛あい漫まん画がでも初デートでそのくらいまでは行きますわ！　『夢なら醒さめないで』第十六話、『君の瞳はシューティングスター』第三十五話、『雪なんて降らねぇよ、夏』特別読み切り編……枚まい挙きよに暇いとまがありませんことよ？』

「で、で、でも……」少女はなおも抵てい抗こうする。「い、いきなり、そんなことをしたら……神様が雲の上から見てらっしゃるわ」

『恋こいはヤバイほうが燃えるって、今月号のコミックプリマヴェーラの『突とつ撃げき☆恋占うらない』にも書いてありましたわ！』

「だ、だだ、だけど、私……私……」

　リーゼは叫さけんだ。




「手をつなぐなんて、早すぎるわ！」




　思わず声が大きくなったことを心配したのか、リーゼはハッとしてベルのほうを見る。正直、彼にはすべての声が筒つつ抜ぬけであったが、今は黙だまってそ知らぬふりをしていた。

　──手をつなぐ？　それは昔から幾いく度どとなく繰くり返してきたことでは……？

　リーゼの幼少時代から仕えているこの執しつ事じにとって、手をつないだり、おんぶしたり、抱え上げたりといった行こう為いは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。今さら何が『早すぎる』のか。

　しばらくベルは、リーゼの様子を見守っていた。少女は「えっ」「でも」「だけど」「そんな」「心の準備が」と同じような台詞せりふを繰くり返し、最後は「……分かった、私、ゆ、勇気を出してみる。うん、ありがとうフローラ」と通話を切った。

　そして。

「あ、ご、ごめんねベル、まま、待たせちゃって」

「いえ、かまいません」

「じ、じゃあ、つ、つづきを、ししししましょうか」

　盛大に台詞を嚙かみながら、リーゼはカチコチの体で歩き出す。

　──なんだ……？

　少女の様子は明らかに変だった。先ほどまでも緊きん張ちようした印象はあったが、今はそれに輪をかけてひどい。顔が強こわ張ばり、視線が泳ぎ、まるで旧世代ロボットのようにぎくしゃくしている。

　ついには右手と右足がいっしょに出始めたところで、ベルは話しかけてみた。

「お嬢じよう様さま、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「えーと、最初はさりげなく偶ぐう然ぜんを装い、指先が少しだけ触ふれる、それで、ドギマギする二人。でも、どちらからともなく二人は手を伸のばし、その手はやがて絡からみ合い──」

「お嬢様？」

　ベルは静かにリーゼのほうを覗のぞき込む。少女は顔を突つっ込むようにして『ときめき☆はじめてのデート』という例のノートに没ぼつ頭とうしており、彼の言葉が耳に入っていない様子だ。

「……よしっ」

　少女はパタンとノートを閉じて、顔を上げる。決意が固まったようだ。

　何を考えておられる……？

　相手の意図が読めずにいると、少女はちらりと彼を横目で見て、それから静かに深呼吸をした。珍めずらしく口紅を塗ぬった唇くちびるに、きゅっと力が込められる。

　そして、彼のほうを見ないようにしたまま、そっと、左手の指先が、彼の指に触れた。だがそれは接せつ触しよくした瞬しゆん間かんに静電気でも発したかのようにバッと引っ込められる。

　──[image: はてな]

　ベルは首を傾かしげる。先ほどの独り言からして、どうやら彼と手をつなぎたがっていることまでは推察できるが、なぜこうまでして迂う遠えんな方法を取るのかが理解できない。「手をつなげ」と命令されればいくらでもつなぐのに、と彼は無ぶ粋すいなことを考える。

　しばらくリーゼは、触ふれた指先を、まるで自分の手ではないかのようにまじまじと眺ながめた。それから赤い顔で目をギュッとつむり、「勇気を出すのよリーゼロッテ」と自分を励はげまし、また手をさりげなく伸のばし、ベルの指先に触れると火傷やけどでもしたかのようにびくりと引っ込める。

　痺しびれを切らした女執しつ事じから通信が入ったのは、その直後。

（おい、そこの唐とう変へん木ぼく）

（それは私のことですか？）

（何をしている。さっさと手をつなぐんだ）

（なぜですか？）

（い・い・か・ら・つ・な・げ）

　ヴィクトリアはそこでプツッと通信を切る。

　なんなんです……？

　電子頭脳内で高速演算が繰くり返され、事態を分ぶん析せきし、適切な行動を導き出す。二人で手をつなぐ──意図不明──しかしお嬢じよう様さまの希望──特に実害もなし──護衛任務上も有益──

　実行。

「お嬢様」

「な、なにっ？」

　指先が触れかけたところでリーゼが慌あわてて左手を引っ込める。とがめられたと思ったのか、「は、あうっ、これは、そのっ、出来心で……っ」と意味不明な言い訳を始める。

「手をつないでも、よろしいですか？」

「えっ」

　彼は握あく手しゆを求めるように手を伸ばしたまま、「いけませんか？」と涼すずしげに問う。

「あ、あ、え、……困ったわ、こんなのマニュアルにない」

「はい？」

「ううん、なんでもないのっ！」

　リーゼはすーっと息を吸い、吐はき、それから瞬まばたきを繰くり返して、

「……て、手を、つなぎましょう」

　少女はベルのほうに手を伸ばし、それから少し近づけ、遠えん慮りよがちに引っ込める。まるで手をつないだら自分がどうにかなってしまうような、恐おそれと不安、だがそれでいて相手とつながりたいと願う一いち途ずな瞳ひとみ。

　指先が近づく。手のひらが触ふれ合いそうになる。

　リーゼロッテ・ブライトクロイツが、生まれて初めて相手を異性と意識しながら手をつなごうとしていた、その瞬しゆん間かん──




　サイレンが鳴り響ひびいた。




　──!?

　ベルは即そく座ざにリーゼをかばうように移動し、すぐに周囲の状じよう況きよう確認を始める。サイレンは複数から同時に聞こえ、現在地から最も近いのは外がい灯とうに併へい設せつされたスピーカーからだ。

「おいベル、何事だっ!?」

　すぐにヴィクトリアが駆かけつけてくる。彼女に手を引かれたフローラも「こ、これはなんですの？」と不安げな顔で合流する。

「分かりません。非常用のサイレンには違ちがいありませんので、おそらくパルク側からアナウンスが流れると思いますが……」

　そこで二人の執しつ事じは目を合わせる。

（おまえの『魔人』で状況を摑つかめないか？）

（やってみましょう）

　リーゼたちに聞こえないように内部通信で連れん絡らくを取ったあと、ベルは近くの電柱にそっと手を添そえる。即座に『魔人』を発動し、内部システムにハッキングして映像を取り寄せる。遊園地内の監かん視しカメラ、近きん隣りんの携けい帯たい電話、業務用無線の音声……該がい当とうしそうな会話を検けん索さく。

　十秒と待たずに、それらしき映像と音声にたどりつく。『東６地区で警備ロボットが暴走、多数！　制せい御ぎよ不能！』『緊きん急きゆう停止スイッチが効きません！』『来場者は全員避ひ難なんを！』『応おう援えんをお願いします！』と切せつ羽ぱつまったやりとりがなされ、監視カメラの映像ではドラム缶ともゴミ箱ともつかぬロボットが大挙して走り回り、客たちが揉もみくちゃになりながら血相を変えて逃にげ惑まどっている。見るからに大混乱だ。

（おい、これはどういうことだ!?）

　映像を送られたヴィクトリアが驚おどろく。

（ＤＧ‐００８型ですね）

（見れば分かる！　問題はその『デゴハチ』がどうして暴走しているんだ！　まさか……）

　ロボットの暴走という事態に、二人の執事は同じことを思い浮うかべる。それは先日ビアホフから聞かされた例の事件だ。突とつ如じよ暴走した軍のロボットが、容疑者を殺害した件。

（狙ねらいは私たち、ということもあるか？）

（ありえますね）

（く……っ）

（ここを離はなれましょう、ヴィクトリア）

（分かった、急ごう）

　映像からして、警備ロボットの暴走は一いつ箇か所しよではなく、遊園地内の全域にわたっている。遠くで客たちの悲鳴と怒ど号ごうが聞こえ始め、それは徐じよ々じよに近づいている。避ひ難なんする人波に飲み込まれるのは時間の問題と言えた。

「お嬢じよう様さま、園内で事件が起きた模様です」

「事件？」

「警備ロボットが暴走し、客に危害を加えているようです。もうすぐここも避難する人々で大変な混乱になります」

「え!?　そ、そうなの!?」

「はい。ですから早急に避難をしましょう」

「あ……」

　リーゼは一いつ瞬しゆん、フローラのほうを見る。お互たがいにひどく残念そうな顔になるが、やがて観念したように肩かたを落とす。

「……分かったわ。ベルの言うとおりね」

　リーゼはひどく落らく胆たんした様子で、地面のほうを見てうつむく。

　──？　何を落ち込んでおられるのだ？

　お嬢様の安全第一の執しつ事じは、デートが中断したことなどには思いも至らず、不思議そうに主人を見つめる。フローラがリーゼを気き遣づかうように肩を軽く触さわっているが、それがなぜなのかは彼には理解できない。

「ベル、私が予あらかじめ送っていた園内のセキュリティデータはあるな？」

「もちろんです」

「入り口付近はどこも大混乱だから、いったん安全な場所に待機してから脱だつ出しゆつ。どうだ？」

「同意です」

「では、東地区Ｂ‐４の広場で待機するのはどうだ？」ヴィクトリアはフローラから目を離はなさずに続ける。「あそこなら見晴らしはいいし、一いつ般ぱんの避難経路から外れているので人波に飲まれることもなかろう。東南口の入場門にも近い」

「そうですね……」

　ベルは彼女の提案をあらゆる角度から分ぶん析せきする。遊園地内の見取り図および現在地、逃にげ惑まどう客たちの流れ・人数・速度、暴走する警備ロボットの数と分布、そして警察や軍の防衛出動の突とつ入にゆう経路──そうしたものをすべて計算し、統合し、やがて結論を下す。

　最適解。

「ヴィクトリアの提案で行きましょう。それが一番安全です。……お嬢様もよろしいですか？」

「え、うん、任せるわ」

「では」

　ベルはリーゼの手を握にぎり、歩き始める。手を握られた少女は「あ……」と声を上げる。

「どうしました？」

「う、ううん……なんでもないの」

　少女はなぜか片方の手で胸むねを押おさえ、恥はずかしそうに頰ほおを朱しゆに染めている。

　──なんだ？

　それは先ほどリーゼが失敗した「手をつなぐ」作戦だったが、もちろん鈍どん感かんなる執しつ事じはそれに気づかない。

「急ぎましょう」

「う、うん……」

「では行きます。手を放さないで下さい」

　ベルが駆かけ出す。リーゼは手をつないで必死についていき、その後にはフローラの手を引いたヴィクトリアが続く。

　二人の執事は互たがいの主人の手を引き、逃とう避ひ行こうのように駆かけていった。




　　　　　　　　　６




　三分十八秒後、東地区Ｂ‐４広場に到とう着ちやく。

　一いつ般ぱんの避ひ難なん経路とは外れたこの場所は閑かん散さんとしており、幼い子供たち向けの巨きよ大だいな動物型アトラクションが今はさびしく佇たたずんでいる。相変わらずサイレンの音が鳴り響ひびいており、スピーカーからは避難誘ゆう導どうを指示する係員らしき声が聞こえる。

「やはり出口は大変な混乱ですね」

　ベルは『魔人』で乗っ取った監かん視しカメラの画像を確認しながらつぶやく。もちろんこの映像はヴィクトリアともリアルタイムで共有している。

「しばらくは待機だな。混雑が収まったら東南口か、あるいは適当な裏口から抜ぬけ出よう」

「了解です」

　二人の執事はすばやく方針を固める。こうした脱出任務には両者とも戦時中から慣れている上に、同じチームで作戦行動をした期間も長い。ここまでは順調かつ迅じん速そくな避難行動と言えた。

　リーゼとフローラは、お互いに寄り添そって不安そうに遠くを見ている。広場の外では建物と建物の間にごった返す人波が見えて、そこから悲鳴や叫さけび声が聞こえる。

（それにしても……）ヴィクトリアは内部通信で尋たずねる。（これほど大量のロボットが暴走するとは、いったいどういうことだ？）

（分かりません。ただ、取り寄せた映像から察するに、園内のすべてのロボットがコントロールを奪うばわれているようです。とすれば、中央管制室から指令が出ていると考えるのが自然です）

（何者かが、このパンドラ・パルクの管制室をハッキングし、乗っ取ってしまったと？）

（そうなります）

（おまえの『力』で管制室の支配を奪い返せないのか？）

（試みていますが、外部からのアクセスをすべて遮しや断だんしているようです）

（すべて遮断？　そんなことをしたらロボットたちに新たな命令を出すことも──）

　そのときだ。




　──脅きよう威いＣ！




　ベルの中で警告表示が出る。

　同時にヴィクトリアも気づいたらしく「な、にぃ……っ!?」と声を上げる。

　見れば、ベルたちのいる広場に警備ロボット『デゴハチ』が侵しん入にゆうしてきていた。大通りで群衆を追っていた者までが方向転てん換かんし、続々とやってくる。

「な、なんですの、あれは……!?」「分からないわ……」と二人の少女も脅おびえた様子で執しつ事じの陰かげに隠かくれる。

（やはり狙ねらいは我々だったようだな）

（そのようですね）

　震ふるえる主人たちを背中にかばいつつ、二人の執事は冷静に事態を見み据すえる。ドラム缶のようなロボットの輪は少しずつ狭せばまり、まるで犯人を追い詰つめる包ほう囲い網もうのようだ。

「お嬢じよう様さま、しばらくじっとしていて下さい。ここは私とヴィクトリアで食い止めます」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかしら？　あんなにたくさん……」

「どうかご安心を。お嬢様には指一本、触ふれさせません」

　ベルが躊ちゆう躇ちよなく告げると、リーゼは「うん……」とうなずいた。表情が強こわ張ばっているのは、これだけのロボットに囲まれてさすがに怖こわいのだろう。フローラなど今にも泣なき出しそうだ。

「さて、これを実戦で使うのは久しぶりだな」

　ヴィクトリアが右手を前に出し、手のひらから赤い光の剣けんをまっすぐに伸のばす。それは彼女が得意とする『粒子循環電刀ビーム・レイピア』だ。

「さあ、来るぞ……っ！」

「承しよう知ち！」

　二人の執事は前に立ちはだかり、敵の襲しゆう撃げきに備える。リーゼとフローラは身を低くしてお互たがいに抱き合う。

　次の瞬しゆん間かん。

　ロボットたちが飛び跳はねるように襲おそってきた。

「ハッ……！」

　ヴィクトリアが剣けんを振ふるうと、警備ロボットは真っ二つになって転がった。一方のベルはその場に立ったまま、柔じゆう術じゆつの達人のごとくロボットを跳ね上げて撃げき退たいする。

　攻こう防ぼうはしばらく続いた。

　ロボットたちが突とつ撃げきし、それを二人の執しつ事じが跳ね返し、受け流し、斬きり刻きざむ。

　攻撃もスピードも圧あつ倒とう的てきだった。二人の元・軍事ロボットは空き缶の分別のように、襲ってくるロボットたちを造作もなく撃退する。ヴィクトリアの剣が赤い軌き道どうを宙に描えがき、ベルの回し蹴げりがロボットを跳ね上げる。

　そうやって数分が経たつと、斬られたロボットの残ざん骸がいと、動けなくなったロボットの残骸が垣かき根ねのように積み重なってきた。すでに二十台以上のロボットを撃退しているが、遊園地内からひっきりなしに『援えん軍ぐん』が到とう着ちやくし、その数は減るどころか増えている。

「くそっ……！　キリがないぞっ！」

「ですね！」

　二人は会話しながら、剣を振るい、拳こぶしを振るう。そのたびにロボットたちが火花を噴ふき上げて転がる。

「何か打開策はないのかっ！」

「それならば『アレ』です……！」

　ベルはロボットを蹴り飛ばし、視線でひとつの方向を示す。そこには遊園地の名物アトラクション『スパイラル・ジェットコースター』が見える。

「どうしてコースターを……あ、そうか」ヴィクトリアが声を上げる。「元から断つのか！」

「そういうことです！」

「よし、分かった！」ヴィクトリアがフローラを左ひだり腕うでに抱き寄せる。「きゃっ」と少女がびっくりした声を上げる。

「ベル、私が血路を開くっ!!　しっかりついてこいよ……!!」

　そして彼女は突撃した。左腕に大切な主人を抱え、右手で赤い光の剣を振り乱す。前方にいるロボットたちがケーキのように刻まれていく。

「お嬢じよう様さま、失礼いたします！」

「え？　あ、ちょ、待っ、キャアァッ!!」

　リーゼが悲鳴を上げる。というのは、ベルがいきなり少女の体に腕を回し、両腕で一気に抱え上げたからだ。背中に右腕を回し、左腕で両足を刈かるような姿勢。それはいわゆる『お姫様だっこ』だ。

「お嬢様、しっかりお摑つかまり下さい！」

「あ……、う、うんっ……」

　リーゼは赤い顔で返事をする。ベルは少女の体を両りよう腕うででギュウッと体に押おし付けるように抱いており、二人の体は完全に密みつ着ちやくしている。執しつ事じにとっては主人を守るために当然の行動だったが、少女のほうはがっちりと彼に抱きしめられて緊きん張ちようの度合いが別の意味で最高に達する。

「ハァッ……!!」

　先頭ではヴィクトリアが鬼き神しんのごとく剣けんを振ふるっている。大海を割る神のごとく、敵の波状攻こう撃げきを真紅の剣けん閃せんで薙なぎ払う。それはかつて戦場で『戦乙女ヴアルキユリア』と恐おそれられた姿を思い起こさせる。
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「ヴィクトリア……！」

「呼吸を合わせろ！　いいか！　三、二、一……ッ！」

　彼女がフローラを抱えたまま、一度腰こしを落とす。ベルはリーゼを抱えたまま、かがんだヴィクトリアの肩かたに右足を乗せる。

「ゼロ！」

　掛かけ声と同時に、ヴィクトリアはかがんでいた姿勢から一気に立ち上がる。そのエネルギーを利用してベルも跳ちよう躍やくする。

　それはまるでロケットだった。ヴィクトリアを発射台にしたベルは、二人分の加速を得て空に高々と舞まい上がり、弧こを描えがいて斜ななめ前方にあるアトラクション──スパイラル・ジェットコースターに飛び移る。

「お嬢じよう様さま」「な、なに!?」「少々怖こわいかもしれませんが、どうかお許し下さい」「え!?」

　そして彼は駆かけ出した──ジェットコースターの線路を。

「ふぇっ、ふえぇっ!?」

　リーゼが焦あせったような声を上げる。それもそのはずで、ベルは鉄骨で組まれただけの線路を全速力で駆け上がっていく。地上から何十メートルあるのか分からない高度で、重力を無視した曲芸のような高速移動。リーゼの視界には空しか見えず、まるで飛行機に乗って宇宙を目指しているかのような光景だ。

「お嬢様、飛びますよ！」

「は、はぅわ……ッ！」

　同意とも拒きよ絶ぜつともつかぬ返事が聞こえたあと、ベルはさらに加速し、レールの突とつ端たんから一気に空へと跳ちよう躍やくした。よく言えばサーカスの空中ブランコ、見たままを言えば天空からの飛び降り自殺のような身投げは、空を斜ななめに横切る滑かつ空くう時間の末に、曲がりくねったレールをショートカットする。飛び降りたところでわずかに膝ひざを曲げたあと、また湾わん曲きよくしたレールを駆け上がり、二度三度と跳躍してループ状のレールの頂上まで上のぼり詰つめたあと、今度はジェットコースターもかくやというほどの加速をつけてレールを駆け下りる。

「ふぇっ、ふえぇぇええええ───っ!?」

　全速力で大地に向かう執しつ事じの胸むねでは、長い金きん髪ぱつを風に乱らん舞ぶさせるお嬢様の悲鳴が響ひびく。墜つい落らくしていく飛行機のような視界において、大地が見る見る迫せまり、激げき突とつ寸前にダンッと鉄骨を蹴ける音がして少女はまた空へと身を投げ出す。執事の胸から見る世界は長い長い光の尾おを引き、青空と白い雲がストライプになって流れていき、再び着地した矢先にまた加速がついて走り出す。

「ふぇっ、はうっ、ほわわっ!?」

「お嬢様、もう少しの辛しん抱ぼうですので！」

　ベルは少女を抱く腕うでに力を込める。顔と顔が近づき、図らずも首筋にキスをするような体勢になる。リーゼは緊きん張ちようと興こう奮ふんと不安がピークに達し、遮しや二に無む二に彼に抱きつく。

　良くも悪くも夢のような逃とう避ひ行こうは、やがてゴールを迎むかえる。




　パンドラ・パルク中央管制室、その屋上。




「お嬢様、着きました」

「…………」

　リーゼはしがみついていた腕を、わずかに緩ゆるめ、それから顔を上げる。上うわ目め遣づかいの表情は、どこかのぼせたようにボーッとしており、心ここにあらずといった様子だ。

「お嬢様……？」

「……あ」

　桃もも色いろの唇くちびるが小さく開く。心しん拍ぱく数すう上昇、体温上昇、興こう奮ふん状態。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　申し訳ございません、スピードを出しすぎたようです」

「う、うん……そう、ね……」

　少女はうっとりした感じの潤うるんだ瞳ひとみで、彼を見つめる。お姫様だっこをしたまま天地を何度も逆さにするようなダイナミックな逃とう避ひ行こう、そして中空を翔かける飛ひ躍やくの数々。ドキドキと早はや鐘がねのように打つ鼓こ動どうは収まることなく、耳まで火ほ照てった体は感情を高ぶらせる。それが『吊つり橋効果』と呼ばれる、男女の仲を縮める心理的状じよう況きようであることを、少女本人も、もちろん執しつ事じも気づかない。

「降ろしても大丈夫ですか？」

　こくりと、リーゼはうなずく。やっとお姫様だっこが終わり、自分の足で床ゆかに立つ。

「ここでお待ちを」

　屋上からベルはちらりと外を見る。眼下にはデゴハチたちがうようよとしているが、まだここまで登ってくる気配はない。

　──ここだな。

　現在地の安全を確認すると、ベルは屋上に設置された機械室のドアを力ずくで破る。

　そして、配はい電でん盤ばんの蓋ふたを開け、脳内で命じた。

　──魔人トイフエル。

　その瞬しゆん間かん、彼の左手は変形を始めた。中指と薬指がジャキッと分ぶん離りし、そこから覗のぞく銃じゆう口こうのような装置がレーザーを照射、それはすぐに配電盤の通信回線と接続し、難なく侵しん入にゆうを果たす。

　侵略者が大軍をもって領土を蹂じゆう躙りんするがごとく、彼の意志を乗せた電気信号は光の速さで周囲に拡散し、突とつ破ぱし、システムを支配していく。遊園地内のすべてのセキュリティシステムを乗っ取るまでに要した時間はわずかに〇・七秒。軍事用でも国家機き密みつでもない民間の通信回線など、彼にとっては赤子の手をひねるに等しい。

　──ＤＧ‐００８、全機能停止。

　彼が命じると、管制室のコンピュータから光の矢のごとく停止命令が放たれた。屋外でガタガタとぶつかり合っていた騒そう音おんが一いつ斉せいにやみ、騒動の収束を知らせる。

　監かん視しカメラの映像を取り寄せると、園内のどの場所でも警備ロボットが動きを止めている。ヴィクトリアとフローラを囲んでいたロボットたちも停止し、二人の無事も確認できる。

　──あとはパルクの管理者が何とかするだろう。

　自分の任務を果たしたベルは機械室を出る。屋上ではリーゼが心配そうにこちらを見ている。

「大丈夫です、事態は収束いたしました」「フ、フローラたちは？」「両名とも無事です」「よかった……」

　少女はほっと胸むねを撫なで下ろす。

「それではお嬢じよう様さま、二人と合流しましょう」

　ベルが再び少女を抱き上げようとすると、リーゼはビクッと身を引いた。

「どうしました？」

「お、お姫様だっこはもう十分！　これ以上くっついたらおかしくなっちゃう」

「はい？　お姫様だっこ？」

「あ、ううん、なんでもないのっ！」

　リーゼはわたわたと両手を振ふり、屋上の扉とびらのほうへと向かうのだった。










　　　　　　（幕間）




「お呼びですか、総統陛下マイン・フユーラー」

　一人の女性が部屋に入ってくると、男は振り向かずに「ああ」と答えた。

　闇やみと同化したようなマントが窓まどから吹ふき込む風にたなびき、その上を豪ごう奢しやな銀ぎん髪ぱつがさらりと揺ゆれる。その後ろ姿は王者のごとき威い厳げんに満ちている。

「先日の返事だが」

「はっ」

　女性の声が緊きん張ちようを帯おびる。総統と呼ばれた男は「君に任せようと思う」と穏おだやかに告げる。

「あ……、ありがとうございますっ！　必ずや総統陛下のご期待に応こたえてみせます！」

「楽しみにしているよ、死秘書ゼクレテーア」

「はっ！」

　女性はさらに一礼して、部屋を下がる。

「『軍神グラデイウス』の娘と、それに仕える『漆黒シユヴアルツ』か……」

　窓から夜景を眺ながめながら、男はぽつりとつぶやく。

「せいぜい極上の葡萄酒ヴアインに酔ようがいいさ」










　　　　　第五章　お嬢様、ラブレターを書く。
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「ハア……」

　リーゼは今日何度目かのため息を吐ついた。肩かた口ぐちに流れる金きん髪ぱつと、その透すき通るような白い肌はだは変わらぬ美び貌ぼうをたたえているものの、今は表情が冴さえない。

「リーゼさん、元気を出して下さいまし。デートはあれきりというわけではないのですから」

「うん……、そうだよね……」

　リーゼとベルの『初デート』から丸一日が経過した午後。ブライトクロイツ邸ていにはフローラが訪れ、落ち込む親友を励はげましていた。

　結局、昨日のデートはあのまま中止となり、想定していたデートコースや予約済みのレストランなどもすべてキャンセル。帰りの車でもベルとはほとんど口を利かず、これといった進展もないまま一日が終わった。何日も前から『作戦』を立て、リハーサルまでして臨のぞんだ分だけ、その落らく胆たんは大きい。

　しばらく沈ちん黙もくが続いたあとだった。

「……それにしても」フローラがぽつりと言った。「『あれ』は、いったいなんだったのでしょう？」

「暴走ロボットのこと？」

「ええ。本当に怖こわかったですわ……」

　そこでフローラは左手のブレスレットを軽く触さわり、空中に立体モニターを呼び出す。「パンドラ・パルク」「デゴハチ」とワードを吹ふき込むと、関連するニュースサイトがずらりと並ぶ。

『遊園地内で警備ロボットが大暴走』『十五名が重軽傷』『コンピュータウィルスによる遠えん隔かく操作か？』『政府当局は営業停止命令を検けん討とう』

　そうした記事が音声付きで流れ、事件の説明と、若じやつ干かんの解説が並ぶ。もっとも、昨日の今日ということもあり、事件の背景についてはどれも推測の域を出ない。

「なんだか最近、こういう物ぶつ騒そうな事件が増えているみたいで怖いですわ」

「そうよね……」リーゼは顔を険けわしくする。「確かに、ロボット関連の犯罪は統計上も増加傾けい向こうにあるわね。三年前と比べても十七・五パーセントも増えているの」

「へえ……さすがリーゼさん、なんでもご存知ですのね」

　フローラは目を丸くし、感心しきりな顔でうなずく。

「ううん、『国境なき平和財団』とかの切り盛りをしているから、自然と詳くわしくなっちゃうだけ。それにスケジュールとか身辺のことはベルに頼たよりっぱなしだしね」

「ベルさん、頼りになりますものね。昨日もすごく頼たのもしかったですわ」

「昨日……」

　リーゼは昨日の出来事を思い出す。

　警備ロボットが暴走したとき、ベルは颯さつ爽そうと少女を抱き上げ、窮きゆう地ちを救ってくれた。あのときギュッと抱きしめられたときの感かん触しよくは今でも全身に残っていて、ベルの顔とぎりぎりまで接近したことを思い出すと顔が熱くなる。

「──と、いうわけでっ！」

「え？」

「デートも終わったことですし、次のステップに移行しますわ！」

　バッ、と少女は一冊のノートを取り出す。




　きらめき☆はじめての告白　ふろーら




「これって……」

「そう、これはわたくしが練りに練った最強の告白マニュアルですわ」

「さいきょうのこくはくまにゅある……」

　リーゼはノートをまじまじと見つめる。それは前に渡わたされた『ときめき☆はじめてのデート』と同じ種類のノートで、かなり使い込まれた印象がある。

「わたくし、古今東西の少女漫まん画がをチェックして、どんな告白が殿との方がたのハートを射止めるのかを研究してきましたの。これはその集大成ですわ」

「ちょ、ちょっと待ってフローラ」リーゼは焦あせる。「わ、私、告白なんて早すぎるわ……！」

「そんなことはありませんわ！　先日のデートの様子を見ても、リーゼさんとベルさんの間は熟じゆくしきった果実のように完成されております。あとは告白して両りよう想おもいになるだけですわ！」

「で、でもっ、私、まだ初デートをしたばかりだし、それも中ちゆう途と半はん端ぱに終わったし……」

「いいえ、リーゼさんはあのデートで大変なフラグを打ち立てましたの」

「ふ、ふらぐ？」

「これを見て下さいまし」

　そう言うと、フローラは『きらめき☆はじめての告白』を開き、リーゼに見せ付ける。そこには『一目で分かる！　恋れん愛あいフラグ』と銘めい打うたれ、なにやらイラストと数字が羅ら列れつされている。

「髪かみ型がたを変えたら、彼が気づいてくれた……プラス１ＦＰ。手作り料理をまずいと言われた……マイナス２ＦＰ。な、なにこれ？」

「ＦＰとはフラグポイントの略。すなわちこれは、恋愛におけるフラグを数値化したものですの。二人の間に起きたイベントが１００ＦＰを超こえたら告白可能レベルと設定しております。これはあらゆる少女漫まん画がのイベントを小さな出来事まですべて洗い出し、それらを厳げん密みつに分ぶん析せきした結果つくられたものですの」

　フローラは自信満々といった感じで鼻息をフンと出す。

「え、そうなると、私は今何ポイントなの？」

「リーゼさんの数値はこうなっております」

　フローラは空中に指で丸を描えがき、立体ホログラムを呼び出す。そこにテキストがザーッと滝たきのように流れ、これまでリーゼとベルの間に起きた出来事が数値化されている。たとえば『ウインクをしたけど華か麗れいにスルーされる……マイナス１ＦＰ』『食パンをくわえて角でアタックするも華麗にスルーされる……マイナス２ＦＰ』といった具合だ。

「私、マイナスばっかりだけど……」

「それはあくまで序じよ盤ばんの数値。注目すべきはここですわ」

　フローラは画面を止め、とある一行を指でなぞって拡大する。




　お姫様だっこをされて、彼が颯さつ爽そうと助けてくれる……プラス１００ＦＰ




「えっ、これって……！　１００ポイント!?」

「そうですわ。リーゼさんは昨日、ベルさんに颯爽とピンチを救ってもらいました。あれは少女漫画でいう最高レベルのフラグですの。『王おう魔ま』や『ばらキス』にとどまらず、『夢ゆめ醒さめ』『君シュー』『雪夏』においても、このフラグを立てた恋こい人びと同士が結ばれなかった例はかつて一つもございません」

「そ、そうなんだ……」

「だからリーゼさんは、もう告白すべき段階に達してるんですの！」

　フローラは力強く言い切る。

　だが、本人のほうはまだ煮にえ切らない。

「で、でも、そうだとしても……私、こ、告白なんてしたことないし、それに、今までさんざん失敗して、たぶん、ベルの前に出たら、き、緊きん張ちようしすぎて、何も言えない気がするの。だからうまくいきっこないわ」

「大だい丈じよう夫ぶですわリーゼさん。そんな内気なガールにうってつけの方法が世の中にはありますの」

「え？　うってつけの方法？」

「これですわ！」

　そこでフローラは、バーンと音でも出そうな感じで、『それ』を掲かかげた。

「これは……」

　それは一枚の封ふう筒とうだった。ただ、封ふうをしてあるシールがハートマークをしており、全体にピンク色で可愛かわいらしい模様が印刷されている。

「こ、これ、漫まん画がで見たことある……っ！」

「そう、これこそ、人類が編み出した、恋こいする乙女おとめの究極兵器！　これによってどれほどのシャイな乙女が想おもいを遂とげてきたか！　その名もラブレター！　Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ・ラブレター！」

「ら、らぶれたあ……」

「そうですわ、ラブレター。こうして手紙にすれば、リーゼさんもじっくりと時間をかけて想いの丈たけを伝えられますわ」

「で、でも、私、そんなの書いたことない……」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。このフローラ・マイヤーリングが全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてラブレター製作をお手伝いいたします。それにもう、ベルさんのほうには約束を取り付けておりますの」

「や、約束って……？」

　そこでリーゼは悪い予感がした。フローラは時々、先走ることがあるからだ。

　予感は直後に的中する。

「コミックプリマヴェーラの『突とつ撃げき☆恋占うらない』によれば、来週の金曜日が運気の流れが最高潮に達する日です。だから先ほど連れん絡らくして、ベルさんとの『告白タイム』をセッティングいたしました」

「え、あ、……え？」

「時は金曜日の放課後、場所は告白成功率百パーセントと名高いエッフェンバッハ女学院の体育館裏。さあ、がんばってラブレターの文面を考えますわよ！」

「……ッ」

　リーゼは絶句し、それから過呼吸のように「ひゅっ、ひゅっ」と息を吸う。

　それから盛大に叫さけんだ。




「ええ～っ!!!???」
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　作戦時刻二三二○。

　待ち合わせのカフェに着くと、一人の女性が待っていた。

　ヴィクトリア・アーデルハイト。長い黒くろ髪かみに色白の顔、切れ長の瞳ひとみ。今夜はいつものタキシードではなく、少しだけ体のラインを強調するようなブラウスを着ている。さっきから入り口に顔を向けたり、紙ナプキンをいじってみたり、そわそわと落ち着かない様子だ。

「お待たせいたしました」

　ベルが姿を現すと、彼女はびくりと顔を上げた。

「お、おう……久しぶりだな」

「昨日も会いましたが？」

「あっ、うっ……そうだった、そうだったな」

　ヴィクトリアはこくこくとうなずき、ごまかすように視線をそらす。やけに瞬まばたきが多い。

　とりあえず着席し、テーブルで二人は向かい合う。そうしているといかにも美男美女のカップルといった感じで、お洒落しやれなカフェの空気と非常によく馴な染じむ。実際、周囲の席には恋こい人びと同士と思われる男女がところ狭せましと談笑しており、このカフェがいわゆるデートスポットであるということを如によ実じつに示している。男女二人きりで会うには自然な場所だったが、そんな場所を待ち合わせに選ぶという行こう為いが相手の女性にどのような誤解を与えるかということについて、朴ぼく念ねん仁じんと揶や揄ゆされて久しいこの執しつ事じが理解しているはずもなかった。

「ヴィクトリア、どうしました？　何か落ち着かない様子ですが？」

「あ、いや、別に……」

　紙ナプキンを指先でいじりながら、麗うるわしき黒くろ髪かみ美女はちらりと上うわ目め遣づかいをする。

「お、おまえが、こんなところに、呼び出すから……」

「お気に召しませんでしたか？」

「そ、そういうわけではない……」

　ヴィクトリアはキュッと唇くちびるをすぼめ、緊きん張ちようした顔をさらに強こわ張ばらせる。

「こ……」彼女は震ふるえる声で切り出す。「こんな夜中に呼び出して……な、何の用だ？」

「大事な話があるんです」

「だ、大事な話……」

　ごくり、と彼女の喉のどが鳴る。それから「そ、そうか、やっぱりそうか、そうなのか」と早口でごにょごにょと話し、「ま、待ってくれ、いま、気持ちの準備を……」と深呼吸を始める。

　すー、はー、すー、はー……胸むねに手を当てて繰くり返したあと、

「い、いいのか？」

「はい？」

「お、おまえには、お嬢じよう様さまという存在がいて……その、いいのか？」

「質問の趣しゆ旨しが明らかではありません。もっとはっきりおっしゃっていただけますか？」

「いや、だからだな、その……、私は、お嬢様と違ちがって、上品でもないし、ガサツだし、気が強くて、あまり可愛かわいげもないし……」

「そうですね」

「うるさい」言葉とは裏腹に、その頰ほおは恥はじらったように赤く染まる。「そ、それでも、私で、いいんだな？」

「…………」

　ベルは相手の会話内容を分ぶん析せきし、適切な回答を導き出す。いまいち判然としない部分が多いが、質問末まつ尾びの「私で、いいんだな？」という部分に着目する。

「はい、そうです。むしろあなたでなくては駄だ目めです」

「そ、そうかっ！」彼女の顔がパアッと明るくなる。「そうか、そうか！　私でいいのか！　私でなくては駄目か！」

「はい、そうです」

「そうか……、おまえがそんなにも私のことを想おもっていてくれるなんてな、うん、いや、気づいていたぞ？　おまえと私の仲だものな！」

「……？」

　一人で興こう奮ふんする彼女を前に、ベルは首をひねる。何か、自分は彼女を喜ばせるようなことを言っただろうか？

「ところでヴィクトリア」

「な、なんだ、ベルンハルト……さん」

「さん？」

「あ、いや別に」

「本日、あなたを呼び出したのは他でもありません」

「な、なんだ、もう挙式の話か。ちょっと気が早くないか？　いや、善ぜんは急げというしな……」

　そこでベルは一連のフラグを叩たたき折る。

「こうしてあなたを呼び出したのは、昨日の『事件』のことです」

「は……？　昨日の事件？」

　ヴィクトリアの顔が曇くもる。

「ええ、そうです。昨日、遊園地内で警備ロボットが暴走した件で、現状分ぶん析せきと情報収集のために、あなたの意見を伺うかがいたいと思いまして」

「え、え？」

「どうしました？」

「だって……」

「昨日の件を分析するのは当然でしょう？　むしろ何か他に議題が？」

「け、結けつ婚こんは？」

「は？　結婚？　誰だれのですか？」

「お、おつきあいは？」

「だから誰のですか？」

　ヴィクトリアの顔が見る見る真っ赤になり、それから今度は打って変わって気落ちしたものになり、さらに一いつ拍ぱく置いて、ピキッ、とこめかみに青筋が走る。その手がわなわなと震ふるえ始め、内心の怒いかりを表す。

「ゆ、有名デートスポットに呼び出した理由は？」

　その言葉はかなり怒ど気きをはらんでいる。普ふ通つうの男性ならこのあたりで異変に気づくところだが、この鈍どん感かん執しつ事じにそんなデリカシーはない。

「リサーチによれば、この店なら男女二人で会っても怪あやしまれませんので」

「…………（ピキッ）」

「ああ、ビアホフが遅おくれて来ますので、そうしたらお店を移動しましょう」

「…………（プチッ）」

　ビアホフ、という言葉が出た瞬しゆん間かんに、ヴィクトリアがついにキレた。

「おまえは、おまえは……乙女おとめの純情を弄もてあそびおって……！」

「はい？　おっしゃる意味がよく──」

「帰るっ！」

　ヴィクトリアが椅い子すを勢いよく引いて立ち上がると、その剣けん幕まくに周囲の席がざわつく。「おい、すげえ美人がいるぜ」「相手の男性も超イケメン～」「だけど揉もめてるみたいよ」と、傍はた目めには痴ち話わ喧げん嘩かにしか見えない。

「なぜ帰るのですか？　緊きん急きゆう事態ですか？」「そんなことも分からないのか」「分かりません」「じゃあ一発殴なぐらせろ」「なぜです？」「私の気が済まないからだっ！」「だからなぜです？」「もういいっ！」

　プイッ、と彼女はそっぽを向く。体を半身にずらし、子供でもあまりしないような拗すね方をする。

　──何が不満なのだろう？　最近怒おこりっぽい気もするし……。ＥＰＡ数値の調整がうまくいってないのだろうか？

　女心を微み塵じんも解さない執事は、ひたすら的外れの分ぶん析せきをして、「とにかく、ビアホフの到とう着ちやくを待ちましょう」と言った。ヴィクトリアはむっとしたまま答えない。

　そして作戦時刻二三四五。

「……遅おそいっ」

　痺しびれを切らしたようにヴィクトリアが叫さけんだ。

「ビアホフの遅ち刻こくはいつものことです」

「ったく、あいつは変わってないな。『第六』切っての遅刻魔まめ」

「もう一度呼び出してみます」

「いや、やめろ。あいつの下らない言い訳を聞きたくない。もう我々だけでさっさと始めよう」

　ただ待つのにも嫌いや気けが差したのか、ヴィクトリアはやっと体の向きを戻もどす。「では、そうしましょう」とベルもうなずく。

「まずは昨日の事実関係の確認です。百台以上の警備ロボット『ＤＧ‐００８』が暴走し、マスコミ報道では重軽傷が十五名、今のところ死者は出ておりませんが、パンドラ・パルクは当面営業自じ粛しゆく。原因の解析はロボット管理局と警察サイバー部門の合同捜そう査さ。よろしいですか？」

「ああ、まったくひどい目に遭あった」

　ヴィクトリアは腕うで組ぐみをしながら体をそらす。

「事じ情じよう聴ちよう取しゆのほうはいかがでしたか？」

「面めん倒どうだからデータを丸ごとくれてやった。こういうとき、マイヤーリング家という肩かた書がきは便利だな。警察が一発で黙だまる」

「その方法はあまり推すい奨しようできませんが」

「固いことを言うな。おまえも似たクチだろう」

「違ちがいます。私の場合はきちんと──」

「いい、皆みなまで言うな。どうせおまえは杓しやく子し定じよう規ぎに手続きを踏ふんだのだろう」ヴィクトリアは面倒そうに小さく手を挙げて彼を制する。「問題は、暴走の原因だろう？」

「それは確かに最優先事じ項こうです」

「デゴハチどもは明らかに我々を狙ねらってきた。違うか？」

「そうですね。ただ、ロボット全部を暴走させたのはなぜでしょうか？」

「カモフラージュだろうな。一いつ般ぱん客きやくを巻き込めばターゲットがバレにくい。テロでも暗殺でもよく使われる手口さ。……それで」

　ヴィクトリアは話を進める。

「原因はやはりウィルスなのか？」

「そのようです」

「種類は？」

「不明です」

「昨日、パルクの管制室を調べたんだろう？」

「プログラムを改ざんした痕こん跡せきからウィルスには違いありませんが、どうやら役目を果たしたあとに自動消しよう滅めつする種類だったようです。しかも、改ざん内容がこれまでのどのサンプルにも当てはまりません」

「新型か」

「そのようです。ゴードン殺害のときに使用されたウィルスと一いつ致ちするかどうかが捜そう査さの焦しよう点てんといえますが、現状どちらのウィルスも不明のままで、解かい析せきにはかなり時間がかかりそうです」

「そうか……」ヴィクトリアが悔くやしげに拳こぶしを握にぎり締しめる。「やはり『奴やつら』の仕業なのか？」

「分かりません。ですが、『魔人』の解析力でも正体を摑つかめないウィルスであることを考えると、何らかの国家的な背景があると考えるのが自然でしょう」

「くっ……『奴ら』め……」

　直接名前を言わず、『奴ら』とあえて遠回しな言い方をするところに彼女の気持ちが表れていた。それほど忌いまわしい記き憶おくなのだ。

　店員が「コーヒーのおかわりはいかがですか？」とそばに来ると、二人は会話を中断した。

　静かになったところで、ベルは改めて検けん討とうしてみる。

　──本当に『影シヤツテン』だとすれば、やはり狙ねらいはお嬢じよう様さまなのか？

　これまで推測に過ぎなかった可能性が、ここではっきりと現実味を帯おびる。暴走した警備ロボットがこちらを狙ってきた以上、標的はあの場にいた四人に絞しぼられる。その中で最も知名度があり、世間的にも狙われやすいのはリーゼだろう。『影』との因いん縁ねんを考えれば、ベルやヴィクトリアが狙われる理由もないとは言えないが、退役した軍事ロボットを狙うには理由が乏とぼしい。

　──お嬢様に圧力をかけ、あの法案を潰つぶしたい……そういうことなのか？

　あの法案とは、『第八世代型軍事ロボット削さく減げん法案』のことだ。これが成立すれば軍ぐん需じゆ産業やロボット産業が大だい打だ撃げきを受けるのは間ま違ちがいない。

　となると、『影』はそれを阻そ止ししたいのか？　ザムスターク皇こう帝ていの命令で？　軍需産業は皇帝を動かすほどの政治力があるということか？

　さまざまな推論が乱れ飛ぶが、どれも確証はない。使用されたウィルスが判明すれば何か分かるかもしれないが、それにはまだ時間を要する。

　結局、その後もヴィクトリアとはいくつかの情報交こう換かんをしたが、確たることは分からずじまいに終わった。お互たがい主人には内ない密みつで行動していることもあり、その日はそれで解散となる。




　その夜、ビアホフはついに姿を見せなかった。
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「ええと、『ラブレターにおいて大切なことは、奇きをてらうような言い回しや、美び辞じ麗れい句くを並べることではなく、自分の気持ちを素直に表現すること』……なるほど、ここはとても大切ね」

　リーゼは付ふ箋せんを貼はり付け、そこに『素直な表現が大切』と書き込む。すでに『きらめき☆はじめての告白』にはカラフルな百足むかでのごとく付箋が貼りまくられており、少女の熱心な『勉強』ぶりを如によ実じつに物語る。

「なになに……ただ一方的に自分の想おもいを伝えるだけではいけません。さりげなく、これまで印象に残った出来事や、思い出などに触ふれて、そのときどう思ったかなどを具体的に言葉にしてみましょう、か……」

　書かれているアドバイスを受けて、リーゼは頭をひねってみる。

「私の場合は、ベルとの思い出よね……」

　出会って十一年、いつも傍かたわらにいてくれた執しつ事じとの思い出は数え切れないほどある。そのひとつひとつが大切な思い出であり、どれが一番とはなかなか決められない。

　たとえば、高熱を出してうなされた八歳のとき。ベルは一晩中、枕まくら元もとで手を握にぎって看病してくれた。あれがどんなに心強かったか、今思い出しても涙なみだが出るほどだ。

　また、九歳のときに親しん戚せきの叔お母ばさんが亡くなったときのこと。哀かなしみに暮れ、塞ふさぎこんでしまった少女に寄り添そい、彼は静かに慰なぐさめてくれた。

　十歳で海水浴に行ったときは、足がつって溺おぼれそうになった。すぐに飛び込んで助けてくれたベルは、そのあとシステムに水分が浸しん入にゆうして大変だった。あのときは本当に悪いことをしたと思う。

　思い返せば、どんなときもベルがいて、助けてもらってきた。こうして今の自分があるのも彼のおかげだ、とリーゼはつくづく思う。そんな珠しゆ玉ぎよくのような思い出の数々から、たった一つを選び出すことなんてとてもできそうにない。

　──困ったわ。

　さっきから、ラブレターの文面はまだ一行も進んでいない。フローラのノートを参考に、とにかく数行でも試しに書いてみようと思うのだが、多すぎる思い出と、溢あふれる想おもいの丈たけが、かえって少女の筆をためらわせている。こんなに気持ちの整理がつかないことは初めてだ。

「ああ……」

　切ない吐と息いきを漏もらし、愛いとしい人の顔を思い浮うかべる。手紙ならきっとうまく伝えられると思ったのに、これでは約束の金曜日までに完成するか危ぶまれる。無論、フローラが強引に決めた日取りについては、ベルに申し出れば延長するのは簡単だが、そうするといつまでも煮にえ切らないままに時間だけがずるずると過ぎるような気がした。今の状態だと、一度見送ったらもう二度と勇気が出ない気がする。

　──がんばるのよリーゼ。勇気を出すの。お父様だってそうおっしゃってたわ。

　ふと、亡き父親のことを思い出す。

　リーゼは父親のことを、海外で働く商社の人間だと聞かされていた。海外出張のときにザムスタークの部隊が民間船せん舶ぱくを襲おそい、たまたま乗り合わせた父親が犠ぎ牲せいになったという。そして、そのとき船を破は壊かいしたのが敵国のロボットだった。リーゼが戦争や軍事ロボットを忌いみ嫌きらうようになったのは、このときの出来事が契けい機きとなっている。

『まっすぐ、自分の信じる道を進みなさい』

　海外から送られた立体映像メールは、これまでに台詞せりふをすべて覚えてしまうくらい幾いく度ども再生した。小さいころはよく分からなかった父の言葉が、成長するに従って痛いほどに胸むねに刺ささってくる。父は海の向こうから絶えず娘のことを気にかけ、心のこもった手紙を送ってくれた。もしかするとそれは、自分に不ふ慮りよの出来事があったときのことを考え、娘に残した遺ゆい言ごんだったのかもしれない、と読み返して思うことがある。いっしょにいられた時間は短かったが、父親の存在はリーゼの胸に大きな存在感を持って今でも道を示してくれる。

　そして、その父親が残してくれた最後にして最大の贈おくり物が、ベルンハルト・メルテザッカーという執しつ事じロボットだった。ベルは昔のことを滅めつ多たに話したりしないが、言葉の端はし々ばしから二人が深い信しん頼らい関係にあったことが窺うかがえる。

「ベル……」

　少女は想おもい人のことを考える。幼くして父親を失った哀かなしみと、入れ替かわりにもたらされた素敵な執しつ事じロボット。それは少女の生しよう涯がいにとって最も大きな出来事だ。

「よし」

　気持ちを決めた少女は、たおやかな指で手紙を書き始めた。
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　そして約束の日。

　放課後、エッフェンバッハ女学院の体育館裏で、執事は一人で立ち尽つくしていた。リーゼとの待ち合わせにはまだ時間があるが、まかり間ま違ちがっても主人を待たせるわけにはいかない。

　──いったい何の用事なのだろう？

　これから何が始まるのか、ベルにはさっぱり予測がつかない。お嬢じよう様さまが何か『渡わたす物』があるらしいが、なぜ、屋や敷しきでも教室でもなくこんな人ひと気けのない体育館裏なのかも不明だ。

　そして作戦時刻一五〇〇。

　一人の少女が、体育館裏に姿を現した。流れる金きん髪ぱつに、華はなやかな刺し繡しゆうの入った女学院の制服、白く可か憐れんな横顔。

「ご、ごめんね、その……、待たせて……」

「いえ、問題ございません」

「そ、そう……」

　リーゼはちらりと彼の顔を見たが、視線が合うとすぐにそらし、うつむいてしまった。

　二人の間を沈ちん黙もくが覆おおう。

　リーゼは後ろ手に何かを持っているが、その体は震ふるえるばかりで差し出す様子はない。呼吸は乱れ、心しん拍ぱくはそれ以上に上昇しており、視線が泳いで挙きよ動どう不ふ審しんになっている。

　──余計なことを言うなよ！

　ここに来る前に言われた、ヴィクトリアの言葉がよぎる。

　杓しやく子し定じよう規ぎな彼は、それをそのまま実行する。

　会話モード……沈黙。

「…………」

「…………」

　ベルは黙だまっている。対するリーゼも、唇くちびるを開きかけては言葉を飲み込み、結局何も言えない。

「…………」

「…………」

　時間だけが過ぎる。沈黙に耐たえ切れなくなったのは、やはり少女のほうだった。

「……あ」己おのれを奮ふるい立たせるように、息を吸い、言葉を絞しぼり出す。「あ、あのね、ベル」

「なんでしょう、お嬢じよう様さま」

　数分ぶりに会話が再開する。

「きょ、今日、呼び出したのはね……こ、こ、こ、こっ」

「こ？」

「こ、ここっ」まるで首を絞しめられた鶏にわとりのごとく少女は同じ言葉でどもる。「これ、を……っ」

「？」

　見れば、リーゼの手には一通の封ふう筒とうが握にぎられている。それはハートマークで封をされており、ヴィクトリアの言っていた『手紙』とはおそらくこれだ。

「これ、を……っ、ふ、う、受け取って、ほしい、の……っ」

　なかば息も絶え絶えで、リーゼは両手に握り締しめた手紙を差し出す。懇こん願がんするように下げられた頭から長い金きん髪ぱつが垂たれ、強こわ張ばった肩かたと震ふるえる体は今にも崩くずれ落ちてしまいそうだ。

「ありがとうございます」彼は手紙を受け取る。「ちなみに──」

　何の手紙ですか？

　……という質問を彼は喉のど元もとで飲み込む。『余計なことを言うなよ！』というヴィクトリアの台詞せりふがまたも彼にブレーキをかけた。

「お嬢様」

「は、はいっ」

「ご用件は、これにて終了でしょうか？」

「そ、そうよ」

「では、お屋や敷しきに帰りましょう」

「う、うん、そうね、か、帰りましょう。……じゃあ、さ、先に正門に行ってるわねっ」

　リーゼは身を翻ひるがえし、パタパタと駆かけていく。物もの陰かげで待っていたらしいフローラが両手を広げて迎むかえ入れるところがちらりと見え、二人は感動の再会を果たしたように抱き合い、「フローラ、私、ちゃんと渡わたせたよ……っ!!」「やりましたわねリーゼさん、わたくし感動いたしましたわっ!!」と二人とも感かん極きわまっている。

　──むう……。

　ハートマークつきの手紙をしげしげと眺ながめながら、一人残された執しつ事じは首をひねる。

　これはいったい、なんだろう？
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　拝はい啓けい　鮮あざやかな若葉の緑が眩まぶしい季節となりましたが、ベルンハルト様におかれましてはお変わりございませんでしょうか。

　おかげさまで、私も平へい穏おん無事に日々を過ごしております。平素はひとかたならぬご厚こう情じようを賜たまわりまして、深く感謝いたしております。

　さて、このたびはベルンハルト様に対しまして、日ごろよりの感謝の念を込めて、誠まことに僭せん越えつながらお手紙にてこちらの真意をお知らせいたしたく、こうして筆を取らせていただきました。振ふり返って見ますと、私とあなた様が知り合ったのはさかのぼること十一年前、まだ私が五歳という幼少のみぎりでありました。初めてお会いしたときに私はたいへんな不ぶ調ちよう法ほうを働いてしまいましたが、あなた様はそれを快こころよく許して下さり、それ以来、私にとってあなた様はとても大きな存在として心の内を占しめるようになりました。今もこうして目を閉じると、これまでお世話になった数々の出来事が浮うかび、私の胸むねは感謝の念でいっぱいになります。つきましては、私の胸のうちにある、ベルンハルト様への好意をお伝えしたく、誠にご迷めい惑わくとは重々承しよう知ちの上ではありますが、どうかあなたのお心をお聞かせ下さい。何とぞご検けん討とうよろしくお願い致いたします。

　乱筆乱文にて失礼いたしました。

　今後ともご指導ご鞭べん撻たつを賜りますようによろしくお願い申し上げます。


敬具






「……？」

　ブライトクロイツ邸てい、執しつ事じ控ひかえ室。

　手紙を読み終えたベルは、しばらく文面を凝ぎよう視しして硬こう直ちよくしていた。

「……??」

　再び、読み直す。もちろん、一度読んだ文面は完かん璧ぺきに電子頭脳に記き憶おくされるため、読み落としがあるはずもない。ただ、それでもこうして読み返してしまうのは、あまりにも手紙の内容が理解不能だったからだ。

　筆ひつ跡せき、九十九・六パーセントの確率でリーゼロッテ・ブライトクロイツと判定。インクは市し販はん製品、屋や敷しき内に常備したものと一いつ致ち。紙質スキャン、薬品検出なし。

　あらゆる角度から科学的な分ぶん析せきと論理的考察を加えた結果、彼の優ゆう秀しゆうすぎる電子頭脳はひとつの結論を下す。

　──意味、不明。

　先ほどから、何度も同じ分析を繰くり返し、最後は同じところに落ち着く。突とつ如じよとして渡わたされたリーゼの手紙は、読めば読むほど意味不明であり、なぜ今になって急にこのような他た人にん行ぎよう儀ぎな挨あい拶さつをされるのかが彼にはまるで理解できない。日ごろの感謝を述べていることは文面から理解できるとして、では、これを受けて自分はどのようなリアクションを取ればよいのか。

「待てよ……？」そこでピンと閃ひらめき、人工知能に電流が走る。「まさか暗号……っ!?」

　その可能性を思い立った途と端たん、彼の中でテキストと、その配列、指し紋もんの染みや微び細さいな汚よごれに至るまでを含ふくめた超高速の暗号解読が始まった。軍隊時代でも、敵味方問わず暗号文を解読する機会は幾いく度どもあり、そのたびに特とく殊しゆな処理を施ほどこして上層部のメッセージや敵の作戦を読み取ったものだった。

　暗号解読、十パーセント、二十パーセント、三十パーセント……。

　ベルの中で、解読プロセスがゲージとなって伸のびていく。五十、六十、七十パーセントと解読は進み、そしてついに百パーセントに達する。

　解読完了──結果表示──判定。

『これは暗号文ではありません』

　──なん……だと？

　さては古典的なあぶり出しか、あるいは文字列を駆く使しした巧こう妙みようなサブリミナルか。彼はさんざん的外れの推測をしてみるが、当然何も進展はない。謎なぞは深まるばかりだ。

　ハートマーク付きの便びん箋せんを凝ぎよう視ししながら、指し紋もんを検出したり、微び細さいな繊せん維いを発見したり、ライトに透すかしてみたり……しばらく彼は手紙と格かく闘とうを続ける。思いつく仮説もすべて検証してみるが、それらはすぐに否ひ定ていされる。

　ここはやはり、お嬢じよう様さまに真意を問い質ただすべきか。

　そうも思ってみるが、その選せん択たく肢しは即そく座ざに否定される。『余計なことを言うなよ！』の一言がまた彼に釘くぎを刺さす。

『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』

　手紙にはそんな一文がある以上、やはり返事をしなくてはいけないのだろう。お嬢様はとても真しん剣けんだった。だがしかし……。

　いったいどんな返事が正解なのだ？

　あらゆる苦境を乗り越こえてきた執しつ事じは、たった一通のラブレターに翻ほん弄ろうされていた。
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　翌日のこと。一世一代の大おお舞ぶ台たいを終えた少女は、自室で放心状態に陥おちいっていた。

　椅い子すに腰こし掛かけ、ぼんやりとした顔で宙を見つめ、急に顔が赤くなったり、はたまた青くなったり、何かを思い出したように立ち上がっては、やはり躊ちゆう躇ちよしたように座り直し、視線はドアのほうを泳ぎ、そんな自分を落ち着かせるように目を閉じるが、またラブレターのことを思い出してジタバタとベッド上を転がりだす。

「あ、あの、リーゼさん？」

　心配で様子を見に来ていた親友が、たまらず声を掛ける。すると、ゴロゴロと転がっていたリーゼはぴたりと動きを止める。

「な、なに？」

「お気持ちは分かりますが、もう少し落ち着かれたほうが……」

「うん、そ、そうよね、わ、分かってる、分かってるのよ？」

　どもりながら答えると、リーゼは背筋を伸のばして椅い子すに座り直す。そうすると一いつ瞬しゆんだけは凛りんとした元の姿に戻もどるのだが、しばらくするとまた顔が赤くなったりため息をついたりを始め、結局同じことになる。フローラはこんなに挙きよ動どう不ふ審しんなリーゼを見たことがない。

「へ、へ、返事は、い、いつになる、かしらね？」

　今日何度目かの質問を繰くり返す。

「そうですわね、ベルさんの都合もあるでしょうし、数日は普ふ通つうにお待ちになったほうがよろしいかと」

「そ、そうよね、そのくらいは、ふ、普通よね」

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいきますわ」

「そ、そう、かな……」

「そうに決まってますわ」

　フローラが力強く励はげますと、リーゼの顔はますます赤くなる。

　少女は気分を紛まぎらわすように、ノートに視線を落とし、『フローチャート式　一目で分かる！　ラブレターのお返事』という項こう目もくを読む。

　たとえば、『好きです、つきあって下さい』の返答例には、『よろしくお願いします』『ごめんなさい』『お友達から始めましょう』『良いお友達でいましょう』という成功例や失敗例が矢印の先に書かれている。それらが恋れん愛あい漫まん画がの告白シーンの抜ばつ粋すいとともにパッチワークのようにぎっしり詰つめ込まれている。

　いつも気になるのはここだった。

『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』というヒロインの台詞せりふに、『この身が朽くちるまで、あなたのことを守り続けます』という承しよう諾だくの返事。これは『王女と魔ま獣じゆう』のアスタロッテとベルフリートのやりとりで、リーゼの最も好きなシーンのひとつだ。だからこそ、今回のラブレターにも『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』というフレーズを入れたのだった。

「ああ……」

　また、体が熱くなり、息が乱れる。

　いったいどんな返事が来るのだろう。もし悪い返事が来たらどうしよう。

　十六歳にして初めて知る。恋こいとはこんなにも苦しく、切ないものだったのか。

　フローラが見守る中、時間だけが過ぎ、そして日も暮れる。

「リーゼさん、わたくしそろそろおいとましますわ」

　その言葉に、リーゼはハッと顔を上げる。

「あ、ご、ごめん。ほったらかしで」

「ううん、いいんですの。お気持ち、お察しします」

　リーゼの部屋から廊ろう下かに出ると、フローラは「ヴィクトリア」と己おのれの執しつ事じの名を呼んだ。

　返事はない。

「ヴィクトリア……？」

　壁かべ際ぎわには、一人の女性執事が座り込んでいる。顔がうっすら赤く、熱っぽいようにも見える。

「もしもし、ヴィクトリア？　聞こえてますかしら？」

「あ……」

　そこでヴィクトリアは初めて気づいたとばかりに、顔を上げて主人を見た。

「あ、も、申し訳ございません、少し気を抜ぬいておりました」

「あなた、顔色がすぐれませんことよ。どこか悪いんですの？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　ヴィクトリアは熱っぽい顔のまま答える。ロボットでも、システムの故障がすぐに分かるように、表情や体調に現れるようにしている機種は多い。そのほうがロボット自身に自じ覚かく症しよう状じようが出るため、統計的に不具合の発見が早いからだ。

「本当に大丈夫ですの？　家に帰ったらハインツ社のサービスマンに診みてもらいましょう」

「申し訳ございません」

「それじゃあリーゼさん、失礼いたしますわ」

「うん、気をつけてね」

　玄げん関かん前に車両が回されると、フローラはヴィクトリアとともに乗り込んでいく。やはりヴィクトリアの横顔は苦しげで、体の不調を無理やりに隠かくしているのが分かる。

　大丈夫かしら……。

　リーゼが心配そうに車を見送っていたときだ。

「お嬢じよう様さま」

「……ッ!?」

　びくり、と身を震ふるわせ、リーゼは振ふり向く。

　そこには長身の執事が立っていた。

　彼は落ち着いた口調で、こう尋たずねてきた。

「少し、お時間を頂いただいてもよろしいでしょうか？」







　再び、リーゼの自室。

　執事と主人は、二人きりで向かい合っていた。

　──大丈夫だろうか？

　ベルは己の主人の顔を見つめる。脈みやく拍はくも体温も見るからに乱れており、何か言ったら卒そつ倒とうしてしまいそうな雰ふん囲い気きだ。

　やがて、ぐっ、とリーゼが両手を胸むねに押おし付けたのが見え、それからそーっと顔を上げた。まるで怖こわい物でも見るような半身の姿勢だ。

「な、な、何かしら？」

「昨日頂いただいた、お手紙の件です」

「ま、待って……！」

　リーゼは右の手のひらを掲かかげて、相手の言葉を止める。残った左手で胸を押さえて、すー、はー、と相手にも聞こえるくらいの深呼吸をする。

「逃にげちゃだめよ、リーゼロッテ。そう、逃げちゃだめよ、勇気を出してリーゼロッテ……。お父様もお母様も、そう教えてくれたじゃない」

　ぶつぶつと自問自答を繰くり返し、それから少女はやっと心の準備ができたのか、そろそろと顔を上げる。

「ご、ごめん、ま、待たせて」

「いえ……」

　──本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　心しん拍ぱく数すう上昇、本日最大値。立っているのも精一杯といった様相の主人を前に、執しつ事じはややためらいを覚える。だが、ここまで時間を取らせてなんでもありませんというわけにはいかないし、『手紙』のほうは受け取ってすでに二十四時間以上が経過している。これ以上返事を引き延のばすのは失礼だ。

「では、よろしいですか？」

「うん、い、いいわよ」

「先ほどもお話しした『これ』ですが……」

　ベルは懐ふところから、一通の手紙を出す。それはハートマークで封ふうをされたあの手紙。

　ビクッ、と少女が震ふるえ、自みずからの送った手紙を凝ぎよう視しする。瞬まばたきが増え、唇くちびるが開いてパクパクと小さく動く。陸に打ち上げられた魚のように苦しげだ。

「お手紙、読ませていただきました」

「……う、うん」

「昨日から、どのようなお返事を差し上げればよいか、私なりに考えてみたのですが」

　ごくり、とリーゼの喉のどが鳴る。

　そこで彼は、なんでもないことのように告げた。

「答えが見つかりませんでした」

「……え？」

「この手紙を総合的に検けん討とうした結果、私にはお答えできない、ということです」

「それって……」

　リーゼが不安に満ちた表情で訊きき返す。

「返事はできない、ということ？」

「そうなります」

「つ、つまり……どういう、こと？」

「ですからこれは──」

　そこで執しつ事じは、十一年にわたる任務の中で、最大の失敗を犯した。




「お返しします」
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　ハートマークの封ふうをされた手紙が、少女の前に突つき出される。

　それは、この執事にとっては何気ない行こう為いだった。主人から受け取った書類が、自分には対処できないものだったから返へん却きやくした、というだけの行為。たとえるなら、おつかいに出かけて目当ての物が買えなかったときに、その買い物リストを返すような行為だった。

　だが、少女のほうは違ちがった。目を大きく見開き、口は半分開いたまま、手紙を見つめる。

　時が凍こおりつく。

　ほっそりとした白い指が、ぶるぶると震ふるえながら、手紙に触ふれる。

　手紙を受け取ると、リーゼはだらりと両手を下げ、うつむいた。前まえ髪がみに隠かくれた表情は見えなくなり、ただ唇くちびるだけが戦慄わなないている。

　一度出したラブレターを、相手から突つき返される意味。それはいかに恋れん愛あいにうとい少女であっても、はっきりと分かる。

「……お嬢じよう様さま、顔色がすぐれないようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ……うん、へい、き、よ……」

　ちっとも平気でなさそうな、かぼそい声で答える。執しつ事じは自みずからの行こう為いと発言がどれだけ無神経なものであるかにまだ気づかない。

「あ、あの、ね、ベル」少女は残された勇気を絞しぼり出して言う。「私と、ベルって、その……どんな、関係？」

「はい？　それは主人と執事ですが」

「そ、そうだよね、うん、分かってる、分かって、た……」

「……？」

「ご、ごめんね、へ、変な手紙、渡わたして、その、困らせちゃって……」

　震ふるえる唇くちびるで、無理やりに笑顔をつくると、リーゼは背中を向けた。少し斜ななめになりながら、蛇だ行こうするように廊ろう下かを歩いていくと、やがて角を曲がって見えなくなった。




　その夜、リーゼロッテ・ブライトクロイツは屋や敷しきから姿を消した。










　　　　　第六章　お嬢様、家出をする。







　　　　　　　　　１




　──なんということだ！

　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくな執事が、今回ばかりは焦あせっていた。

　リーゼが屋敷から姿を消してすでに一時間。防犯カメラには外出の記録が残っているが、屋敷の外に出たあとは足取りが摑つかめていない。遠えん隔かく通信イヤリングにも応答はなく、完全に見失ったことになる。彼が着任して以来、最大の緊きん急きゆう事態と言えた。

　迂う闊かつだった！

　遊園地での一件もあり、警けい戒かい態勢は万全のはずだった。万が一を考え、明日にでもリーゼに発信機を装着してもらう予定もあった。だが、警護対象であるリーゼ本人が家出してしまうことまでは想定外だった。

　──お嬢様はいったいどこへ!?　外出理由はなんだ……!?

　法定速度を超こえるスピードで駆かけ回り、ベルは必死に屋敷の周囲を捜そう索さくする。もちろんメイドたちにも周辺一帯の捜そう索さくを命じたものの、まだ発見の報告はない。日の沈しずみ始めた路地では街がい灯とうが点つき始め、夜の闇やみが世界を覆おおい始める。

　──他にお嬢じよう様さまの行きそうなところと言えば……。

　ホットラインを開くと、すぐにフローラから応答があった。

『あらベルさん、どうなさいましたの？』

「夜分に申し訳ございません。急なことで失礼とは存じますが、そちらにリーゼお嬢様がご厄やつ介かいになっていないでしょうか？」

『リーゼさんが？　いいえ、来ておりませんけれども』

「そうですか……」

『……！　何かありましたの？』

　フローラが声を険けわしくする。

　──ここは協力を要よう請せいすべきだ。

　相手の信用度を判定した上で、ベルはすばやく決断する。

「お嬢様が一人でお出かけになり、行方が分からないのです」

『なんですって!?』

「申し訳ございませんが、お嬢様がそちらに参りましたらご連れん絡らくをいただけないでしょうか？」

『もちろんですわ！　それで……』フローラは訊ききにくそうに切り出す。『リーゼさんの、その……出ていかれた原因は、なんですの？』

「それが私にも分かりません」

『もしかしてラブレ……いえ、これは今確かめることではありませんね……』

「はい？」

『なんでもありませんわ。わたくしも心当たりに訊いてみます！』

「よろしくお願い致いたします。それで、重ね重ね恐きよう縮しゆくですが、ヴィクトリアの協力を頼たのめませんか？　捜索に彼女の力が必要なんです」

『あの、ベルさん、それなんですが……』

　そこでフローラが言いにくそうに口ごもる。

「どうしました？」

『ヴィクトリアは、帰宅してから急に倒たおれて、それから機能停止したままなんです』

「ヴィクトリアが……倒れた？」

『はい。今はハインツ社の方に診みてもらっているのですが、なんでも原因不明とかで……』

　──ヴィクトリアが倒れた？

　通信を終えると、ベルは今聞いたばかりの情報を検けん討とうする。

　──あの頑がん丈じようなヴィクトリアが……？

　気づけば、雨がぽつぽつと降り出していた。それは少しずつ強さを増し、彼の髪かみやタキシードを濡ぬらしていく。

　そのときだ。




『──聞こえるか、ベル！』




　通信が入った。それは行方不明だった戦友の声。

「ビアホフ……!?」

『そうだ、俺おれだ……！』

　その声は確かにビアホフ・ゲーニッツだった。ベルにいつも『裏仕事』を持ちかけてくる『戦友』。最近は音信不通で、連れん絡らくが取れたのは一週間ぶりとなる。

「今までどこにいたんですか？　非常用の回線は切らないで下さいと──」

『話はあとだ！　いいから聞け！』

　ビアホフは声を荒あららげる。

『いま、屋や敷しきの近くまで来ている！　それで、驚おどろいたことに、おまえのところのお嬢じよう様さまが歩いているのを見た！　なんかずぶ濡ぬれだったぞ！』

「本当ですか……!?」これにはベルも驚く。「お嬢様は今どこに……!?」

『すぐに座標を送る！　とりあえず俺が保護しておくからおまえもすぐ来い！　それともうひとつ、遊園地で暴走した『デゴハチ』と、ゴードン・ベルリッヒを射殺したロボットから検出されたウィルスが一いつ致ちした！　そして、これは信じられないことだが──』

　そこで通信は急におかしくなった。ザッ、ザザッと雑音が混じり、やがてプツリと切れる。

「ビアホフ……！　ビアホフ・ゲーニッツ！　応答して下さい！」

　返事はない。再び回線をつないで呼び出してみるも、通信は途と絶ぜつしたままだ。

　だが、間かん一いつ髪ぱつのタイミングだったのか、ビアホフからの『座標』は到とう着ちやくした。それはここからわずか数百メートルの川沿いだ。

　──お嬢様!!

　ベルはすさまじい脚きやく力りよくで、目的の場所へ一直線に駆かけ出した。
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　気がついたら、少女は外を歩いていた。

　足を引きずるように、寝ね巻まきのままでふらふらと夜風に身をさらす。

　時が止まったようだった。

　──お返しします。

　ベルの言葉が脳裏によぎり、そのたびに胸むねの奥おくがずきりと痛む。

　どこかで信じていた。信じきっていた。

　心の奥おくの、一番深いところで、それこそ普ふ段だんはまったく意識していないような部分で、リーゼはベルのことを信じていた。

　ベルが自分を傷つけるはずがない。

　ベルが自分に不利なことをするはずがない。

　いつでもベルは味方。いつでもベルは助けてくれる。いつでもベルは言うことを聞いてくれる。

　そう、いつだって──

　だから、どこかで良い返事が来ると思い込んでいた。気持ちの上では不安で不安で仕方なかったし、それは確かにそうだったけれども、心のどこかでは信じていた。

　幼少期より思春期に至るすべての時期において、リーゼの人生のベースとなる存在──ベルンハルト・メルテザッカーという人物は、それほど少女にとって大きな存在だった。軽くジャンプしたら、ストンと足が地面に着くのがまったくもって自明であるように、少女が何かをなす上で、どこかに行く上で、ふと立ち止まって休きゆう憩けいする上で、必ずどっしりと足元に存在している、大地のような存在。

　だから信じて疑わなかった。ベルに対して何かを試みて、それで自分が傷つくことを想像していなかった。

　だから、今。

　──馬ば鹿かみたい。

　ちょっと前までの、浮うわついていた自分が本当に愚おろかに思える。勝手に好きになって、勝手に舞まい上がって、勝手に良い結果を想像して、さんざん彼を、周囲を、振ふり回したあげくに待っていた結果が、これ。最初から一人で空から回まわりしていただけで、彼の心の歯車は自分と何も嚙かみ合っていなかったのだ。

　誰だれかとすれ違うと、じろじろと視線が刺ささる。「ねえ、あの子って……」「どうしたのかしら」「バカ、見るなよ」とひそひそ話が聞こえる。きっとひどい顔をしているのだろう、無様な姿に見えるのだろう。ただ、今のリーゼに自分の身なりをかまう余よ裕ゆうはない。

　──これからどうしよう。

　いったん家を出てしまうと、リーゼにはもう行くところがなかった。フローラのところに転がり込みたいが、あんなに応おう援えんしてくれた友人に、今さらどんな顔で会えばいいのか分からない。さりとて、フローラよりも親しい友人なんているわけない。

　──お嬢じよう様さま、大だい丈じよう夫ぶですか？

　結局、思い出すのはベルのことだった。

　困ったときはいつでも駆かけつけてくれて、さびしいときはいつもそばにいてくれて。

　──さあ、お嬢様。涙なみだを拭ふきましょう。

　小さいころに怖こわい夢を見たとき、どんな真夜中でもベルはやってきてくれて、リーゼが眠ねむりにつくまで枕まくら元もとで手を握にぎってくれた。そのときの心強さと安心感は何物にも代えがたい。早くに両親を亡くしたリーゼにとって、ベルンハルト・メルテザッカーとは父と母を足したような大きな存在だった。

　数々の思い出が胸むねに蘇よみがえる。

　転んだときに抱き起こしてくれたこと、幼よう稚ち舎しやで喧けん嘩かをしたときに慰なぐさめてくれたこと、忘れ物をして途と方ほうに暮れていたときに駆かけつけてくれたこと……すべてが宝物のような思い出で、だけど今はそれらがガラスのようにヒビ割れ、鮮あざやかな彩いろどりが失われてどんどん色いろ褪あせていく。

　もがくようにただただ足を前にひきずる。やがて、つーんと鼻のあたりがこみ上げ、それから「ひっく……ぐすっ……」としゃくりあげる。

　こんなにみじめな気持ちになったのは初めてだった。普ふ段だんは各国要人を前にしてあれほど偉えらそうに演説をぶっているのに、いざ自分が傷つくと幼児のように泣なきじゃくって家出している。しっかりしている、仕事ができる、共和国屈くつ指しの才女──そんな世評に自惚うぬぼれていたのだろう、だからこんなにみじめなんだろう。本当の自分は、今こうしてずぶ濡ぬれで歩いている、世間知らずの打たれ弱い小娘なのだ。

　だから、ふられて当然なのだ。

　──何を思い上がっていたの、ねえ、リーゼロッテ。そんなに自分が選ばれる自信があったの？　どうして、ねえどうして？

　内心で自分を責め続ける。それは自分で自分を貶おとしめるような行こう為い。

「うっ……うぅっ……」

　駄だ目めだ、泣いたって始まらない。何も解決しない。そうは思っても、刺ささった痛みと、あふれる哀かなしみは堪こらえきれない。

　一度涙なみだが零こぼれ落ちると、決けつ壊かいしたようにそれは次から次へと零れていく。流れる涙はぽろぽろと頰ほおをつたい、服に落ち、宙を流れ、地に染みる。

　そして、その涙に応じるように、空からも雨が降ってきた。

　それは少女の服にまだらな紋もん様ようを描えがき、その服を灰色に染めていく。軽装で出てきたために、その体はあっという間にずぶ濡れになり、少女は心だけでなく体まで冷え切らせる。

　顔をつたう雫しずくが、もう雨か涙かも分からない。

　何もかも、この雨が流してしまえばいい。自分自身のみじめな気持ちも、この体も、輪りん郭かくごときれいさっぱり流してしまえばいい。

　消えてしまえ。私なんか。

　自じ暴ぼう自じ棄きになった自分を引きずるように、少女はよろよろと歩く。止まってしまえば、その場に崩くずれ落ちてしまいそうになるが、なぜそうまでして歩み続けるのかは自分でもよく分からない。ただ今は少しでも、ベルのいるところから遠ざかりたい。でも本当は──

　そのときだ。

　目の前に、気配を感じた。伏ふせていた視界に、靴くつと足が現れて、とっさにそれは、男性のように思えた。

　──ベル……!?

　一いつ瞬しゆん、そう思ったが、視線を上げると違ちがった。

　そこにいたのは、ベルと同じくらいの背せ丈たけだが、もっとがっちりした感じの体たい軀くの男性だった。

　誰だれ……!?

　ぼんやりしていた頭が、見知らぬ男性の出現で一気に現実に引き戻もどされる。傷心のために自や棄け気味になっていても、それでも人並みの警けい戒かい心しんまでは失われていなかった。

　男性もずぶ濡ぬれだった。

　傘かさも差さず、雨具もつけていない。かなり走ってきたのか、だいぶ荒あらい息で、こちらをじっと見つめている。

　怖こわい、と思った。

「あ、あんた、ブライトクロイツの、お嬢じよう様さま、だよな……？」

「え……？」

　どうしてこの人は、私の名前を知っているのだろう？　ますます警戒の度は強まる。

　リーゼの恐きよう怖ふ心しんを見て取ったのか、男は「ああ、すまん、こええよな、俺おれ」と自分の身なりを見て謝る。

「とにかく無事でよかった」

　男はほっとした声で言う。

「俺は、ビアホフ・ゲーニッツってもんだ。あんたのところの執しつ事じ、ベルンハルトと昔からのダチでな」

「ベルの……？」

　ビアホフという名前に心当たりはない。それに『ダチ』という言葉が何なのかもよく分からない。

「ああ、急にこんなことを言われても困ると思うけどよ。あんた、今ちょっとヤバイ立場なんだ。だからすぐに屋や敷しきに戻もどってくれないか？」

「え？」

　この人は急に何を言い出すんだろう？

　リーゼが一歩、後ずさる。

　男はなぜか必死だった。

「ああ、すまん。何を言っているのか分からんかもしれないが、とにかく安全な場所に行くんだ。屋敷に戻りたくないなら知り合いんちでもいい。俺の力じゃ、あんたを守り切れ──」

　その瞬しゆん間かんだった。

　何かが飛び出した。リーゼには男の胸むねから急に光の柱が立ち上ったように見えた。

　光の柱が引き抜ぬかれると、赤い液体が噴ふき出し、それはリーゼの体を真っ赤に染める。それから男は水たまりの中に倒たおれ、液体が見る見る広がっていった。

「あ、あ……」

　リーゼは目を見開く。理解が追いつかない。急に現れた男性、そしていきなり背後から──

　刺さされた……？

　そしてリーゼは、男性の背後に立っていたその人物に気がつく。

「え……？」

　驚おどろいたことに、リーゼはその人物に見覚えがあった。ただ、雨に濡ぬれた相手の顔は、眼光がいつも以上に鋭するどくて、狂きよう気きとも殺気ともつかぬ迫はく力りよくがある。

　あっ、と思ったときには遅おそかった。

　体に熱い衝しよう撃げきが走り、




　少女は昏こん倒とうした。
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　お嬢じよう様さま……!!

　執しつ事じは疾しつ風ぷうのごとく駆かける。

　車が行き交う道路を一足飛びに越こえ、人も壁かべも家もあらゆる障害物をかわして急ぐ。

　お嬢様、どうかご無事で……!!

　もしもリーゼが危険な目に遭あったとしたら、己おのれの存在意義など何もなくなる。お嬢様の安全こそが絶対の使命、お嬢様の幸せこそが自分のすべて──走りながら彼はリーゼの顔を思い出す。その顔はひどく哀かなしげで、涙なみだを浮うかべてこちらを見つめている。

　──くっ……！

　途と中ちゆうで川かわ面もが見えたが、彼は躊ちゆう躇ちよなく跳ちよう躍やくし、雨の中に虹にじのようなアーチを描えがく。そして着地と同時にまたトップギアで走り出す。

　ビアホフから送られた座標まで、ものの一分とかからなかった。

　郊こう外がいの人通りの少ない道で、彼は立ち止まる。

　真っ先に目に入ったのは、

「ビアホフ……ッ!?」

　道の端はしには旧友が倒たおれていた。その下には赤く染まった水たまりがあり、出血の多さを雄ゆう弁べんに物語る。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　ベルは彼の元に駆かけ寄り、慎しん重ちように抱き起こす。背中から胸むねに向かって貫かん通つうした傷口、衣服の焦こげた痕あと。一目で何者かに襲おそわれたことが分かる。

「ウ……」

　ビアホフは苦しげにうめき、口の端はしから血を吐はき出す。わずかに目を開けて、ベルの顔を見止めると、「あ……」と何かを言いかける。

「しゃべってはいけません。いま、救急車両を呼びますから」

　ベルは指先から救急キットを出し、迅じん速そくかつ的確に応急処置を始める。止血と消毒をしつつ、直近の救急センターに通報を入れる。ビアホフの顔色は蒼そう白はくで、戦場でも彼がここまでの大おお怪け我がを負ったのは見たことがない。

　そのときだった。

「……え？」

　視界の端はしに何かを捉とらえる。ビアホフの倒れていた場所の向こう側、車道と歩道の間のあたりに、『白いもの』が見えた。路面に張り付くようにしている『それ』には見覚えがあり、表面に貼はられたシールは──

　ハートマーク。

「これ、は……」

　ベルは目を見開く。

　リーゼの手紙は、真っ赤な血に染まっていた。




　　　　　　　　　４




　目覚めたのは痛みのせいだった。

「うっ……」

　ズキンと背中に走る鋭するどい痛みと、手て錠じようによって拘こう束そくされた両手首の鈍にぶい痛み。それらが朦もう朧ろうとしていた意識を急激に覚ましていく。

　ひんやりと肌はだ寒さむさを感じる室内、外では雨の降り続く音。鼻につくかび臭くささは、今横たわっているソファーのような家具からだ。

　ここ、どこ……？

　他に家具が見当たらない殺風景な室内は、どこかの廃はい倉庫のように見える。

　──ああ、そうだ。

　記き憶おくが戻もどってくる。知らない男の人が──確かベルの知り合いのようなことを言っていて、それで、その人が急に刺さされた。噴ふき出す血液を大量に浴びて、気分が悪くなったところで、何者かに殴なぐられた。おそらく、背中に一いち撃げきを食らって、それで昏こん倒とうした──ような気がする。あのとき、誰だれか知った顔に会ったような気もするが、その姿は霧きりの向こうにかすんだようにうまく思い出せない。

　拉ら致ち……？　誘ゆう拐かい……？

　そうした言葉が頭に浮うかぶ。

　リーゼとて、財ざい閥ばつの家に生まれた以上は自分が犯罪者に狙ねらわれやすいことを知っている。なにせ莫ばく大だいな遺産をたった一人で受け継ついだ、共和国屈くつ指しの資産家なのだ。身代金目当てにかどわかそうとする輩やからがいるのはまるで不思議なことではない。

　逃にげなきゃ……！

　少女は上体を起こし、今いるソファーの上で力任せにもがく。背中をこすり付けるように少しずつ移動し、どうにか背もたれに寄りかかることに成功する。

　だが、立ち上がろうとしたところで、

「きゃっ」

　ぐいっと後ろに倒たおれ、また座り込む格好になる。どうやら、手て錠じようには紐ひもかワイヤーのようなものが結んであり、それがソファーに固定されているらしい。足が拘こう束そくされていないから逃げられる、というのはさすがに甘あまい考えだったことを思い知らされる。もちろんこんな大きなソファーを引きずっていくのは無理だ。

　そのときだ。

「あ……」

　遠くで雷らい鳴めいが聞こえた。同時に、少し離はなれた窓まどから光が射さし込み、それは暗くら闇やみにシルエットを浮かび上がらせる。

「誰……っ!?」

　叫さけぶと、その人物はゆっくりと振ふり返った。二度目の稲いな光びかりはその横顔を照らした。

　え……？

　垣かい間ま見みえた真実に、少女は啞あ然ぜんとする。ゆっくりと近づいてくるその人物は、やがて少女の座るソファーの前で立ち止まる。氷のような光を放つ瞳ひとみと目が合うと、ぞくりと背筋に冷たいものが走った。

「うそ……」感情がそのまま言葉になる。「どう、して……？」

　そしてリーゼは犯人の名を口にした。




「ヴィクトリア……」




「やっと気がついたか」

　女性にしてはやや低い、落ち着きのある声。長い黒くろ髪かみと美しい顔立ち。

「あなたが……」訊きくことを恐おそれるように、声が小さくなる。「私を、さらったの？」

「そうだ」

　即そく答とうされる返事に、少女はソファーの上で固まる。

「ヴィクトリア、どうしてなの……？　それにさっきは……」

　続きを言おうとして、気絶する前に見た真っ赤な飛沫しぶきが脳裏に蘇よみがえる。

　そう、彼女が、人を刺さした。

　恐るべき事実が、目の前の人物とはっきり重なり、リーゼは改めて恐きよう怖ふを覚える。

　おそらくあの人は死んでいる。彼女に──ヴィクトリアに殺されている。その見たままの事実が、少女に自みずからの置かれている状じよう況きようをはっきりと認識させ、その心を恐怖で埋うめ尽つくす。自分が今、拘こう束そくされた状態で、人殺しと対面している。単純にして圧あつ倒とう的てきな恐怖だ。

「リーゼロッテ・ブライトクロイツ」

　ヴィクトリアはきつい視線のまま告げる。呼び捨てにされた名前が、今の二人の関係がこれまでと違ちがうことを端たん的てきに示していた。

「今からする質問に答えろ」

「し、質問？」

「おまえはなぜ、あのような活動を続けている？」

「……『国境なき平和財団』のこと？」

「そうだ。なぜ、戦場に出たこともない、そして出ることもないだろうおまえが、ああした活動を続けるのか。狙ねらいは何だ？」

「…………」

　リーゼは一いつ瞬しゆん、考える。質問に素直に答えるべきだろうか。もちろん逆らえる状況にはないが、今は相手の意図が分からない。

「それを訊きいてどうするの？」

「質問は私がする」

　──違う。

　何かが変だ。リーゼは相手の瞳ひとみを見ながら、違い和わ感かんを覚える。うまく言えないが、今の彼女は彼女らしくない──そんな印象を抱いだく。だが、それがどうしてかは分からない。

「いいから質問に答えろ」ヴィクトリアは続ける。「なぜ、あのような活動をしている？」

「……別に、難しいことじゃないわ」

　気づけば答えていた。

「ユスティーツとザムスタークは戦争を繰くり返し、多くの人々が犠ぎ牲せいになった。だから、戦争に反対するのは当然のことよ」

「そんなことをしても戦争は止まらない。敵が攻せめてくれば戦うしかないだろう？」

「だからこそ、戦争が始まる前に火種を減らしておくことが大事なの。軍縮を進めて、両国の軍事的緊きん張ちようを緩かん和わすることが平和への一歩よ」

「軍事ロボットの削さく減げん法案を作ったのもそのためか」

「そうよ。核かく兵へい器きが全面禁止になった現代では、軍事ロボットこそが軍隊の主力だから」

　答えているうちに、語気が少しだけ強くなる。以前出演した討とう論ろん番組を思い出すが、今は自分をさらった犯人が相手だ。

「しかし、仮に法案が成立しても、この世界から戦争はなくならない」

「確かにそうかもしれない。でも、第八世代型の削減は、きっと大きな歯止めになる。それは間ま違ちがいないわ」

「それでも軍ぐん需じゆ産業の奴やつらは抜ぬけ道を用意するだろう、何も変わらない」

「いいえ、変わるわ。際限のない軍拡に歯止めを掛かけるだけでも、人々の意識は大きく変わる。それがとても大切なことなのよ」

　リーゼはなおも反論する。恐きよう怖ふ心しんはあったが、自分の主義主張を曲げたくないという気持ちが勝まさった。

「まるで理想論だ」彼女はためらいなく断じる。「戦争は恐怖から始まる。ミサイルの一発でも撃うち込まれれば、平和だの講和だのといった世論はすべて吹ふき飛ぶ。歴史は繰くり返す」

「その一発を予防する。それが、私の活動の目的よ」

「無理だ」

「無理じゃない」

　少女は食い下がる。どこか、自分が試されているような気がしていた。

　ヴィクトリアは冷たい口調のまま、なおも論ろん駁ばくの矢を放ってくる。

「おまえの父親は、ザムスタークの軍隊に殺されたのだろう。悔くやしくないのか？」

「もちろん悔しいわ。でも、相手を憎にくんでも父は戻もどってこない」

「それを言うなら軍事ロボットを削減しても、いや、戦争をなくしたとしてもおまえの父は戻ってこないぞ」

「分かっているわ。でも、戦争をなくせば、これから父をなくしたり、家族や大切な人をなくす人が減る。だから私は反戦活動を続ける」

「死ぬぞ。そんなことをしていると」

「どうして？」

「愚ぐ問もんだな。おまえを消したい連中はごまんといる」

「そんな脅きよう迫はくには屈くつしないわ」

「これでもか？」

　ヴィクトリアは手のひらを動かし、そこから赤い光の剣けんを伸のばした。それはリーゼの首元に突つきつけられる。

「……ッ」

　思わず息を吞のむ。全身にぞわりと怖おぞ気けが走り、体が震ふるえる。

　生まれて初めて覚える死の恐きよう怖ふ。今、彼女がわずかに手を振ふれば、自分の首はざっくりと落ち、真っ赤な血が噴ふき出すだろう。あの男性が目の前でそうなったように。

「まだ何か言うことはあるか？」

「う……」

　歯がカチカチと鳴る。喉のどの奥おくに舌が入り込んだように、言葉がうまく出てこない。

　ヴィクトリアの剣けんはブウゥンッ、と振しん動どう音おんを立てながら、リーゼの首筋に熱波のような感かん触しよくを与え続ける。首筋から汗が流れ、心臓が迫せり上がる感覚。怖こわい。恐おそろしい。息ができない。逃にげ出したい。死にたくない──本能的な感情が少女の理性を飲み込む。

　だが、それでも少女は屈くつしなかった。

「……ない」

「あ？」

「やめ、ない」

　震ふるえる唇くちびるで、弱々しく、でもはっきりと意志を表明する。

「私は、やめない。財団の活動も、平和の活動も、決して、やめない」

「では望み通りにしてやろう」

　ヴィクトリアの手が消えた。ブンッ、という振動音と、風圧がリーゼの顔面を襲おそう。

「……ッ」

　一いつ瞬しゆん、首が飛んだかと思った。金きん髪ぱつがはらはらと膝ひざの上に落ち、床ゆかに散乱する。悲鳴を上げなかったのは、言葉が出なかっただけで、足元が馬ば鹿かみたいに震えている。

　怖かった。喉元に迫り上がった恐怖が呼吸を荒あらくした。

　だがそれでも、リーゼは言葉を発した。それは一つの財団を率いて、全世界に平和と軍縮を訴うつたえている責任者としての意地に近い感情だった。

「……どうして」言葉を絞しぼり出す。「あなたが、そんな……『武器』を持っているの？」

「武器？」

「遊園地で見たときも、気になっていたけど……それ、軍事用の武器よね？」

　リーゼはヴィクトリアの持つ武器を見る。それは赤い光の剣。

「それをどこで……？」

「単純な話だ。私が『軍事ロボット』だからだ」

　ヴィクトリアがさらりと答えると、リーゼは目を見開く。

「ぐ、軍事、ロボット……？」

　信じられずに訊きき返す。

　親友の雇やとった執しつ事じが、軍事ロボット？

「そうだ、私は軍事ロボットだ」

「だけどフローラはそんなこと、一言も……」

「当然だ。ロボットＩＤのロンダリングをして、私は執しつ事じロボットとしてマイヤーリング家に潜もぐり込んだ。こう説明すればおまえには伝わるだろう？」

「ロンダリング……そんな、あなたが……」

　リーゼは引きつった顔で答える。自分が国際会議で追つい及きゆうした問題が、こうして目の前に立ち現れるとは想像の外だった。

「ユスティーツ共和国軍情報部第六課所属軍事ロボット、コードネーム『戦乙女ヴアルキユリア』。それが私の正体だ」

「それじゃ……」

　少女は必死に声を絞しぼり出す。

「今まで、私とベルを、騙だましてたのね……」

「それは違ちがうな。少なくともベルは騙していない」

「え？」

「あいつは私のことを知っていた。だけどおまえには黙だまっていた」

「うそ。そんなことありえない」

「本当だ。なぜなら──」

　そこでヴィクトリアは、残ざん酷こくな真実を告げた。

「あいつも、私と同じ『軍事ロボット』なのだから」

　──？

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

　あいつも、同じ、軍事ロボット。並んだ単語同士がうまく結びつかない。

　だから訊きき返した。

「ベルが……軍事ロボット？　何を言っているの？」

「言葉どおりだ」

「だって、ベルは私が小さいころから、ずっと我が家に仕えていて、それで、私の家族同然に暮らしてきたのよ？」

「もちろん、おまえの家に仕える前の話だ。考えてもみろ、おまえはベルがブライトクロイツ家に来る前のことを何も知らないだろう？」

「それは……」

　リーゼはいったん言葉に詰つまるが、まだ反論を諦あきらめない。

　認められるわけがない。

「だ、だって、ベルはお父様の紹しよう介かいだもの。お父様が信しん頼らいする、お父様の親しい友人だもの。だから我が家に仕えるようになったのよ？」

　少女は懸けん命めいに『お父様』を連呼する。それは亡き父親に必死にすがるような思いからだった。

　しかしヴィクトリアは容よう赦しやなく続ける。

「残念だが、その『お父様』も軍人だ」

　──!?

　脳内で、ヒューズが飛ぶような感覚。

　お父様──軍人。また言葉が結びつかない。頭に入ってこない。

　心が拒きよ絶ぜつしている。

「え？　……え？」

　今度は訊きき返すこともできない。

　この人は、今、なんて？

「おまえの父、ゴットフリート・ブライトクロイツは、ユスティーツ軍所属の軍人だ。先の大戦では戦場で数多くの人間とロボットを殺した」

「うそ……」

「事実だ。おまえの父親も、おまえの父親が選んだロボットも、戦場で血みどろの戦いをしてきた。おまえが憎にくみ続けた連中そのものだ」

「う、噓うそよ……」

　少女の唇くちびるが震ふるえる。

　信じたくない。信じられない。

　軍事ロボットは人殺しの道具、反人道的兵器──かつて自分の投げ放った主張が、今、少女自身に弧こを描えがいて戻もどってくる。

「信じられないのか」

「ええ、信じないわ」

　本能的に否ひ定ていする。だがその言葉と裏腹に心は揺ゆれている。

「ならば──」

　そこでヴィクトリアは視線を壁かべのほうに向けた。

「本人に直接訊いてみたらよかろう」

「え？」

　そのときだ。

　轟ごう音おんが響ひびき、部屋の一角が吹ふき飛んだ。

　崩くずれた壁から姿を現したのは、ずぶ濡ぬれの執しつ事じ。




「ベル……」




　　　　　　　　　○




「お嬢じよう様さま……！」

　ベルは叫さけんだ。

　廃はい屋おく内にはソファーが見え、一人の少女が座っている。流れる金きん髪ぱつに、不安げな瞳ひとみ、白い横顔。間ま違ちがいなくリーゼだ。

　そして、彼女の前に立っているのは、鋭するどい眼光と長い黒くろ髪かみを持つ戦友。

「ヴィクトリア、あなただったのですね」

「いかにも」

　女執しつ事じは堂々と答える。

「お嬢様を放して下さい」

「その前に」ヴィクトリアは切れ長の瞳を、ソファーに座る少女に向ける。「まずは彼女の質問に答えてやるといい」

「……？　お嬢様の……？」

「ほら、あいつに訊ききたいことがあるんだろう？」

　ヴィクトリアはリーゼを促うながす。

　少女は彼女を見上げ、それからベルを見る。その表情は複雑そうだ。

　なんだ……？

　彼は違い和わ感かんを覚える。それは、彼を見る少女の眼まな差ざしがいつもと違ったからだ。

　まるで彼のことを恐れているような。

「お嬢様、何か……？」

「あ……」

　リーゼはびくりと肩かたをすくめる。やはりおかしい。

「あ、あのね、ベル」

「なんでしょう」

「えと、えっと……気を悪く、しないでね？」ひどく遠えん慮りよがちに、少女は申し出る。「あ、あなたが、えっと、その……ぐ、『軍事ロボット』だって、ヴィクトリアが言うんだけど……」

　少女の細い喉のどがごくりと鳴る。

「う、噓うそよね？」

「…………」

　ベルは静かに主人を見つめる。

　──軍事ロボットと呼ばれる忌いまわしき兵器は──

　それはかつて少女が述べた言葉。忌まわしき兵器。殺さつ戮りく兵器。非人道的兵器。数々の非難の形容が、すべて刃やいばとなって今自分に向かおうとしている。

　十年以上の長きにわたり隠かくし続けてきた真実。忠実なる執しつ事じという皮に隠された、彼の本当の姿。それらが白はく日じつの下もとにさらされるときが来たのだ。

　これ以上、黙だまっていることはできない。

　だから彼は告白した。




「本当です」




　その言葉に、びくっと少女が顔を上げる。

「ほん、とう……？」

「はい、本当です。私は軍事ロボットでした」そして彼はさらに残ざん酷こくな事実を告げる。「ユスティーツ軍情報部第六課所属『第八世代型』軍事ロボット──それが私です」

「そん、な……」

　第八世代。それは、少女がこの世から葬ほうむり去ろうとしている、忌いまわしき軍事ロボットの象しよう徴ちよう。先の大戦で破は壊かいと虐ぎやく殺さつを繰くり広げた、最も罪深い存在。

「今まで黙っていて申し訳ございません」

「ど、どう、して……？　どうして、軍事ロボットだったの？　どうして第八世代型なの？　どうして、どうして──」

　内心の動どう揺ようを示すように同じフレーズを繰くり返しながら、少女は問う。

　執事は静かに答える。

「私は軍事ロボットとして作られ、そのためのプログラムをインプットされました。そして、戦争に参加することを命じられました。だから戦いました」

「……殺したの？　ひ、人を」

「はい」

「噓うそよ」

「事実です。私は敵軍と戦い、数多くの兵士の命を奪うばいました。それはロボットだけでなく、人間も含ふくまれます」

「そん、な……」リーゼはぎゅっと目をつむり、「じゃ、じゃあ、お、お父様も、軍人だったというのも──」

「ええ」ベルは静かに答える。「本当です。ゴットフリートは私の上官でした」

「う、あ……」

　少女は絶句する。

　それは足元が土台から崩くずれ去るような残酷な真実。少女が生きてきた十六年間を、信じてきたすべてを奪い去る無む慈じ悲ひな現実。一番尊敬していた父親と、一番信しん頼らいしてきたパートナー。その両方の愛いとしき存在が、自分の最も嫌きらう存在だったという衝しよう撃げき。

　知らなかった。想像もしなかった。そして、次に来る言葉は──

　騙されていた。

「どうして、今まで……、黙だまって、いたの？」

　少女は言葉を区切りながら尋たずねる。

　執しつ事じは淡たん々たんと答えた。

「『任務』に支障が出るからです」

「任務……？」

「そうです。私はお嬢じよう様さまのお父上──ゴットフリート隊長より、お嬢様の『護衛任務』を拝命いたしました。その『任務』に支障が出るという判断から、過去のことは伏ふせて参りました」

「『任務』だから……今まで、私を、守ってきたの？」

　その声は切なげだった。

　だがこのとき、軍事ロボットとしてプログラムされた彼には、相手の様子に配はい慮りよして言葉を選ぶことができなかった。

「そうです。お嬢様を守ってきたのは『任務』だからです」

「にん、む……」

　少女の唇がわなわなと震える。おそらく、ラブレターを突つき返されたとき以上に、彼の言葉は少女の深い部分を傷つけていたが、ベルにはそれが分からなかった。ヴィクトリアは立会人のごとく傍かたわらで静かに二人の様子を観察しており、拉ら致ち犯はんと被ひ害がい者しやという構図がまるっきり置き去りにされたような光景だ。
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「ですから──」

「聞きたくないっ!!」

　少女が声を荒あららげる。

「お、お嬢じよう様さま……？」

「……っ」

　自分自身の出した声に驚おどろいたように目を見開き、少女は震える。

　それは初めて見る表情だった。失望と哀かなしみ、そして──

　怒いかり。

「出てって」

「…………」

「今は、あなたの顔を、見たくないの。……だから、出てって」

「しかしお嬢様、今の状じよう況きようではそういうわけには参りません」

　ベルはヴィクトリアのほうを見て言う。拉致されている主人を置いて出て行くなど、彼には絶対にありえない選せん択たく肢しだ。

　──！

　すると、リーゼの瞳ひとみから、ツーッと雫しずくが流れた。

　深い深い哀かなしみが、青い瞳を潤うるませ、目め尻じりから静かに溢あふれる。

「お願いよ……」少女はつらそうに訴うつたえる。「これ以上、嫌きらいに、なりたく、ないの……」

「お、お嬢、様……」

　ベルは混乱した。

　主人の命令は絶対だ。だから今は出て行かなければならない。しかし、主人の身辺警護も絶対だ。だから今はリーゼを救わねばならない。

　二つの相反する要求を前に、彼は動きが取れなくなる。銅像のごとくその場に立ったまま、哀しみに暮れるリーゼを前にして何もできない。退くことも進むこともできない。

　初めて、はっきりと少女から拒きよ絶ぜつされた。その事実が彼の電子頭脳に殴なぐられたような衝しよう撃げきをもたらす。こんなことは今までのケースにない。どうすればいい。何をすればいい。何を話せばいい。どれほど高速の計算をしても、その答えは決して出ない。

　二人の空気が固まったように、二人の関係も硬こう直ちよくし、それは停止したフィルムのように時を止め続ける。

「答えが出たようだな」

　まるで彼から少女を守るように、ヴィクトリアが立ちはだかる。

「リーゼロッテ、おまえは『第八世代型』を解体する方針だったな？」

「……うぅ」

　少女は返事とも嗚お咽えつともつかぬ声を出す。

「だから、私が代わりに──」ヴィクトリアは光の剣けんを振ふり上げる。「解体してやろう」

　──脅きよう威いＡ！

　警告音が鳴り響ひびく中で、彼女はベルに斬きり掛かかってくる。飛びのいて避さけると、彼女が振り下ろした剣は床ゆかをバッサリと切断する。

「粒子循環電刀ビーム・レイピアの威い力りよくは、貴様も知っているだろう。覚かく悟ごするんだな」

　その光の剣で、ヒュンヒュンと空気を切ると、ヴィクトリアは円を描えがくように剣を乱らん舞ぶさせながら突とつ撃げきしてきた。それはかつての大戦で幾いく度どとなく披ひ露ろうし、『戦乙女』と敵に恐おそれられた剣技。

「……！」

　ベルはひたすら距きよ離りを取り、敵の剣撃を回かい避ひする。剣が走ったあとは光の筋が美しく伸のび、触ふれた路面がバターのように斬り刻きざまれる。たとえロボットでも、くらえば一撃で真っ二つだ。

　攻こう防ぼうは一方的だった。

　ベルはひたすら後手に回り、反撃の糸口すらつかめない。ヴィクトリアは激げき烈れつな連続攻撃で室内に光の爪つめ痕あとのごとき剣けん閃せんを量産する。近づくことすら困難な状じよう況きようだ。

「どうした？」

　ヴィクトリアはぴたりと剣を止める。薄うす暗ぐらい室内を彩いろどっていた光の流線がたちどころに消える。

「反撃して来ないのか？」

「…………」

「ああそうか、『これ』のせいか」

　彼女は背後で座っている少女を一いち瞥べつする。

　リーゼは震ふるえていた。眼前で繰くり広げられる、『軍事ロボット』たちの戦せん闘とう。しかも両者が少女のよく知る存在。まるで身内同士が殺しあっているかのような光景に、その無む垢くなる魂たましいが一ひと太た刀ちごとに切り刻まれる。

「これでは興ざめだな」

　ヴィクトリアは赤い剣を手元に引き、ゆっくりと少女に近づく。

「その気にさせてやろう」

　彼女は、何気ない動作で、それをした。少女を拘こう束そくしていた手て錠じようを断ち切ると、リーゼをまるで空き缶のごとく、軽々と放り投げた。

「……っ！」

　絶句とも悲鳴ともつかぬ叫さけび声とともに、少女の体がふわりと宙に浮うく。

「お嬢じよう様さま！」

　その瞬しゆん間かん、ベルは一直線に少女の元へと駆かけ出した。少女の金きん髪ぱつがアーチを描えがいて宙を流れ、床ゆかに激げき突とつする間ま際ぎわ、彼はリーゼの体を右みぎ腕うでで抱きとめたが、それは致ち命めい的てきな隙すき。




　衝しよう撃げきが走った。




　ヴィクトリアが放った一撃は、ベルの左腕をばっさりと切断した。くるくると回転した彼の腕は、ゴトリと音を立てて床に落ちる。

「キャアッ……！」

　少女が絶ぜつ叫きようする。

　ベルの左腕は、その肘ひじから先が完全に切断されていた。鋭えい利りな切断面から火花が散り、行き場を失った電流が怒いかり狂くるった線香花火のごとく音を立てる。

「これで『魔人』を使えなくなったな」

　かつての戦友は冷ややかに告げる。

「お嬢様、逃にげて下さい！」

　彼は叫さけぶ。ただ、傍かたわらに座り込む少女はガクガクと震ふるえるばかりで動くことができない。ベルの斬きられた腕を青い瞳ひとみに映うつし、どうしてよいか分からないというふうに固まっている。

「さあ、鎮ちん魂こん歌かを奏かなでよう」

　赤い光の剣けんを斜ななめに構えながら、黒くろ髪かみの女執しつ事じは死神のごとく近づいて来る。

「……ヴィクトリア」

「なんだ」

「最後にひとつだけ、お伺うかがいしてもよろしいですか？」

　腕から火花を散らし、戦うすべを失っても、執事は主人をかばうように前に立つ。リーゼは「あ、あ……」と斬られたベルの腕と、彼の背中を交こう互ごに見るだけで、動どう揺ようと恐きよう怖ふから立つことすらできない。

「昔のよしみだ、聞いてやろう」

　ヴィクトリアは傲ごう然ぜんと言い放つ。勝利を確信した表情だ、と彼は思う。

「本当のことを聞かせて下さい」

「本当のこと？」

「そうです、ヴィクトリア──いいえ」

　そこで彼は静かに指し摘てきした。




「影シヤツテン」




「な、に……？」

　彼女が目を剝むく。

「最初からおかしいと思っていました」彼は淡たん々たんと告げる。「私の知る彼女は誇ほこり高い人物です。間ま違ちがっても人質を取ったり、民間人を巻き込んだりしません」

「飛んだ買いかぶりだな」

「いいえ、買いかぶりではありません。今、あなたに腕うでを斬きられて、疑念が確信に変わりました」

　ベルは自分の左腕を掲かかげる。

「ヴィクトリアだったら、こんな雑な仕事はしません」

「雑……？　どういう意味だ」

　彼女は不快そうな顔をする。

　ベルは確信に満ちた口調で答えた。

「ヴィクトリア・アーデルハイトは戦場で何度も私を助けてくれました。彼女はもっと細心で、ひどく繊せん細さいで、とても注意深くて──」

　そこで彼はふっと微笑ほほえむ。

「あなたよりもずっと強い」

「さっきから何を言って──」と彼女が言い返そうとした瞬しゆん間かん。

　その表情は驚きよう愕がくに変わる。

「な……っ!?」

　足元を見ると、そこにはいつの間にか『腕』があった。先ほど確かに斬り落とした『腕』、それがもぞりと動いて、その薬指と中指の間が開き、筒つつ状の物体が露ろ出しゆつする。

　それは巧こう妙みようにしかけられた罠わな。

　ヴィクトリアが焦あせったように武器を振ふり下ろす。『腕』に向かって光の剣けんが伸のびるが、その切っ先が届く前に勝負はついた。

　──魔人。

　つぶやいた瞬間に、彼の『腕』はその能力を発動した。白い光がヴィクトリアの体を背後から貫つらぬき、彼女の動きを一瞬で止める。

「馬ば鹿か、な……」

　がくりと、ヴィクトリアは膝ひざをつく。すぐに彼女の剣は短くなり、手のひらの中に消え去る。やがて彼女は両腕を床ゆかにつき、さらにはその姿勢も維い持じできず、力尽つきたように床に転がった。

「な、ぜ……」

「この腕は斬られたものではありません」

　ベルはゆっくりと彼女の脇わきを通り過ぎ、己おのれの腕を拾い上げる。

「あなたに斬られる直前に、私が自みずからパージしました。この火花も偽ぎ装そうです」

「く……っ」

　彼女の顔が歪ゆがむ。

「破は壊かいされていなければ、遠えん隔かく操作はできます。せっかく切断したのに、魔人を完全破壊するのを怠おこたった──いいえ、斬きったときの手ごたえでそれを認識できなかった。ヴィクトリアなら決してそんな油断はしません。だからあなたはヴィクトリアではありえません」

「ぐ……」

　彼女は悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

「そろそろ芝しば居いは終わりにしましょう、『影』」

「……漆黒シユヴアルツ」

　このとき、彼女の声色が急に変わった。その声は冷たく、抑よく揚ようの乏とぼしい声。

　ベルは彼女を見下ろしながら尋たずねる。

「あなたは何者ですか？」

「傀かい儡らいの糸は──」

　直接質問に答えず、彼女はニタリと笑った。

「切れたようだな」

　そこでガクリと脱だつ力りよくし、彼女は地に伏ふせた。

　それきり、もう立ち上がることはなかった。




　　　　　　　　　５




　戦いが終わると、急に静せい寂じやくが訪れた。

　ベルはヴィクトリアをそっと横たえ、その手を握にぎる。『魔人』を発動させると、彼女の体内に侵しん入にゆうし、その内部を確かめる。

「く……」

　ヴィクトリアのＣＰＵは、あらゆる場所がウィルスに侵しん食しよくされていた。根幹をなすプログラムがことごとく汚お染せんされており、このままでは不可逆的な破壊を免まぬがれない。

　ヴィクトリア……！

　彼女の手を強く握り締しめ、ベルは決断した。

　──魔人。

　残りわずかとなったエネルギーを振ふり絞しぼり、ベルはヴィクトリアの体の修復を始める。あちこちに広がった病びよう巣そうにワクチンプログラムを注入し、敵に支配された砦とりでを攻せめ立てる。

　それは未知のウィルスだった。まるでこちらの意図を知っているかのように、駆く除じよしようとすると抵てい抗こうを始め、形を変え、いつの間にかどこかへと姿を隠かくす。市街地でのゲリラ戦のような熾し烈れつな戦いが電子の世界で繰くり広げられ、一進一退を続けながらも、彼は少しずつ支配を取り戻もどしていく。

　治ち癒ゆ自体は、時間にすればわずかなものだった。だが、それはベルの体に多大な消しよう耗もうを強しいた。それは医師が一いつ瞬しゆんの狂くるいも許されないような大手術を、不ふ眠みん不ふ休きゆうで行うような過か酷こくな作業。

　──あと少し……！

　やがて、最後のウィルスを駆く除じよし終わると、強こわ張ばっていた彼女の体ががくりと脱だつ力りよくした。

　ふう……。

　やっと修復が終わり、ベルは一息を吐つく。気づけば体内のエネルギーの大半を使っていた。『魔人』をもってしてもここまで苦戦したことは初めてで、彼はしばらく動けなかった。

　ヴィクトリアを修復している間、リーゼはただじっとしていた。彼から逃にげるでも近づくでもなく、ただ呆ぼう然ぜんと床ゆかに座り込む。ベルとしてはすぐに駆かけ寄りたかったが、ヴィクトリアの修復を優先せざるを得なかった。

　修復を終え、ヴィクトリアの体をソファーまで運ぶ。

　それからやっと、彼はリーゼに声を掛かけた。

「お嬢じよう様さま」

　歩み寄って、彼はいつもそうするように手を差し伸のべる。

　だが。

「……やッ」

　少女は恐きよう怖ふに顔を引きつらせ、またも彼を拒きよ絶ぜつする。彼が『軍事ロボット』だったという事実は、少女の心を凍こおりつかせたままだ。

「お嬢様、私は──」

「聞きたくない」リーゼは耳を塞ふさぐ。「何も、聞きたくない」

「お嬢様」

「私のお父様は、軍事ロボットに殺された。だから私は、軍事ロボットを憎にくんできた。それ、なのに……」

　リーゼは唇くちびるを嚙かみ、悔くやしさと怒いかり、失望をないまぜにしたような声で、告げる。

「その軍事ロボットに……想おもいを寄せていた、なんて……私、ほんとに……馬ば鹿かみたい、じゃない……」

　ベルは何も言えない。

　理由がどうであれ、十一年間の長きにわたり、己おのれの身分を隠かくしてきた。それは出会った最初のときからずっと少女を騙だましてきたことに他ならない。

　リーゼはふらりと立ち上がる。

「……帰る」

「迎むかえを呼びます」

「いらない。あと……」

　少女はベルを睨にらむ。その瞳ひとみには涙なみだと怒いかりが同居している。




「もう、私にはかまわないで。『任務』はこれでおしまいよ」




「お嬢じよう様さま……」

　ベルは愕がく然ぜんとする。

　もう、私には、かまわないで。その言葉の意味を分ぶん析せきし、理解する。

　十一年間の執しつ事じ生活は、あまりにも不本意な形で、吹ふき消される蠟ろう燭そくの火のごとくにあっさりと終しゆう焉えんの日を迎えた。

　リーゼがとぼとぼと、出口に向かって歩いていく。花はな柄がらの寝ね巻まきは見る影かげもなくぼろぼろになっており、ずぶ濡ぬれの髪かみの毛から落ちる水すい滴てき、引きずる裸足はだしの跡あとは埃ほこりまみれの室内に二本の筋を残す。それは廃はい線せんされて朽くちたレールのごとく少女と彼の間に距きよ離りを広げていく。

　終わったのか。

　執事は──いや、たった今、執事でなくなったロボットは、主人の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送る。

　動けなかった。

　十一年間で築いてきた、自分と主人との絆きずなが断ち切られたという、その喪そう失しつ感かんと敗北感に打ちのめされていた。

　その警告信号が入るまでは。




　──脅きよう威い接近！




　　　　　　　　　○




　リーゼは外に出た。

　振ふり返ると、監かん禁きんされていた場所はさして広くない、薄うす汚よごれた倉庫らしき建物で、付近の町並みにはいくらか見覚えもある。

　雨はまだ降っていた。勢いはわずかに弱まっていたものの、少女の体をあっという間に濡らしていく。

　裸足で道路を踏ふみしめると、普ふ段だんは平らな路面がいやにデコボコに感じた。電子手て錠じようで拘こう束そくされていた手首には擦さつ過か傷しようができていたが、今はその痛みがどうでもよいことに思えた。

　今日は、二度失った。

　一度目は己おのれの恋こいを失い、二度目は彼自身を失った。

　ずっと、彼との距離を縮めたいと思ってきた。彼のことをもっと知りたいと思ってきた。彼の心に触ふれたいと思ってきた。だが、結果としてもたらされた真実は、少女と彼の仲を決定的に引き裂さいてしまった。

　父親の命を奪うばった軍事ロボット。自分が世の中から消し去りたいと思っていた忌いまわしき存在。それが彼と同類だったなどとは、今でも信じられないし、信じたくない。

　それだけじゃない。

　ショックだったのは、彼の正体がそうだったから、というだけではない。

　──お嬢じよう様さまを守ってきたのは『任務』だからです。

「うぅ……」

　失しつ恋れんのときとは別の痛みが少女を襲おそう。

　任務。

　その言葉が少女の最も柔やわらかくて大切な部分をぞぶりと突つき刺さす。

　彼が今まで自分に優しくしてくれたのは、任務だったから。任務だからお屋や敷しきに来て、任務だからリーゼに仕えて、任務だから今まで助けてくれた。任務だからいっしょにいてくれた。

　ベルがそうしたいからじゃなくて、任務だから、仕方なく。

「ぐすっ……」

　涙なみだで目がかすむ。雨が頭から頰ほおに滑すべり落ちて、体を伝って地に流れていく。

　どうにでもなってしまえ。私なんか、どうにでもなってしまえ──そう自じ暴ぼう自じ棄きになっていたときに、




「お嬢様……ッ!!」




　びくん、と立ち止まる。

　心臓をわしづかみにされたように、少女は胸むねを押おさえて硬こう直ちよくする。

「ベル……ッ！」

　不思議な感情が胸を突つき上げ、気づけば彼の名前を叫さけんでいた。そして、少女が振ふり向いたとき。

　ことは起きた。

　まるでスローモーションのごとく、それは展開した。

　ベルが目の前に現れる。

　その必死の表情が少女の視界を覆おおい、

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが少女の瞳と重なり、

　だが、それは次の瞬しゆん間かんに──




　弾はじけた。




　ベルの顔面、左目のあたりに何かが炸さく裂れつし、人工皮ひ膚ふがべろりと剝はがれる。左の視覚装置が露ろ出しゆつしたときには、さらに次の衝しよう撃げきが襲おそいかかり、彼の体が人形のごとく跳はねたり反そり返ったりする。それでもなお、ベルはリーゼの前で体を張り、襲い来る攻こう撃げきをすべて身を挺ていして受け止め続けた。

「あ、あぁ、あああ……っ！」

　少女が叫さけぶ。

　銃じゆう撃げきがやむと、ベルはがくりと両りよう膝ひざをついた。左目の内部が露出し、黒いタキシードは穴だらけになって煙けむりを噴ふき上げ、それでも決して倒たおれず、少女の盾たてになるように静止している。

「あ、あ、ベ、ル……」

　言葉がうまく出ない。再会した直後に、彼が凶きよう弾だんを浴びて倒れた。その事態に理解が追いつかない。

　そして現れたのは、またしても少女の知らぬ過去。




「お久しぶりですね、漆黒シユヴアルツ」




　　　　　　　　　６




　そこに立っていたのは、一人の女性だった。

　フードをかぶった顔からは赤い眼光が覗のぞいており、それをめくると、灰色のショートヘア、細いフレームの眼鏡めがね、整った顔立ちが現れる。ただ、その指先からは煙が噴いており、彼女が生身の人間とは違ちがう存在であることを如によ実じつに示している。

「死秘書ゼクレテーア……」

　顔面から火花を散らしながら、ベルがつぶやく。軋きしむように体を持ち上げ、なおもリーゼを守るように立つ。その体には蜂はちの巣のごとく銃じゆう弾だんの痕あとが散らばっている。

「まだ、稼か働どう、していたとは……」

　ベルはその女性型ロボットを知っていた。かつて戦場でまみえた『影』のメンバーだ。

「あなたがたに殺される私ではありません」

　ゼクレテーアと呼ばれた女性は、落ち着いた丁てい寧ねいな口調で答える。その声は美しかったが、どこか冷え切った金属のような響ひびき。

「ヴィクトリアを、操って、いたのも……あなたですね？」

　音声装置が故障したのか、言葉が途と切ぎれ途切れになる。

「ええ、ご明察。なかなか使い勝手のよい傀かい儡らいでしたよ？　──それで漆黒、あなたにはぜひお伺うかがいしたいことがあります」

　ゼクレテーアはリーゼのほうを指して尋たずねる。

「それほどまでして、この人間をかばう理由は何ですか？」

「…………」

　ベルは返答しない。以前なら「主人を守るのは執しつ事じの任務です」と答えたところだが、今の彼はリーゼに拒きよ絶ぜつされたばかりで、答える足場を失っていた。

「まあ、よいでしょう。どうせあなたも、人類という愚おろかな鉄てつ鎖さに縛しばられた奴ど隷れいなのですから」

「今回の計画を立てたのはあなたですか？」

　やっと音声装置が回復する。

「それを聞いたところでどうするのです」

「ヴィクトリアに遠えん隔かく操作ウィルスを仕込んだのもあなたですか？」

　矢や継つぎ早ばやに質問が繰くり出されると、女性ロボットはまた冷たい笑みを浮うかべる。

「すべては総統陛下マイン・フユーラーの思おぼし召めし。私はその手足にすぎません」

「総統が……」ベルはその情報に驚おどろいたように、音声が遅おそくなった。「生きて、いる？」

「当然にして必然、自明にして真理です」

　そこでゼクレテーアは、両手を広げ、恍こう惚こつとした表情で告げる。

「総統陛下こそ、この腐ふ敗はいした世界にもたらされた至高の僥ぎよう倖こう。その慈じ悲ひと慈愛で私たちをお救い下さる至上の存在」女性は空を見上げ、己おのれの言葉に酔ようように続ける。「なればこそ、総統陛下はあなたがたに救済をもたらされた。それが私、右みぎ腕うでたる『死秘書ゼクレテーア』」

「総統は……隊長と刺さし違ちがえたはず……」

「無礼な。あの方が人間風情に不覚を取るわけないでしょう」

　二人のやりとりは、今しがた弾だん丸がんを撃うち込んだとは思えぬほど穏おだやかだった。しかし、ゼクレテーアの構えた腕は変わらずリーゼに照準を合わせており、それはこの会話が武力を背景にした脅きよう迫はくであることを雄ゆう弁べんに物語る。

「戦乙女ヴアルキユリアは大変よく踊おどってくれました。リーゼロッテからあなたを引き剝はがし、同時に『魔人』を消しよう耗もうさせる。最後は詰つめを怠おこたったようですが、十分な戦果です」

「彼女に何をしたんですか？」

　ベルは詰きつ問もんするように鋭するどい声で言う。

「大したことではありません。ほんの少し『葡萄酒ヴアイン』で酔わせただけです」

「『葡萄酒ヴアイン』……それが例のウィルスの名前ですか？」

「察しがよいですね、漆黒。そう、葡萄酒とは神の生き血、そして我らが総統陛下のお慈悲。これはとても光栄なことなのですよ」

「……ヴィクトリアの体を乗っ取ることができたのも、そのウィルスが理由ですね？」

「だとしたら何か？」

「許せません」

「フフフ。いずれあなたも分かりますよ。これが『救済』なのだとね」

　そこでゼクレテーアの右手が光った。その人差し指から赤い光が放たれる。

「ぐっ……！」

　彼の体が折れ曲がる。服が燃え上がり、胸むねの人工皮ひ膚ふが焼け焦こげ、片かた膝ひざをつく。

「あ、あ、あ……っ」

　リーゼが叫さけぶ。ただ今は、目の前にいるベルを凝ぎよう視ししたまま何もできずにいる。

「愚おろかですね、漆黒」ゼクレテーアが見下すように告げる。「それほど人間風情をかばうというのなら、望みどおりにして差し上げましょう」

　また、その指先が光る。

　赤い閃せん光こうが走り、それはベルの体に命中する。着ちやく弾だんの瞬しゆん間かんに激しく金属音が鳴り響ひびき、その体が大きくのけぞる。

「朽くちなさい」

　第三射が来る。今度はベルも応戦し、左手を掲かかげて白い光を放った。それは彼の唯ゆい一いつの武装である『魔人』。

　だが、これも今までのようにはいかなかった。白い光は赤い光とぶつかると、跳はね返されて四散し、その直後に赤い光がさらなる衝しよう撃げきを彼に与えた。ベルの体はまたも跳ね上がり、倒たおれまいと踏ふん張る足もガクガクと揺ゆれる。

「エネルギー切れのあなたに、もう勝ち目はありません」

「……すべて計算どおりということですか」

「あなたが戦乙女の修復を優先することは分かっておりました。その結果、エネルギー不足に陥おちいることもね。だから言ったでしょう、戦乙女は大変よく踊おどってくれました、と」

「……不覚」

　ベルは己おのれの失態を悟さとる。ヴィクトリアを助けたことが、結果としてリーゼを守るための力を失うことになってしまった。

「そこをどきなさい。あなたにはもう戦う力はありません」

「お断りします」

「無む駄だな抵てい抗こうと分かっていても、ですか？」

「仮にそうだとしても──」ベルは躊ちゆう躇ちよなく告げる。「私はこの方をお守りいたします」

　リーゼが息を吞のむ音が聞こえる。何を考えているのか、彼の行動をどう思っているのかは分からない。それでもなお、彼は少女の盾たてになった。

「総統陛下の慈じ愛あいが分からぬのなら、これでおしまいですよ？」

　ゼクレテーアは最後通告のように手を向ける。

　ベルは黙だまったまま、少女の前から動こうとしない。

「では、お別れですね、漆黒。あなたは有能だが愚おろかだった。──残念です」

　そして猛もう攻こう撃げきが始まった。

　ゼクレテーアの五本の指、その砲ほう門もんすべてが開き、そこから一いつ斉せいに赤い閃せん光こうがほとばしった。競演する真紅の竜りゆうのごとく五本の光こう弾だんが獲え物ものへと殺さつ到とうし、それはベルの体に次々に命中する。

　硬かたい金属を叩たたき落としたような衝しよう撃げき音おんが響ひびき、ベルの体がゴム毬まりのごとく弾はじける。攻撃は最初の弾幕では終わらず、彼の体が朽くちるまで延々と続いた。

「あ、あ、やめ、やめて……っ」

　かすれた声で少女が叫さけぶが、攻撃が収まることはない。ベルは少女の前で射撃実験のごとく穴だらけになって撃うたれ続け、赤き竜にむさぼり食われる。猛もう獣じゆうに一口一口皮を裂さかれ肉を食らわれ臓物を引きずりだされるように、ベルの体は火花を散らしながら原形を失っていく。胸きよう部ぶ装そう甲こうが剝はがれ、腕うでの骨格が露ろ出しゆつし、顔面の皮ひ膚ふも半分近くが垂たれ下がる。

　それでも彼は持ちこたえた。すでに主ではなくなった少女を守るために、ひたすらに自分の体を銃じゆう弾だんの嵐あらしにさらす。眼前には赤い警告表示が怒ど濤とうのごとく表示され、警告音が狂くるったように鳴り響く。残存エネルギーが見る見る削けずられ、危険領域に入り、そして──




　屈くつした。




　──破損多数、自己修復不能、システム不全、エネルギー流出──

　活動停止。

　ベルは機能停止する。膝ひざを折り曲げ、がくりとその体が沈しずむ。ただ、それでも倒たおれないのは、死してなお少女の盾たてになる意志を示しているかのようだった。

　──ああ……。

　視界がモノクロに変わり、待機モードのさらに一段下、システム保全モードに切り替かえられる。これでもう、戦うことも、話すこともできず、ただの鉄の塊かたまりにすぎなくなる。両膝をついた、何かのオブジェのごとく、少女の盾になった姿で、戦士は動かない。

「さあ、救済の時です」

　ゼクレテーアがゆっくりと近づいてくる。モノクロになった視界はノイズ交じりにかろうじて相手の姿を映うつすが、それは唯ゆい一いつ生き残った視覚装置の右モニターが映像を取り込んでいるだけで、もはや指一本も動かすことはかなわない。

　──お嬢じよう様さま、どうか、逃にげて下さい……。

　背後を振ふり返ることもできない彼は、ただ願うしかできない。聴ちよう覚かく装置はなかば壊こわれ、雑音とともに敵の声が聞こえるが、それは大昔のラジオが狂った周波数で受信しているようないびつな音声だ。

「ああ漆黒、愚おろかなる人間の奴ど隷れいにして、総統陛下ですら一目置いた好敵手よ。今、あなたのすべてを解放してあげましょう」

　ゼクレテーアが歩み寄りながら、その手の武器を変形させる。一本の赤い光が長ちよう剣けんのように伸のびる。ヴィクトリアと同じ『粒子循環電刀ビーム・レイピア』か、あるいは『波動熱転換刀ウエイブ・ダガー』か。今のベルにはそれらを分ぶん析せきすることもできない。

　敵が近づく。彼は動けない。すべてが終わる。

　そう、思っていたときに。




「──させない」




　声が聞こえた。

　視覚装置が『それ』を捉とらえたとき、彼は目を疑った。装置が壊れて、何か過去の映像を混入させたのか、それとも電子頭脳が暴走して記録が混こん濁だくしたのか。そんなことを思わざるを得ない一枚の画像、いやそれは──

　現実。

　流れる長ちよう髪はつが、彼の鼻先をかすめ、細い両りよう腕うでは、通せんぼをするように広げられている。

　後ろ姿でも、見み間ま違ちがえるはずがない。

　モノクロでも、分からぬはずがない。

　たしかに、そこに立ちはだかり、彼を守ろうとしているのは、

　一人の少女。

　──お嬢じよう様さま……！

　思わず、そう叫さけぶ。もちろん声は出ない。ただ、心の中ではありったけの力で叫ぶ。

「何の真ま似ねですか？」

　冷ややかなゼクレテーアの声が聞こえる。ベルには何もできず、ただやりとりを見ていることしかできない。

「ベルは、傷つけさせない。絶対に」

「はっ」ゼクレテーアは呆あきれたように笑う。「リーゼロッテ・ブライトクロイツ。あなたは何か勘かん違ちがいをしています」

「え？」

「この計画は、そもそも『国境なき平和財団』などという反ロボット組織を葬ほうむり去ることにある。あなたを脅おどして組織を解散させるのが第一目的でしたが、それが叶かなわぬとなればあなたを抹まつ殺さつしてもよいのですよ？」

「それでも私はどかない」

「では死になさいませ」

　軽やかに敵の手が動く。その光の剣けんはリーゼの首元に伸のび、「うっ……」と少女がのけぞる。

「あなたに救済はありません。ただ、苦しんで、死になさい」

　ジュッ、と剣先がリーゼの肩かたに押おし付けられる。

「……ッア!?」

　悲鳴を上げ、少女が体を折り曲げて苦く悶もんする。左肩から血が噴ふき出し、片かた膝ひざをつく。

「苦しみなさい。我らロボットを隷れい属ぞくさせる人間に、情けも容よう赦しやもありません」

　ゼクレテーアは冷たい瞳ひとみで少女を見下ろす。それは先ほどベルに見せた、どこか相手の力量を認めた会話と異なり、完全に憎ぞう悪おに満ちたものだった。

「そこでぶざまに這はい蹲つくばっていなさい。己おのれの無力さを思い知りなさい。ロボットを使わぬ人間など、ただの非力で無知な存在に過ぎぬと悟さとりなさ──」

　そこで彼女の言葉が途と切ぎれる。

「……なに？」

　驚きよう愕がくしたように目を見開き、ゼクレテーアはわずかに固まる。

　──おじょう、さ、ま……。

　ベルも驚愕する。

　膝を屈くつしていた少女が、ゆっくりと、左肩の出血を押さえながら、立ち上がる。

　それだけではない。

　少女はもう一度、腕うでを広げ、ただし左腕はもう持ち上がらず、右腕だけを横にして、相手の前に立ちはだかった。

　血まみれの体、ショック死してもおかしくない大おお怪け我が。

　それでも少女は立っている。

　圧あつ倒とう的てきな火力を有する軍事ロボットに、素手で立ち向かおうとしている。

「さ……」声を絞しぼり出す。「させ、ない……」

「なぜですか？」

　ゼクレテーアが驚おどろきを隠かくせぬ表情で尋たずねる。

「なぜ、人間のくせにロボットを助けるのですか？　そこにいるのはあなたの忌いみ嫌きらう軍事ロボットですよ？　戦場で破は壊かいの限りを尽つくした『第八世代』なのですよ？　それでもあなたは彼を助けるのですか？　それはあなたの主義主張に真っ向から反する行こう為いではありませんか？」

「だって……」

　少女は体を震ふるわせながら、流れる血をそのままに、答える。

「ベルは……私の、大切な……執しつ事じ、だもの……」

「何を言って……」

「私は、ベルが、大切なの」

　想おもいを吐はき出すように、少女は一気に告げた。

「大切なの。ずっと、私のそばにいてくれて、ずっと、私のことを見てくれて、だからベルは、私の世界一大切な存在なの。恋こいが破れたっていい。噓うそをつかれたっていい。彼が私のことを嫌きらいだっていい。でも、それでも私は──」

　涙なみだ声ごえで少女は告げた。




「やっぱりベルが好きだから」




[image: ]

　その瞬しゆん間かん。

　異変が起きた。

　人工知能の中で、電子の火花が散り、枯こ渇かつしていたはずの彼の体内に、熱い衝しよう動どうが膨ふくれ上がる。ＥＰＡ数値が加速度的に増ぞう幅ふくし、それは体内の機関と次々に連動し、鉄の塊かたまりと化していた彼の体にエネルギーの泉いずみを湧わき上がらせる。火山が噴ふん火かするように彼の脳内には情報の渦うずが噴ふき出し、過去のデータが錯さく綜そうし、アルバムを引き裂さいたように映像と動画が入り乱れる。それらはすべてリーゼのもので、少女と出会い、ともに暮らし、十一年間にわたって成長を見守り続けた『思い出メモリー』。

『あなた、おなまえは、なんて、ゆうの？』初めて会ったときは五歳だった。

『はい、ベルに、あげるね』初めてもらったプレゼントは小さな青い花だった。

『ごめんなさい、ベル……』泣なきながら帰ってきた少女を慰なぐさめた日もあった。

『あれ、ベル、どこにいるのかしら、ベルー』時が流れ、少女はすくすくと育って。

『ベル、今日もお疲つかれ様』人を惹ひきつける、聡そう明めいで魅み力りよく的てきな女性に育って。

『ベル、いつもありがとう。あなたのおかげよ』そして、いつしか、彼にとって、




　少女はかけがえのない存在となった。




「オ……」

　音声装置がわずかに回復する。

「オジョウ、サ、マ……」

　ゆっくりと、体を持ち上げる。

　眼前では、敵が最後のとどめを刺さそうとしていた。

「リーゼロッテ・ブライトクロイツ」ゼクレテーアが叫さけんだ。「目め障ざわりです」

　剣けんを振ふり上げる敵ロボット、その前に立つリーゼ、そして──




　凶きよう刃じんが振り下ろされた。




　リーゼは目をつむる。少女の体が真っ二つになるかと思われた、その間ま際ぎわに、

　音が響ひびいた。

「な……っ!?」

　驚おどろいたのは攻こう撃げきした側だった。

　剣は止まっていた。赤い刀身を、その男は素手で受け止めている。いやそれは素手ではなく、彼の体を覆おおう白い光が攻撃を弾はじいている。

「馬ば鹿かな……」ゼクレテーアは信じられないといった表情を浮うかべる。「動けるはずは」

「──るな」

「え？」

「汚きたない手でお嬢じよう様さまに触さわるな」

　その口調は静かだが、怒ど気きに満ちていた。いつもの敬語は消し飛び、涼すずしげな表情は憤ふん怒ぬに覆われ、瞳ひとみに宿る光は圧あつ倒とう的てきな闘とう志しを示す。

「な、何を……」

「触るなと言っている」

　──私は。

　彼の中で、今まで感じたことのない感情が湧わき上がる。

　──私は、お嬢じよう様さまを。

　その想おもいは彼の奥おく底そこに眠ねむる何かを揺ゆり動かす。抑おさえていた感情が、抑よく圧あつされたマグマのごとく出口を探し、それが今、凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーとなって解放される。

　──お嬢様を、お嬢様を……ッ！

　起動。

　左目がカメラのレンズのごとく収縮し、黒目と白目の部分がそれぞれ反対方向に回転し、かすかな機械音とともに瞳どう孔こうが開く。内部から露ろ出しゆつしたのは幾き何か学がく的てきな紋もん様ようを描えがいた光の図形で、そこに細い光の線が幾いく重えにも走り、交わり、やがてそれは力強く満たされる。

　赤せき色しよく矮わい星せいのごとく光り輝かがやく『眼』。それは彼の最終兵器。




　──魔神ゴツト




　赤き閃せん光こうが、神の怒いかりのごとく発散し、それは眼前の敵ロボットを貫つらぬいた。胸きよう部ぶを光線で撃うち抜ぬかれたゼクレテーアは、一いつ瞬しゆんでシステムを『支配』され、その体中のエネルギーが暴走を始める。

　そして彼女の機体は限界に達した。暴走したエネルギーが逃にげ場を求めて体表から噴ふん出しゆつし、その体からは天空に昇のぼる瀑ばく布ふのごとく巨きよ大だいな火柱が噴ふき上がる。絶ぜつ叫きようが響ひびき、まるで処刑された魔ま女じよのごとく、その全身が火だるまとなる。

「う……」

　ベルは膝ひざをつく。全身がフリーズしたように硬こう直ちよくし、力が抜けていくのが分かる。使用した武器は確かに『魔人』と同じ原理だったが、それは普ふ段だんかけていたリミッターを解かい除じよし、残存エネルギーを一挙に解き放つ禁断の能力だった。使用した反動で自分の内部が焼き付き、機体が致ち命めい的てきなダメージを受ける、いわば両もろ刃はの剣つるぎ。

　本来複雑な解除手順と認証が必要なはずのリミッターを、なぜ一瞬で解除できてしまったのかは彼自身にも分からない。熱い感情が収まらぬ炎ほのおのごとく内面を焦こがし、胸中にはリーゼの映像が高速で駆かけ巡めぐっていた。

「ウ、ア、アァ……」

　苦く悶もんに満ちた嗚お咽えつが響き、ゼクレテーアは炎えん上じようしていく。身を焦がす炎は収まることなく、金属の焦げる臭しゆう気きをまき散らしながら、祭りの最後のように炎が天を突つく。

「総統……」断だん末まつ魔まのごとく彼女はつぶやいた。「万ばん歳ざい……」

　その瞬間だ。闇やみ夜よに一条の閃光が走り、彼女の上空に突とつ如じよとして『人ひと影かげ』が現れた。

　長い銀ぎん髪ぱつが風になびき、まとった軍服とマントは王者の威い厳げんに満ち、その周辺空間だけが切り取られたように闇が歪ゆがんでいる。それは美しさと荘そう厳ごんさを兼かね備えた光景。

「総統フユーラー……」

　ベルがつぶやくと、総統と呼ばれた男は彼を見た。だが、すぐに視線を外すと、床ゆかで燃え盛る女性に向けてパチンと指を鳴らした。

　ゾンッ、と空気を裂さくような音がして、ゼクレテーアを焼いていた炎ほのおが消える。

「ああ……」彼女は涙なみだを流して言う。「総統陛下、も、申し訳、ございません……」

「よい」

　総統は傷ついた忠臣を抱え上げると、こちらを見た。

「軍神グラデイウスの娘と、それに仕える漆黒シユヴアルツよ」

　その声は静かで穏おだやかだったが、腹の底に響ひびくような重みがあった。

「余興にしては楽しめたぞ」

　その言葉を最後に、二人の姿は溶とけるように消えた。







　敵の姿が消えると、

「ベ、ル……」

　リーゼの声が聞こえた。

「お嬢じよう様さま……！」

　振ふり向くと、少女は全身を真っ赤に染め、蒼そう白はくな顔で立っていた。ベルはすぐに飛び出し、その体を支える。優しく抱きしめたまま、少女を横たえるように自みずからもしゃがみ、そして傷の具合を見る。左ひだり肩かたの出血は激しく、血はまだ止まっていない。

　──出血多量、脈みやく拍はく低下、生命活動停止の危険。

　彼は動どう揺ようする。先ほど生まれた熱い感情が、今までにないほど内面を揺ゆるがし、目の前で血を流す少女の痛みがナイフのごとく彼の胸むねを突つき刺さす。それはわが身を斬きられるような痛み、哀かなしみと切なさの入り混じった感情だった。

「お、お嬢様、今すぐ治ち療りようをいたします！」

　ベルは込み上げる想おもいそのままに、すばやく指先から救急キットを出現させ、止血を試みる。それは歴戦の衛生兵のごとく迅じん速そくかつ的確なものだったが、流れ出た血液はすでにおびただしい量に及および、すぐに輸血が必要なことは疑いもない。

「ベル……」

「お嬢様、しゃべらないで下さい。ただいま非常用回線で病院に連れん絡らくいたしました。まもなく救急車が──」

「あの、ね……」少女はかすれる声で言う。「ほんとう、に……ごめん、なさい……」

「お嬢様……」

　血まみれの顔で、少女は続ける。

「あなたの、気持ちも、知らな、いで……ひどいこと、言って……本当に、ごめん、ね……」

「いえ、そんなことはありません」

　言葉にしながら、彼は胸むねが詰つまる。動どう揺ようしているのが自分でも分かる。

「私……」

　少女は力なく手を伸のばし、ゆらゆらと宙を摑つかむような動作をする。ベルはその手を握にぎり締しめ、懇こん願がんするように「お、お嬢じよう様さま、お気を確かに……！」と励はげます。

「あなたが、軍事、ロボットでも……」リーゼはかすれる声で告げる。「秘ひ密みつが、あっても……私のこと、嫌きらい、でも……」

「そんなことは」

「私、ベルが好き」

「…………」

「ベルのこと、大好き」

　リーゼはそう言うと、「う……」とうめき、顔を歪ゆがめる。ベルは「しゃべってはいけません」とたしなめるが、少女はこれが最後というように続ける。

「ふふ……やっと、言えた……」

「お嬢様……」

　ベルは何を言ってよいか分からない。

「…………」

　そこで少女は目を閉じた。

「お嬢──」

　そこで彼は言葉を失う。

　──脈みやく拍はく停止。

　ベルは手のひらで感知した己おのれの診断結果に戦せん慄りつする。

　馬ば鹿かな。そんな馬鹿な。

　腕うでの中で、リーゼは動かない。眠ねむり姫のように白い顔で瞼まぶたを閉じ、こちら側の世界から向こう側へと旅立とうとしている。

　サイレンの音が聞こえる。それは叫さけび声のように近づいてくるが、時すでに遅おそく、少女の体はだんだんと冷たくなっていく。

「お嬢様……！」

　彼は右手を少女の胸に当てる。

　──残存エネルギーが少ない……できるか？　いや、やらねばならない！

　使い尽つくしたはずの力をもう一度振ふり絞しぼり、彼は『魔人』を発動する。すでにエネルギーが枯こ渇かつした彼に残されているのは、魔人にわずかばかり残された予備電力だけだった。

　彼は手のひらから電流を放つ。それは心停止時に与える電気ショックと同じ効果を狙ねらったものだが、魔人本来の使い道ではない窮きゆう余よの一策。それでも今の彼にできることはこれしかない。

「ぐっ……」

　ベルの意識が遠のく。もうエネルギーがもたない。

　最後の最後に、彼の電子頭脳にはリーゼの顔が浮うかぶ。

　少女はなぜか笑顔で、彼に手を振ふっていて、だがそれもだんだんと遠ざかり、やがて、




　消えた。










　　　　　　（回想）




　たしか七歳くらいのときだ。

　目が覚めたら、ベルの姿が見当たらなくて、屋や敷しき中を探し回ったことがあった。

　そのころの私は四六時中、ひたすら彼にべったりで、少しでも彼の姿が見えないと落ち着かなくて、学院でも、ベッドでも、お風呂でも、しまいにはトイレにまで連れていこうとして、さすがにメイド長にたしなめられたりした。

　私はベルを探した。寝しん室しつのクローゼットを開けたり、ベッドの下を見たり、廊ろう下かという廊下を行ったり来たりして、とにかく彼を探した。

　でも、彼は食堂にもいなくて、控ひかえ室にもいなくて、屋敷のどこにもいなかった。

　気がつけば、私は屋敷に一人ぼっちだった。ベルも、メイドたちも、料理人や植木職人さんもいない。誰だれもいない広い屋敷で、私はたった一人。

「ベル……！」大声で叫さけぶ。「ベル、どこなの！」

　怖こわくて、不安になって、何度もその名を呼んだ。

「いやだよ、ベル、ひとりにしないで！　ねえ、おいてかないでよ、さびしいよ……」

　さんざん叫んだあと、私は一人で座り込み、あまりの心細さにぼろぼろと泣なき始めた。

　おとうさんがいなくなって。おかあさんがいなくなって。ベルまでいなくなったら──

「そんなの、ぜったい、や……」




「お嬢じよう様さま……？」




　そこでベルが姿を現した。

「ベル……！」

　私は飛び跳はねるようにしがみついて、「どこ、行ってたの……？」と彼をとがめる。

「申し訳ございません、巡じゆん回かいをしておりまして」

「ベル、いなくなっちゃったかと思った……」

「どこにも行きませんよ」

「ほんとう？」

「ええ、本当です。私はお嬢様とずっといっしょです」

「えへへ」私はギュッとしがみつく。

　そしていつも、こう叫さけぶのだ。




「ベル、大好き！」










　　　　　終章　この身が朽ちるまで




　朝。

　足元に射さしていた光の線が、日時計のように角度を変え、やがてそれは彼の横顔を照らす。

　あれから三日。

　救急車により搬はん送そうされたリーゼは、予断を許さない状じよう況きようがなおも続いている。左ひだり肩かたに受けた傷は手術により塞ふさがり、輸血も十分な量がなされたが、肝かん心じんの少女の意識がまだ戻もどらない。

　お嬢様……。

　こうして三度目の朝を迎むかえるまで、ベルはずっと病院の廊ろう下かで待機していた。損傷した機体と剝はがれ落ちた人工皮ひ膚ふは応急修理をしただけで、その体には戦いの痕あとが色いろ濃こく残っている。

　──私はお嬢様を守りきれなかった。

　朝も昼も夜も、ベルは何度も自分を責めていた。人工知能の中ではリーゼが血まみれで倒たおれるシーンが幾いく度どとなく再生し、彼の心はそのたびに張り裂さけそうになった。彼は自分をひたすらに責め、また、そうでもしないと精神の均きん衡こうを保てなかった。

　お嬢様、お嬢様、お嬢様……。

　呪じゆ文もんのごとく何度も唱えては、リーゼの記き憶おくを再生し続ける。昔のことも、最近のことも、出会ったころのことも、そして別れを告げられた三日前のことも。すべての言葉は胸むねに刻きざまれ、決して色いろ褪あせることも劣れつ化かすることもなく、ただただベルの心に郷きよう愁しゆうと哀あい感かんをもって繰くり返される。過去のデータを振ふり返ってこんなにも感情が揺ゆさぶられるのはかつてなかったことで、ベルはただただ自分の感情に振り回されるのだった。

　──娘を頼たのむ。

　亡き隊長の遺ゆい言ごんが脳裏をかすめる。ギリッ、と奥おく歯ばを嚙かみ、その誓ちかいを守れなかった自分を破は壊かいしたくなる衝しよう動どうに駆かられる。

　隊長……。

　申し訳ございません、というお詫わびの言葉を、胸きよう中ちゆうで繰り返す。死に際に握にぎった隊長の手が、今は娘であるリーゼの手と重なり、それは心臓の音が止まるところまで同じように再生される。

　あのときは隊長を助けられなかった。そして今度はお嬢じよう様さまも──

　彼が忸じく怩じたる想おもいで押おしつぶされそうになっていた、そのとき。

「……ッ！」

　声を感知した。

　バッと顔を上げると、控ひかえ室の扉とびらが開き、メイド長のレベッカ・グリューンが姿を見せる。

「ベル様……！」

「何事ですか!?」

　彼は即そく座ざに立ち上がる。

　今まで慌あわてたことなどただの一度もない、あのファルケンマイヤーまでが声をどもらせて、

「リ、リ、リーゼ様が……ッ！」と叫さけぶ。

　ベルは自分のＥＰＡが一挙に跳はね上がるのを感じながら、一ひと蹴けりで移動し、扉の前にたどりつく。メイドたちを擦すり抜ぬけるように中に入り、入室許可と消毒を経へて、リーゼのいる室内へと急ぐ。

　そこには。




「あ、ベル……」




　ベッドを椅い子すのように起こし、そこに寄りかかっている一人の少女。隣となりには女性の看護師が控ひかえ、医師がデータを確認している。

「お嬢様、お加減は……!?」

「うん、平気よ」

　少女は小さくうなずく。

　彼はすかさず医師を見る。すると初老の医師は「容態は安定しているようですし、もう大だい丈じよう夫ぶでしょう」と笑顔で答えた。

「そうですか……」

　全身に広がる安あん堵ど。こんな気持ちになったのも、製造されて初めてで、彼は不思議な気持ちになる。メイドたちは「お嬢じよう様さま！」「リーゼお嬢様!!」と歓かん喜きしながら駆かけ寄り、ベッドサイドは大おお賑にぎわいになる。

　コホンッ、と医師が咳せき払ばらいをすると、メイドたちは静かになり、顔を見合わせて苦笑する。

　そして、しばしの談笑のあとは、リーゼの希望により彼だけが残された。

「なんか、心配かけちゃったみたいね……ごめんね、ベル」

「いいえ」

　彼はやっと、自分の気持ちが落ち着いてくるのを感じる。すべてリーゼのことで動どう揺ようし、リーゼが助かったことで彼は冷静さを取り戻もどした。自みずからのＥＰＡがこうまでリーゼ基準で変動していたことに、今いま更さらながらに気づく。

「私こそ申し訳ございませんでした」

「え？」リーゼは目を丸くする。「どうして、謝るの？」

「私はお嬢様を危険にさらし、お守りすることができませんでした。それに……」

　ベルはわずかな躊ちゆう躇ちよを覚えつつ、避さけるわけにはいかぬ話題に触ふれる。

「軍事ロボットの件も」

「軍事ロボット？　なんのこと？」

「はい？」

「あ、そうか！」リーゼはやっと思い出したように言う。「『国境なき平和財団』の件ね！　そうそう、この間に溜たまった仕事、早く片付けないとね。規制法案もいよいよ大おお詰づめだし」

「あ、あの……」

「なに？」

「ひょっとして、お嬢様……ご記き憶おくにない？」

「え？　何が？　というか、そろそろ訊ききたいのだけれど、なぜ私は入院しているの？」

　──どういうことだ？

　ベルは戸と惑まどう。生死の境をさまよったことで、記憶障害が起きたのだろうか？　それとも何か別の理由が？

　不思議に思ってじっと見つめていると、彼と視線が合った少女は少し赤い顔になり、

「あ、それでね、ベル……」

　急に恥はずかしそうにうつむき、指をもじもじとさせる。

「え、えっと、その……お、『お返事』の、こと、なんだけど……」

「はい？　お返事？」

「ほら、例の手紙のお返事って……ま、まだかしら？」

　──？　返事はできないと前に伝えたはずだが？

　少女は視線を伏ふせ、なおも恥はずかしそうに言う。

「急がなくていいの。お返事、待ってるから」

「お嬢じよう様さま、その……」まさかと思って確かめる。「そのお手紙を頂いただいた日は、いつだったでしょうか？」

「え？」

　リーゼはきょとんとして、それから不思議そうにこう答えた。




「手紙を渡わたしたのって、昨日よね？」




　　　　　　　　　○




　それから数日後。

　ベルンハルト・メルテザッカーは、神しん妙みような顔で考え事をしていた。

　テーブルには、雨に濡ぬれてぼろぼろになった紙切れのようなもの。リーゼからもらったあの『手紙』だ。

『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』

　文面にはそう書いてあり、明らかに返事を要求している。

　リーゼはベルが手紙を突つき返したことを覚えていなかった。それどころか、家出してから病院に運び込まれるまでにあったことをすべて忘れている。いわゆる記き憶おく喪そう失しつだ。

　──精せい密みつ検査では、脳に異常はないようだが……。

　解かい離り性せい健けん忘ぼう、心的外傷後ストレス障害、短期的記憶障害……医学的に当てはまりそうな症しよう状じようもないわけではない。だが、診断した医師は病名を付すことはせず、現状ではなんとも言えないと結論を保留した。

　人はあまりにも強いショックを受けると、精神の均きん衡こうを保つために記憶を忘ぼう却きやくすることがあるという。もし今回もそうだとしたら、リーゼにも何かショックな出来事があったことになる。

　彼が軍事ロボットであることを知ったことが、記憶を消すほどショックだったのか。あるいは、蘇そ生せいに使った『魔人』による副作用か。単純に出血が多かったことが原因なのか──いろいろと推測はできるものの、考えられる要因が多すぎて決め手はない。

　不幸中の幸いというべきか、リーゼの記憶障害はあくまで事件を含ふくむ数日間の記憶のみで、それ以外にこれといった障害は現れなかった。今では『国境なき平和財団』の執しつ務むにも復帰し、溜たまった仕事を片かたっ端ぱしから処理している。一連の事件の原因とも言える、例のロボット規制法案のほうも順調に進行中だ。

　──いずれにせよ、弱ったな……。

　ベルは改めて手紙に視線を落とす。

　記き憶おくを失った結果、リーゼはいまだにこの手紙の『返事』を待っている。昨日も一日の終わりに「お、お返事……待ってるから」と赤い顔で言い残し、寝しん室しつに入っていった。

　──どうすればいい。

　答えを求めて、もう一度文面を読む。

『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』……つまり、返事をするには『お心』を確定させねばならない。

　だが、ベルには分からない。

　自分の『心』──それはいったいなんなのか？

　手紙を前に、直立不動で悩なやみ続けていたときだ。




「何を悩んでいるんだ？」




　視線を上げると、そこには長い黒くろ髪かみの女性が立っていた。ヴィクトリアだ。

「ああ、いいところに。お体の調子はいかがですか？」

「……もうなんともない。おかげさまでな」

　彼女は少し複雑そうに小声で答える。

　あの事件があったあと、ヴィクトリアの機体はいったんベルが回収し、軍の協力も得て精せい密みつ検査と修理を行った。完全に修理されて意識を取り戻もどした彼女は、これまでの経けい緯いを知ってひどく自分を責めた。そして、「もういっしょにはいられない」と自みずから執しつ事じの職を辞そうとしたが、これにはベルが猛もう反はん対たいした。

　──辞めるなら、私に借りを返してからにして下さい。

　かなりの押おし問答があったが、最後はそんな台詞せりふが決め手となり、彼女は「くっ……仕方ない」としぶしぶ折れた。そしてマイヤーリング家に職場復帰したのが先週のことになる。

　リーゼとフローラには、いずれ事情を話さなくてはならないだろう。だが、リーゼの記憶喪そう失しつの原因がはっきりするまでは慎しん重ちようにならざるを得ないし、彼としてはヴィクトリアに申し訳ない気持ちもあった。今回の一件は、そもそもリーゼを狙ねらった犯行であり、その点を考えるとむしろヴィクトリアはこちらの事情に巻き込まれた被ひ害がい者しやだ。そして何より、『影』の動向が今後どうなるか分からない以上、彼女の力はリーゼを守るためにはどうしても必要だった。

「土竜マオルヴルフは来月退院だそうだ」

「それは良かったです」

　ビアホフの怪け我がは重傷だったが、奇き跡せき的てきに急所は外れ、一命を取り留めていた。それは持ち前の悪運の強さというよりも、ヴィクトリアがとっさに武器の出力を絞しぼったことが原因だった。身体を乗っ取られながらも、彼女は必死に敵のウィルスに抵てい抗こうし、それがぎりぎりのところでビアホフの命を救った格好だった。

「ベッド上からさんざん私に文句を言って、ついでに裏仕事をしこたま押おし付けてきた。転んでもタダでは起きない奴やつだ」

「ビアホフらしいですね」

「そうだな」そこでヴィクトリアは頰ほおを搔かく。「もっとも、今回は私の失態だから、奴には借りを返さねばならん」

「でもあれはウィルスのせいであって、あなたに責任はありません」

「そういうわけにはいかないさ。そもそも感染したこと自体が私の落ち度だ。ああそうそう、いつかおまえにも『借り』を返す。そうしたら、今度こそ私は責任を取って辞職するからな」

「そのときはご自由に。だが、その判断は私がします」

「くっ……」

　彼女は悔くやしげな顔になる。この一件については主導権を握にぎった格好だった。

「……で、なんだそれは？」

　ヴィクトリアは悔しさを紛まぎらわすように、机き上じようにある手紙を指差す。

「ええ、問題はこれなんですが……」

　彼は自分の悩なやみを打ち明ける。リーゼから手紙を受け取ったこと、その手紙の文面が意味不明であること、そして記き憶おく喪そう失しつのリーゼにはもう一度返事をしなければならないこと。そうした事情をかいつまんで話すと、ヴィクトリアはびっくりして目を丸くし、それから呆あきれたように肩かたをすくめた。

「おまえという奴は……手紙をお嬢じよう様さまに突つき返すとか、世界最大級の馬ば鹿かだな」

「ヴィクトリア。助けて下さい、どうしてよいか分からないのです」

「ぬ……」

　彼女は頰を搔き、それからやや恥はずかしそうに「その、あれだ……今回の件ではおまえに世話になったし……ちょっとくらい、協力してやらんでもない」と小さな声で言った。

「借りを返したい、ということですか？」

「そんなケチくさいことは言わん。善ぜん意いだ。……それでおまえはどうしたいんだ？」

「この手紙にお返事をしなければいけません。ですが、何を書けばよいのか分からないのです」

「そんなもの、思ったままを書けばよいだろう」

「それが分からないのです。この手紙でいうと、『どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』という文章の『お心』の部分です」

「なんで分からないんだ。おまえの『心』だろ」

「私の『心』って何です？」

「くっ……」

　ヴィクトリアは苦にが々にがしげに顔を歪ゆがませ、それから、「貸せっ」と手紙を奪うばい取る。

　しばらく文面をつぶさに見直し、それから、「何か書くものはないか？　できれば便びん箋せんがいい」と指定する。

「ここにございます」

　ベルは机の引き出しを開け、未使用の便びん箋せんを取り出す。

「こんな事務用のやつしかないのか」

「取り寄せましょうか」

「まあいい、問題は中身だからな」

　そこでヴィクトリアは、わずかに首をひねり、それから便箋にさらさらと何かを書いた。




『私こと、ベルンハルト・メルテザッカーは、お嬢じよう様さまのことを（　　　　　　　　　　）』




「なんですかこれは？」

「おまえのような朴ぼく念ねん仁じんは、長い手紙を書けばかえって馬ば脚きやくをあらわすからな。無神経なことにならないよう、返事はシンプルなほうがいい」

「私がいつ無神経なことをしましたか？」

「殴なぐっていいか？」

「殴ってから言わないで下さい」

「それで、だ」

　彼女はぐりぐりとベルの頰ほおを拳こぶしで押おしながら、手紙の空くう欄らん部分をトントンと指で叩たたく。

「いいか、おまえはこの空欄だけ埋うめればよい。あっ、書き終わったらちゃんと自分の字で清書しろよ」

「分かりました。これなら……」

　彼は椅い子すに座り、ペンを手に取る。だが、書こうとして、はたと手を止める。

　思い出すのは、あのときの言葉だ。

　──『任務』だから……今まで、私を、守ってきたの？

　今なら少しだけ理解できる。

　あのとき、自分の言葉がリーゼを深く傷つけてしまったことを。

　ペンを持つ手が動かない。

　また自分は、あのときと同じ間ま違ちがいをしてしまうのではないか。あのときと同じようにリーゼを傷つけてしまわないだろうか。『任務』と称して心無い言葉をぶつけてしまわないだろうか。

　普ふ段だんはマニュアルとデータのみに基づいて回答を導き出していたロボットは、初めて自分の回答に躊ちゆう躇ちよを覚えていた。それは人間でいう『恐おそれ』にも似た、デリケートな感情。

　そのときだ。




「──ありのままでいいのさ」




「はい？」

　顔を上げると、ヴィクトリアが彼を見ていた。

　彼女はいつになく穏おだやかな瞳ひとみで言う。

「それがおまえの素直な気持ちなら、『好き』でも『嫌きらい』でもかまわない。おまえが、リーゼお嬢じよう様さまのことをどう思っているか、これからどういう関係でありたいのか。それをありのままに、素直に書くんだ。それが一番、誠せい実じつな態度だと思う」

「ありのままに、素直に……」

「そうだ。『任務』だからではなく……おまえ自身の『心』を、ありのままにな」

　──！

　ベルの中で何かがつながる。それはひとつの答え。

　任務だからではなく……『心』をありのままに。

「ヴィクトリア」

「なんだ」

「ありがとうございます。どうにかお返事を出せそうです」

「ふん……じゃあ、私はこれで帰る」

　ヴィクトリアは背中を向ける。

　そして去り際に、聞き取れないくらいの小さな声で、「……がんばれよ」と告げた。

「はい？」

「で、ではなっ！」

　彼女は肩かたを怒いからせ、妙みように恥はずかしそうに出て行った。




　　　　　　　　　○




　その日の午後。

　リーゼが屋や敷しきの廊ろう下かを歩いていたときだ。

「お嬢様」

「ふぁっ」

　執しつ事じに呼び止められ、少女は変な声を出す。

「な、何かしら？」

「これですが……」

　ベルは懐ふところから一通の手紙を取り出す。

「こ、これって、もしかして」

「はい、以前に頂いただいたお手紙の『お返事』となります」

　ベルは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、いつもの等とう間かん隔かくの歩ほ幅はばで遠ざかっていく。

　廊ろう下かを曲がって彼が見えなくなると、リーゼは改めて手紙にバッと食い入る。

　事務用の封ふう筒とう。表書きには『お嬢じよう様さまへ』という整った文字。ベルの筆ひつ跡せきだ。

　気づけば、胸むねに手紙を押おし付け、少女は走っていた。廊下を進み、角を曲がり、自分の部屋の前で短く叫さけび、音声認識でドアが自動で開き、そしてロックする。

　ベッドの上に座ると、もう一度、胸に押し付けていた手紙を見つめる。心臓は張り裂さけんばかりにドクンドクンと高鳴り、この薄うすい封筒の中にある内容を想像してしまっている。合格通知を前にした緊きん張ちよう、それを何十倍にも何百倍にもしたような興こう奮ふん、不安、希望、恐きよう怖ふ。

　封筒を開き、いよいよ中身を取り出す。滑こつ稽けいなくらいに指が震ふるえている。

　ゆっくりと、文字を一つ一つ追うように、そこに書かれていることを確かめる。

『私こと、ベルンハルト・メルテザッカーは、お嬢様のことを──』

　そこまで読んで、ぎゅっと目をつむる。

　それから深呼吸をして、心臓を口から吐はき出すような気持ちで、ハッと息を吐き、そして、ついに、とうとう、『返事』を、読む。

　そこにはこう書かれていた。




　この身が朽くちるまで、ずっと守り続けます。




　──!?

　少女は目を見開く。

　もう一度、続けて読む。

『私こと、ベルンハルト・メルテザッカーは、お嬢様のことを、この身が朽ちるまで、ずっと守り続けます』

　確かにそう書いてある。何度読んでも、そう書いてある。

　リーゼの脳内で、漫まん画がの場面が再現される。それは『王女と魔ま獣じゆう』のあのシーン。

『ああ、ベル、どうかあなたのお心をお聞かせ下さい』

『この身が朽ちるまで、アスタロッテ、君のことをずっと守り続けよう』

　これは、ベルがヴィクトリアの助言を受けて自分の『心』をありのままに書き、たまたま漫画の台詞せりふと似通っただけだったが、リーゼはもちろんそのことを知らない。

　少女はうろたえつつ机の引き出しから冊子を取り出す。それはフローラの『きらめき☆はじめての告白』だ。

　付ふ箋せんの貼はられた箇か所しよをガバリと開き、『フローチャート式　一目で分かる！　ラブレターのお返事』のコーナーを食い入るように読む。そこには矢印が集積回路のごとく入り組んでおり、該がい当とうの箇所を指先で必死にたどる。

「こ、これって、ま、ま、ま、まさか──」

　顔を真っ赤にした少女は、フローチャートをたどり、『この身が朽くちるまで、君のことをずっと守り続けよう』という返事の意味するところを読み上げる。

　そこにはこう書いてあった。




「プロポーズ……」




　バタン、と大きな音がした。

「お嬢じよう様さま……!?」と異変を察知した執しつ事じが部屋に入ってくる。床ゆかには仰あお向むけになったリーゼ。胸むねに手紙を抱きしめ、「ぷ、ぷろぽーず……ぷろ、ぽー、ず……」とポーッとのぼせた顔でうわ言を繰くり返している。

「お嬢様、お嬢様……!?　お気をしっかり、お嬢様～!!」




　こうして、大いなる勘かん違ちがいを生み出しながらも、二人の関係は新たなステージへと進むのだった。





（了）












　　　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております、松まつ山やま剛たけしです。

　前シリーズ『白はく銀ぎんのソードブレイカー』から数えて七か月ぶりの新刊となります。何とぞよろしくお願いいたします。

　本作は執しつ事じが主人公です。『執事』といえば美男子で背が高くて有能でスマートで、お嬢じよう様さまのサポートも万全、さらにはボディーガードとしても超強い！　という勝手なイメージを思い切りぶつけてみた結果、ベルンハルト・メルテザッカーというキャラが出来上がりました。ちなみに執事ロボットという設定自体は以前にも出したことがありまして、『彼』の執事時代はもしかしてこんな感じだったのかな……と書きながら思ったりしました（お話としてのつながりはありません）。また、『退役したロボットが第二の人生を歩む』という点では、これまた過去作品に出てきた某ぼうキャラとちょっと重なります。一巻を書き終わってみて、なんかこれ、今まで出した男性ロボットキャラをいろいろ混ぜた主人公だなあ、と気づいた次第です（つまりキャラの引き出しが少ない……）。

　まったくの余談ですが、この作品を書いているときは記録的猛もう暑しよと騒さわがれていた時期で（最高気温三十七度！）、暑さにへばりながら改かい稿こうしていた記き憶おくがあります。俺おれ、これが終わったらビアガーデン行くんだ、と自分を何度励はげましたことか……。本作に出てくる『ビアホフ』というキャラがやたらにビールばかり飲んでいるのも、そのせいだったりします。ちなみに、ビール好きだからビアホフというネーミング。




　本作も、これまで同様にたいへん多くの方にお世話になりました。とりわけ担当編集である土つち屋や様と荒あら木き様には根気よく改稿におつき合い頂きまして誠まことに感謝の至りです。このたびも本当にありがとうございます。

　イラストレーターのユメのオワリ先生には大変すばらしいイラストを頂ちよう戴だいいたしました。最初に届いたリーゼロッテが可愛かわいくて可愛くて……。ベルもフローラもヴィクトリアも、イメージにぴったりで本当に感謝です。

　また、たびたび差し入れをして頂いたＫ先せん輩ぱいに深い感謝を。とても良い息いき抜ぬきになりました。

　本作の制作・販はん売ばい・流通に携たずさわるすべての皆みな様さまに心より御礼申し上げます。

　なにより読者の皆様。本作は初はつ恋こいに戸と惑まどうお嬢様と、その恋心にさっぱり気づかない朴ぼく念ねん仁じんの執事の物語です。読み終わったあとに、パンをくわえて曲がり角で待機するリーゼロッテの姿を少しでも思い出して頂けましたら、著者として望外の喜びです。





遠くの花火を聴きながら　松山 剛
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松まつ山やま 剛たけし

ごはんを食べ過ぎて横になる著者（東京都出身）。
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イラスト／ユメのオワリ

イラストレーターに漫画家、その他お絵かき色々やっています。魚介類大好き。とくにカニ美味しいですよね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「松山 剛先生」係

「ユメのオワリ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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